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一章　流る浪ろうの民







　全てはここから始まったのだ。

　香川県高松市仏ぶつ生しよう山ざん……かつての閑かん静せいな地方都市は、二〇一五年の現在、巨きよ大だいな湖の底に沈しずんでいた。

　コンパスで描えがかれたような、完全な円形の湖の直径は五キロ。湖の最深部は水深一キロをこえる。日本最深の湖である秋田県の田た沢ざわ湖ことほぼ同じ形と大きさで、水深は倍以上……という、この不自然な湖ができたのは、二〇一二年の「大だい破は壊かい」の直後のことだ。

　大破壊……その日、どこから来たのか誰も知らない「敵性少女」と呼ばれる、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくをもつ十二人の機き甲こう少女らにより、日本全土が同時多発的に攻こう撃げきを受けた。いや、厳密には「同時多発」ではなく、首都東京が攻撃を受ける前に、国内のどこよりも早く、この小さな地方都市が攻撃を受けたのだ。

　今、この地はグラウンド・ゼロ（爆ばく心しん地ち）……と、呼ばれている。湖の周囲には、さびた鉄骨やがれきなどで作られた名も無き墓標が、延々とつづいていた。

　瑠る璃り色いろの水のほとりに、青い翼つばさをはばたかせ、青い長ちよう髪はつをなびかせて、長身の敵性少女イ＝ンドゥーラが舞まい降りた。巨大な剣けんを十じゆう字じ架かのごとく背に負ったンドゥーラは、長いまつげを伏ふせがちに、静かな水面をじっと見つめる。

　水は濃こい藍あい色いろをしていて、ときおり、魚がぴちぴちと跳はねていた。もっと深いところでは、数メートルはあろうかという巨大な魚ぎよ影えいがたゆたっている。ひと気のとだえたグラウンド・ゼロは、自然に満たされ、かぎりなく穏おだやかだった。

「何の異常もない……九年前と何も変わっていない。スヴァティの心配は、やはり杞き憂ゆうに過ぎなかったようだな」

　くるり、と湖に背をむける。そのとき……静かだった水面が、ざわざわと騒さわぎはじめた。湖の水がゆっくりと、回転しはじめる。

「な……なにごとだ？」

　速度を増していく渦うずを前に、ンドゥーラはわけもわからず立ちつくしていた。




　同じころ……東とう京きよう湾わん岸がんでは、百人あまりの少年少女が座りこんでいた。

　地平線のかなたにそびえる巨大な要よう塞さいが、赤黒い煙けむりを上げている。かつて「ビゲートピア」と呼ばれた要塞……もとは、まだ平和だった時代、複合ＩＴ企き業ぎよう「ビゲート」によって作られた体験型テーマパークだった。日本政府組織の崩ほう壊かい後、一万人あまりの「選ばれた」少年少女を集め、テーマパークの設備を利用した「ビゲート学院」を作って教育した。その目的は、日本復興と、他国の侵しん略りやくからの防衛……であった、と思われる。

　ビゲートピアは、多た国こく籍せき軍ぐんの攻撃を受けて崩壊した。しかし多国籍軍も、東京の地下に存在する巨大な空間……首しゆ都と圏けん外がい郭かく放水路にビゲートピアが隠かくしていた、量産型機甲巨兵の反はん撃げきにあい、全ぜん滅めつした。

　そして今、昨夜のはげしい戦せん闘とうが嘘うそのような静せい寂じやくが周囲をつつんでいた。ビゲート学院の制服に身をつつんだ百人の少年少女、ビゲートピアで「学徒兵」と呼ばれた彼らは、誰もみな少なからず傷つき、疲つかれ果はてていた。

　十六歳さいの呉くれ羽は静せい矢やは、湾岸のくだけたコンクリートにもたれて座り、ごつごつしたフォルムの拳けん銃じゆうを握にぎったまま仮か眠みんを取っていた。銃の名はウルフファング。ビゲートが運営していたオンラインゲーム（ビゲーム）に登場する銃を、プレイヤーたちから集めたカスタマイズデータを用いて、ビゲートピアで実際に作成したものだ。

　彼のそばにうずくまって眠ねむる、彼の忠実な友人である老チワワのチャックは、静矢と運命をともにしてきた。眼帯をし、耳が切れこみ、毛並みはボサボサで、チワワという可愛かわいらしい犬種とは思えない、老戦士の威い厳げんをかもしだしている。

　ふわあ、とチャックは大きくあくびをして、もにゃもにゃ、と口を動かした。

「おい、おまえら」

　チャックの首輪についた翻ほん訳やく機きから、低い声が発される。ビゲートがおもちゃとして発売した犬語翻訳機である。ビゲートは、自分たちが提供したおもちゃやゲームでユーザーが遊んだデータを集め、それを利用して、巨きよ大だい要よう塞さいビゲートピアを作りだした。ビゲートの創業者、大だい門もん軍ぐん造ぞうは自らを日本の王と称しようし、最終目標として新国家の樹立を狙ねらっていた。このおもちゃも、犬や猫ねこをスパイに仕立て上げることができるかどうか、その実験のためのものだったのだろう。

　チャックに声をかけられて、学徒兵たちはうつろな目をあげた。チャックは四本の足で立ちあがり、しっぽをブルブルッと振ふった。

「ああでもないこうでもないって考えてたって、仕方がねーだろ。寝ねる子は育つっていうだろ？　静矢みたく寝れるときに寝とかねーと、もしものときに、もたねえぜ」

「そ、そのもしものときが心配で、眠れないんじゃないか！　犬なんかには、わからないだろうけど！」

　一人の学徒兵が、小さな犬に上から目線で言われて、さすがにムッとしたのか、泣きそうな声で反論する。まだ十歳ぐらいの少年だ。小太りで愛あい嬌きようのある顔をしているが、臆おく病びようそうで、ブルブル震ふるえている。チャックは、フンと鼻を鳴らした。

「誰だ、おまえ？」

「い、犬なんかに名乗る名前はない！」

「そうか。じゃあ名無しの権ごん兵べ衛えってことで、これからおまえを権兵衛と呼んでやろう」

　チャックのことばに、少年はあわてふためく。

「ちょっ……ちょっと待って！　ぼくの名前は海かい江え田だ航わたる……っ！」

「了りよう解かいだ、権兵衛」

「違ちがうっ！　い、いやそんなこと言ってる場合じゃない！　のんびりしてる場合じゃないんだ、だってビゲートピアが侵しん略りやく軍ぐんを全滅させたんだぞ！」

「そう悲観的になるない、権兵衛」

「権兵衛じゃない！」

「ビゲートピアが無くなって、俺たちが丸まる裸はだかになってんのは百も承知さ。だからこそ今、心ここ奈なさんが、使える機き甲こう巨兵を探しに行ってくだすってんだろ。心奈さんが戻もどってきたら、そのへんのガス欠のジープに怪け我が人にんを乗せて、どこか近場の地下鉄の駅で身を隠そうって計画だ、って静矢がさっき説明しただろーが。ちょっとぐらい待てないのかよ」

「だって東京湾の沖おき合あいには多国籍軍の空母が停てい泊はくしてるんだぞ、すぐに全面攻こう撃げきをしかけてくるぞ！　ビゲートピアの住民だったぼくらは殺される、守ってくれるはずのビゲートピアはもう無いし！」

「すぐに、って何分後だよ？」

「わ、湾岸戦争のとき、米軍の将校は長々した会議なんぞスッ飛ばして、Ａ４用紙一枚の要よう綱こうだけでサクサク作戦を立てていったのを知らないのか？　すぐに来るんだ、ここでぐずぐずしている間にも！　早く逃にげないと皆みな殺ごろしになるんだぞ！」

　叫さけぶ航の声が、周囲の学徒兵たちの不安を駆かりたてた。チャックは、彼らを一いち瞥べつし、ぺろり、と鼻をなめた。

「ガキのくせに、妙みように詳くわしいじゃねーか、権兵衛？」

「ぼ、ぼくは『大海戦』の世界ランカーだ！」

「ああ、ビゲームの海洋戦略シミュレーションゲームか。心奈さんが、つまんないって言って五秒で投げたやつな」

「ぼくの作戦能力は、世界トップレベルって言ってるんだ！　ビゲートピアでもＡＡＡトリプルエークラスに配属されてたんだ！」

「残念ながら、ここじゃあビゲートピアでの身分なんて通用しないぜ。自分だけが頼たよりの荒こう野やじゃあ、よ」

「犬のくせに、偉えらそうなこと言うな！　こんなとこでグズグズしてたら死ぬって言ってるのがわからないのか、みんな言うこと聞けよ！」

「そんなら、おまえだけで逃げりゃあいいだろ。誰も、ここにいてくれ……なんて言ってねーぜ？」

「なんだと、この犬！」

　不安のあまり、航は激げつ昂こうしてチャックの首をつかみあげる。だがチャックはあわてずさわがず、しれっとした顔で、ちょろちょろーっ、と航におしっこをひっかけた。航は悲鳴をあげて、チャックを放りだす。

「わーわーわー！　ひどい、おしっこかけるなんて！」

「ケッ、電柱を見たらシッコ引っかけたくなるのは、オス犬の甲か斐い性しようだぜ」

「ぼ、ぼくは電柱じゃない！」

「電柱も同じだろうがよ、自分だけじゃどこへ逃げてどうすればいいかもわからない、自分で自分を守れないから他人に頼るなんてのはよ。おまえのその情けなさは、ビゲート学院の服従教育とやらの成果か？　男ならビシッと、自分の足で立つもんだろうがよ！」

「どこででもおしっこするしつけの悪い犬に、偉そうなこと言われたくない！」

「そんじゃあおまえの世界ランカーなオツムは、しつけの悪い犬以下ってこったぜ？　考えてみろよ、権兵衛。侵略軍が本気で進しん撃げきしてくりゃ、日本全土を掌しよう握あくしちまうわけだから、どこへ逃げたって遅おそかれ早かれ結果は同じだろうがよ？　そんならじたばたせずに、少しでも味方の消しよう耗もうを減らして、次の作戦につなげたほうが勝算があるってもんだぜ」

「遅かれ早かれなら、遅いほうがいいじゃないか！　犬相手じゃ話にならないよ、ちょっとあんた！」

　航は、興奮しながら声変わり前の少年特有の甲かん高だかい声で、静矢にむかってどなる。

「ぼくは作戦計画上の立場から進言してるんだ、ここにこれ以上いても危険なだけだ！　ぼくの指示どおりにすれば間ま違ちがいはないんだ、ぼくの命令に従えよ！」

　だが静矢は、その興奮をのみこむような静かな表情で、つぶやくように答える。

「おい、権兵衛とやら。これはシミュレーションゲームじゃない、ここにはおまえの兵隊なんぞいないんだ。半数は怪我をしてる、その半数は重傷だ。俺は、それを見捨てるつもりはない」

「ぼ、ぼくはあんたたちのかわりに考えてやったんだ、そして忠告してやったんだ！　でなきゃ、自分だけでさっさと逃げるさ！」

「じゃあさっさと逃げたらどうだい、権兵衛？」

　チャックが、意地悪い表情で言った。

「実際のところ、自分だけじゃどこにも行けない、この荒野でどうすりゃいいのかわからない、だから静矢に泣きついてんじゃねーのかよ？　自分で自分の命も守れねーヤツが、他人の命を守るために忠告するとは思えねーんだけどなあ？」

「何だとっ、この犬っコロ！」

「おい、ケンカはやめろ。ケガ人の耳にさわる」

　静矢が静かな声で、二人を制止した。

「権兵衛、ここが気に入らなければ自分が出て行け、自力で動けるやつは自由にすればいい……俺は止めはしない。ただし、おまえが自由であるように、俺だって自由だ」

　静矢はそう言って、航を見つめる。

「だから、俺に命令するな」

　静矢の声は静かだった……けれど、その重さに、航は黙だまりこんでしまう。

「権兵衛じゃ……ないのに……」

　静矢に聞こえないように、口の中でそうつぶやきはしたが。静せい寂じやくを待って、琴こと川がわ笙しよう子こが口を開いた。

「だいじょうぶ……今のところ、侵しん略りやく軍ぐんにも敵性少女にも動きはないよ」

「な、なんでそんなことが言えるんだよ？」

　航に尋たずねられて、笙子は自分の耳を指さす。

「何の音も聞こえないから、さ。戦せん闘とう機きのエンジン音も、軍ぐん艦かんが波を蹴け立たてる音も、敵性少女のブースター音もね。少なくともあたしの耳に聞こえる範はん囲いでは、何も動いてない」

　つりあがった大きな目が猫ねこのように敏びん捷しようなイメージを与あたえる彼女は、ビゲートピアに、その絶対音感と音楽の才能をかわれていた。ただ、ビゲートピアに対する絶対的な服従心というものが欠けていたため服従試験を受けさせられ、そこで静矢と同じ班になったのだ。

　静矢がうなずいて、立ちあがりながら、静かな声で航に語った。

「それに、湾わん岸がん戦争とちがって今回、日本に侵しん攻こう計画を立てているのは一国の軍じゃなくって多た国こく籍せき軍ぐんだ。それぞれに思おも惑わくがあって、誰一人ひとりフライングはできない。足を引っぱりあって、グズグズと攻こう撃げきは延びるはずだ……焦あせる必要はない」

「そ、そうなのか？　でも……」

　航は釈しやく然ぜんとしない表情をしているが、静矢は確信をもって語りかける。

「敵性少女の攻撃から、多国籍軍の正式な使節が日本に来るまで、三年もかかったんだぞ。それも、ビゲートピアが日本を統一してしまいそうで、このままでは内ない政せい干かん渉しようの機会を失うと思って、あわててやってきたんだから……むしろ今の多国籍軍は、泥どろ縄なわ状態で動いてるってことだ」

「で、でも、そんなに神経質に日本を取りあいする理由があるとは思えないなあ？　国土は狭せまいし、山ばっかだし、中近東みたいな地下資源があるわけじゃない……」

「そうでもない。燃える氷……メタンハイドレートが、海の底に潤じゆん沢たくに眠ねむってるのさ。ビゲートピアは都営大おお江え戸ど線を使って、東京湾の掘くつ削さくプラントからビゲートピアまでメタンハイドレートを運び、エネルギー源にしていた……俺は、この目でそれを見た」

「その燃料を狙ねらってるってことか？　アメリカが中近東の油田を狙って戦争をつづけたように？」

「それ以上だ……だからむしろ、そのおかげで国々がお互たがいに牽けん制せいしあい、日本は今のところ全面侵しん略りやくをまぬがれてるわけだが」

「それ以上……って？」

「メタンハイドレートは、石油と原子力に支えられた世界のエネルギーバランスを狂くるわせる。南米ベネズエラが石油や天然ガスなどのエネルギーをエサに南米の統一をはかり、ロシアもエネルギーをエサに中国と手を結び、中国はアフリカのエネルギーの利権を手に入れ、第三世界の結けつ託たくに焦ったアメリカは中近東の油田を手に入れようとし……三すくみ状態でピリピリしたバランスを保っているこの世界に、まったく新しい潤沢なエネルギーが投げこまれたわけだ。世界は今まさに、ぎりぎりのバランスを取っていた綱つな渡わたりのピエロに大きなボールを投げて渡わたしたような状態だ。ボールを取りこぼさず、自分も落ちないようにするには、必死にバランスを取りなおさなくちゃいけない。つまり……すぐには次の行動に移れない」

　静矢の説明に、最初は怪け訝げんそうだった航も、ほかの学徒兵たちも、いつしか息をのんで聞き入っていた。静かなテンションから始まった静矢のことばは、おさえ切れない感情のたかぶりによって、だんだん強い調子になってくる。ついにこぶしを握にぎり、静矢は力強く言った。

「その『タイムラグ』が、日本に与えられた『独自の復興』を遂とげるための猶ゆう予よだ。ビゲートピアは復興に失敗した……でもまだ望みはある。日本人が生きているかぎり、日本は復興することができる。だから誰も見捨てない、俺は決してあきらめない！」

　笙子も、思わず頬ほおを赤くして、凛り々りしい静矢の横顔に見とれていた。ハッとそんな自分に気づき、あわてて目をそらす。

（あーびっくりした……。静矢の話し方って、無意識なんだろうけど、人の耳を奪うばうんだよな。演説のうまい、政治家向きっていうか……おとなしくって無口なヤツなのに、いやだからこそ。人をじょじょに引き入れて、最後には興奮させる楽曲のテクニックと同じだ。音楽で言えばとても弱くピアニツシモ・静かにカルマートで、まずはささやくような小声で人の耳を引きつけ黙らせ、淡たん々たんとしながらだんだん大きくクレシエンド、そしてとても大きくフオルテシモ・激しくアジタート。ラヴェルの「ボレロ」が人の心をわしづかみにするのと同じ、音の原理……あたしにはそれがわかる、だが一いつ般ぱんの人間はわけがわからないうちに引きつけられる。危険な声だ……）

　笙子は、少し背筋が寒くなって、息をのむ。

（静矢には、生まれつきのカリスマがある。計算をこえた、他人を扇せん動どうする才能がある。静矢がいいヤツだから、心配するのは杞き憂ゆうってもんだろうし、今はこいつらをまとめるために静矢の才能が必要なのもたしかだ。なのに、どうしてこんなに胸むな騒さわぎがするんだ？）

　絶対音感を持つ笙子の耳が、静矢の声に警けい鐘しようを鳴らしている。もっと以前、どこかでその声を聞いたような気がするのだが……静矢の声を聞くたびに、どこか引っかかっていたのだが、今ようやく、笙子はそれに気づいた。

　偉い大だいなカリスマ。人を魅み了りようするその声、話しかた。生まれついての政治家、統率者。人を魅了する音楽のトリックがわかっている笙子ですら、一いつ瞬しゆん心をうばわれてしまった、もう一人の人物……。それは、笙子がビゲートピアにやってきたとき、テレビ画面を通じてその演説を聴きかされた……大門軍造その人だった。

（そうだ！　静矢のヤツは、大門軍造に似てる。声も、話し方も……）

　それが自分の不安の原因だ、と笙子はようやく気づいた。もし静矢の胸に野心が芽生えれば、彼は大門軍造のようになるに違ちがいない。大門軍造にしても、方法論はともかくとして、日本を復興させたいという思いは本物だったにちがいない。

　笙子は、静矢とともに出動したビゲートピアのミッションを思いだした。アンテナを荒こう野やに立てる、というそれだけのミッションだったが、そのとき「地下鉄のマリア」に出会った。彼女は地下鉄の駅に身を隠かくし、敵性少女らの攻こう撃げきによって保護者を失った孤こ児じたちの面めん倒どうを見ていた。そして、戦いや争いを嫌けん悪おしていた。

　静矢は彼女にひかれていた。彼女を守るために戦うことを選び、彼女のもとから離はなれた。

（あのとき、たしかにあたしたちは戦わざるを得ない状じよう況きようではあった。けれど……人を撃うった静矢にゾッとしたのも事実だ。静矢はいいヤツなのに……マリアが心配してたのはこれなのか？　戦いが、静矢を変えちまうのか？）

　笙子はやにわに立ちあがると、静矢の背後に回り、彼をぎゅっと抱だきしめた。びっくりして、静矢は振ふりかえる。先ほどまでの演説者の表情が一変し、どぎまぎしている少年の顔になった。

「なっ……何だ、笙子？　ななな、何してんだ、人前だぞ！　いや、人前でなくても！」

　顔が真っ赤になり、軽く混乱してさえいる。

　笙子は、ビゲートピアで長らく「服従訓練」を受けていた。自分で考える力を奪い、無意味な命令にも疑問を持たず服従させるようにするための内容は、「露ろ営えいしながら、草の種を植えては刈かる」という、過か酷こくで無意味なものだった。そのため笙子の体は、よく引きしまっているし、浅黒く日焼けしていて、少年のように見える。性格がサッパリしていて、口調も男おとこ勝まさりなので、静矢もつい男友達に接するような気持ちでいた。
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　だからこそ、くっついてきた笙子の胸のふわりとしたやわらかさは、あまりにも意外で、静矢は虚きよをつかれた。急に、服従訓練の最中、雨の中で水浴びをしていた笙子の姿を思いだした。何気なく見ていたあの水浴びの、濡ぬれた服の下にこのやわらかい体があったのだと気づくと、静矢は激しくとまどい、笙子を正視できなくなった。

　その表情は、ふつうの少年……まだ恋こいにふなれな、十六歳の少年のものだ。笙子は安心して、ふわっと笑顔をほころばせる。

「ううん、何でもないよ。気が向いただけさ」

「き、気が向くと人に抱きつくのか、おまえは？」

「また気が向くかもね。覚かく悟ごしときな」

　笙子は、静矢から離れつつ、いたずらっぽくウインクをする。静矢は、笙子の意図がわからず、ただただ混乱していた。

（そうさ、あんたがどこかへ行こうとしても、あたしが引き止めてやる。それが友達ってもんだからね、静矢……！）

　笙子はこんな状況だというのに、底そこ抜ぬけに明るい笑顔を浮うかべる……まるで、これしきのことはどうってことない、と言うように。

（あたしも、あたしにできることをせいいっぱいやるだけだ）

　笙子は波打ちぎわまで行くと、打ちあげられた空き缶かんを拾ってくる。ミルクか何かが入っていた、大きな缶だ。彼女はそれに流木をくくりつけ、放置されていた釣つり糸をしばりつけはじめた。

「な……何やってるんだ、笙子？」

　まだ少し動どう揺ようが抜ぬけきらない静矢が、笙子にたずねた。笙子は釣り糸を六本、弦げんのように流木に張る。絶対音感を持つ彼女のこと、少し指で音を取ると、すぐに調律が終わった。

「みんなを励はげますのに、歌でも歌おうと思ってね。腹の足しにもならないかもしれないけど、気は心って言うだろ。あたしに唯ゆい一いつできることだからさ」

「おお、そりゃあいい考えだな、ねえちゃん。思いっきり元気が出るような、軍歌みたいなやつを歌ってくれよ」

　チャックが喜んで舌を出したが、笙子は首を横に振って言った。

「そこまで器用なら、ビゲート学院でＣクラスになんかなってないさ。あたしが作れるのは、ラブソングだけなんでね」

「この状況で、歯の浮くようなホレたハレたの歌かよっ？」

　呆あきれるチャックのことばを聞き流して、笙子は手作りのギターの弦をかき鳴らす。共鳴胴どうを缶で作っているため、硬こう質しつで割れた音がする。

「自分にできることをするっていうか、人には自分にできることしかできないもんでね。みんなが気に入らないようなら、すぐにやめるさ」

　そう言って、笙子は手作りのギターを爪つま弾びきはじめた。絶対音感の持ち主だけあって、まるで歌を歌うかのように自然に、メロディーが流れだす。

（そうさ、気は心……音楽には、それだけの力しかない。けれど音楽は人の心を動かすことができる、そして人の心は何よりも強い、ってことは音楽は最強、ってことだ。少なくともあたしは、そう信じる……音楽の力を、あたしに与あたえられた音楽の才能を信じる！）

　疲つかれきった学徒兵たちの耳に、音楽が心地ここちよくひびいた。屋根も無い荒野に放りだされ、食料もなく、身を寄せる組織も何もなくなった彼らは、人間というより「裸はだかのサル」に近い状態だった。人間社会というよりどころが無くなれば、人間としての尊厳すら、いとも簡単に崩くずれさる。「万物はエントロピーの増大によって無む秩ちつ序じよな方向へ進む」というのが「自然」ならば、人間の文明とはその時の流れに逆行し、無秩序から秩序を作りだすことだ。音楽とはまさに、雑音でしかない自然の中の音を、きちんとした音階に分け、メロディーやリズムという形で支配するもの。山の中で民家を見つけてホッとするように、文明の殻からから放りだされた学徒兵たちの折れそうな心に今、音楽という絶対的な人工物に遭そう遇ぐうすることによって、絶対的な安あん堵どがもたらされた。

　ギターの音色が、学徒兵たちを包む。それはまさに、失われた文明や文化に包まれている状態だった。それだけが、人間に人間たる尊厳を与えてくれた。笙子は、ハスキーな声で、優しく歌う。





「涙なみだも出ないほど悲しいとき

　ことばも出ないほど苦しいとき

　ぼくは君に電話した

　ケータイから聞こえる君の声

　小さなオルゴールみたいに優しく優しく

　ぼくの手の中でくりかえす

　何があっても大好きだよ……って




　涙が出たよ

　ことばが出たよ

　そして思ったよ

　ぼくも君が大好きだ……って




　君は光

　君は希望

　決して消えない

　ぼくの愛そのもの」






　心地よいギターの調べに、学徒兵たちは身を任せていた。

　静矢は、彼らが静まったのを確認して、もう一度座りなおす。チャックは、大きくあくびをしながら静矢に声をかけた。

「やれやれ、おさまったようだな。あのねえちゃん、なかなかいい仕事をするじゃあねえか」

「ああ、さすが笙子だ。音楽が人の心を癒いやす……ってのは、本当だな」

「同じ音波でも、敵性少女どもの衝撃音波ソニツクウエーブとは大おお違ちがいだぜ。これでもうしばらく、心奈さんたちの帰りをおとなしく待ってられそうだが……こんな足手まといなヤツら、正直、捨ててっちまえばいいのによって俺は思うけどな」

「捨ててくって、かんたんに言うなよ」

「だって、心奈さんが帰ってきたら帰ってきたで……身を寄せられそうな地下鉄の駅に心当たりはないんだろ？　地下鉄のマリアとやらがいた駅も、ぶっ壊こわれちまったんだろ？」

「いちおう、探す方法は考えてるんだが……それまであいつらの忍にん耐たいがもつかどうかは、はっきり言って自信がない」

「地下鉄の駅を探す方法？　どうやって？」

　チャックは、目をぱちくりした。静矢は、ずだ袋ぶくろをひとつ、チャックの目の前に下ろした。

「多た国こく籍せき軍ぐんのジープの中に、こんなものがあった」

　静矢は、針金を巻いたものをチャックに見せた。チャックは、目をぱちくりする。

「ちょっと待て、静矢……その針金は何だ？」

「Ｌ字型に折って、だな」

「ダウジングかっ？　ダウジングなのかっ？」

　チャックはあわてて、静矢の額を前足でペシペシ叩たたいた。

「こいつぁ度ど肝ぎもを抜ぬかれたぜ、静矢！　いっぱしに用心棒の仕事なんかしてたんでおまえは一人前の大人だとばかり思ってたが、そう言えばおまえは中学二年生までしか学校に行ってないんだったな！　そんな『よい子の不思議ブック』に書かれてたオカルトを信じてるんじゃあねーぜ！」

「ダウジングじゃ、見つけられないのか？」

　静矢は、真しん剣けんな表情で悩なやむ。

「……困ったな」

「それは俺のセリフだ！　やっぱこいつら捨ててっちまおうぜ、身を寄せる場所がやっぱりありませんでしたなんてこと言ったらぜったい、ブーブー文句言いやがるに決まってんだ」

「そうは行かないだろ。俺には銃じゆうがあるし、荒こう野やで生きてきた経験もある……俺に助ける力があるのなら、見殺しにはできない」

「何の義理があるんだよ、ほとんど初対面のやつらに？」

「別に、あいつらがどうこうってんじゃない……俺自身への義理だ。用心棒稼か業ぎようをつづけてきた俺のプライドさ」

「やれやれ。仕事にこだわりすぎると肩かたがこるぜ、静矢」

　チャックは、後ろ足で頬ほおをカカカッと蹴けって、顔をかいた。

「でもまあ、その気持ちは、犬の俺にはわからないでもない。他人を放っとけないってのは、群れる習性のある動物の本能みたいなもんだな。めんどくさいが、俺は心奈さんの犬だ。心奈さんに従うまでさ」

　心奈とは静矢の二歳さい年下の幼おさな馴な染じみで、チャックの飼い主である。ちょっぴりませていて、無類のゲーム好き。その腕うでをかわれて、ビゲートでは機き甲こう巨兵と呼ばれる全長八メートルほどのロボットに搭とう乗じようしていた。

「心奈さんはまだ帰ってこないのかな？　やっぱり俺がついてったほうが良かったんじゃないか？」

　チャックは心配そうに、そわそわしはじめた。静矢はほほえむ。

「だいじょうぶさ。心奈には、委員長がついてる」

「だからよけい心配なんだよ！　静矢、俺は、おまえならいいと思ってる。幼馴染だし、長いつきあいで性格もよくわかってるからな。けど俺を犬っコロ呼ばわりした、あのメガネ野や郎ろうだけは、虫むし唾ずが走るんだよ！」

「やれやれ。娘むすめを嫁よめに出すガンコ親父みたいだな」

　静矢は笑った。

　笙子のギターと歌は、静かにつづいていた。

　そのとき……波間に、何か大きな影かげが揺ゆれた。海に背を向けて座る笙子に、じっと視線が投げられていたが、誰もそれに気づかなかった。




　一方、心奈はくすぶるビゲートピアの近くを移動中だった。彼女を乗せて、多国籍軍のジープを運転しているのは、静矢が委員長と呼んだ轟ごう田だ輪りん人とだ。

　心奈は長いツーテールを風になびかせ、地平線をながめている。量産型機甲巨兵の攻こう撃げきを受けて全ぜん滅めつした多国籍軍の戦車が、荒野に散らばっている。真上からミサイルを落とされ、空き缶かんを踏ふみつぶしたようにペシャンコになっている。その中にはたしかに人間がいたのだ……そう思うと、心奈はつらくなった。

　ときどき、焼け焦こげた兵士の死体も見える。人種も性別もわからない……炎ほのおの高熱にさらされて、脳が沸ふつ騰とうし、頭ず蓋がい骨こつが爆ばく発はつしている無残なものもある。兵士の焼け残った手に、家族の写真が握られているのを見た瞬しゆん間かん、心奈は吐はき気をもよおし、口をおさえた。

「うぷ……っ！」

「だいじょうぶかね、南野さん」

　ハンドルを切りながら、輪人が心配そうに声をかけた。

「無理もない、こんなむざんな戦場は女の子が見るものじゃあない。ＫＯＫＯＴＡＮはぼくが探すから、きみは下を向いていたまえよ」

「だ、だいじょうぶです！」

　心奈は吐き気を飲みこみ、キッと強い目を上げた。

「ＫＯＫＯＴＡＮのことは、あたしにしかわからない……。落っこちてる量産型ＫＯＫＯＴＡＮが動かせるかどうか、あたしにしかわからない。ＫＯＫＯＴＡＮを動かせなければ、静矢お兄ちゃんが助けようとしてるビゲートピアのみんなを守れないもの！」

　気き丈じように、心奈は目を上げて、荒野に散らばる機き影えいを探す。気を強く持とうとしているが、彼女の肩は細かく震ふるえている。パイロットスーツが体にフィットしているため、細かい動きも手に取るようにわかる。

　輪人の頬に、ぽーっと血が上がった。

（こっ……この轟田輪人、感動したっ！　さすが南野さんはすばらしい大和やまと撫なでし子こだ、ぼくが思っていたとおりの女性！　その彼女を助手席に乗せられるとは、轟田輪人十六歳、光栄の極み！）

　メガネをかけた輪人は、自分では自分のことをクソマジメだと思っているが、髪かみがクセっ毛であるだけではなく、性格にも一ひと癖くせある。レースゲームでの運転技術をかわれてビゲートピアにやってきた彼だが、クソマジメなはずなのに笙子同様、服従訓練を受けさせられたのは、ハンドルを握ると人格が変わるからだ。

　そんな彼は、自分たちよりはるかにレベルが上のクラスに在ざい籍せきしていた心奈にあこがれていた。けれど、女神のように心奈にあこがれていた彼の心の中に、今はもうひとりの少女が住みついている。

「あっ……！　輪人さん、あそこにＫＯＫＯＴＡＮが！」

　心奈が地平の彼方かなたを指さす。ピンク色の機体の機甲巨兵が、地面に半分めりこむような形で墜つい落らくしていた。ぼんやりしていた輪人は、あわててハンドルを切った。

「わ、わかった。行ってみよう、ではないか！」

　周囲には、焼け焦げた戦車の残ざん骸がいが累るい々るいと転がっている。どうやら、量産型ＫＯＫＯＴＡＮと地上戦の果て、相打ちになったようだ。

　ジープがＫＯＫＯＴＡＮのそばに止まると、心奈は羽根のように軽く飛び降りた。輪人は、危険が迫せまればすぐに出発できるよう、アイドリングをしたまま運転席で待機する。

「気をつけたまえよ、南野さん！　量産型機甲巨兵は、われわれビゲート学院の生徒をも攻撃してきた。まだそのプログラムが生きているかもしれない！」

　コクピットを目指してＫＯＫＯＴＡＮの機体をよじのぼっている心奈に、輪人は心配して声をかける。心奈は振ふりかえって、ニコッと笑った。

「だいじょうぶよ、輪人さん。ＫＯＫＯＴＡＮは一から十まであたしが設計した機き甲こう巨兵、使ったネジ一本の重さまで知ってるわ。この子は完全に機能停止してる……でも、ハードそのものには傷がついていないわ。何とかなるかもしれない」

　コクピットの風防は閉じている。だが心奈が、風防の下に作られたわずかな隙すき間まに指を入れると、ロックが解除されて風防がパカッと開いた。

　ビゲートピアは、心奈たち機甲巨兵乗りが独自に改良カスタマイズを加えた機甲巨兵のデータから、量産型機甲巨兵を作りだした。だが、そのとき、彼らのデータを丸写しして作ったために、無人機には必要が無いはずのコクピットや機能が残されている。コクピットの座席には、心奈の体重と同じ四十二キロの砂すな袋ぶくろが縛しばりつけられていた。搭とう乗じよう員いんがいなければ、軽くなった分、制動距きよ離りなどに差が出てくるためだ。

「やれやれ、ほんとにマルパクリなのね。他人にシミュレーションをさせまくって、最強になった機甲巨兵を横から違い法ほうコピーしまくるなんて、著作権侵しん害がいもいいとこよ」

　心奈は砂袋をとめつけているシートベルトを外し、重い砂袋をズルズルと引きずって、コクピットの外に放りだす。つづいて、座席の下に設置してある非常電源装置を操作しはじめた。

　心奈がなかなか降りてこないので、輪人は少しあくびをした。

（どうやら、八機目にしてうまく動かせそうな機甲巨兵に当たったようだな。良かった良かった）

　ハンドルの上に頬ほお杖づえをつく。周囲はあまりに静かだった。本当に、全てが死に絶えてしまったのだと思った。三年前、敵性少女らの攻こう撃げきを受けたときのことを思いだす。焦しよう土どと化した東京の街は、まさに今と同じ、焼け焦こげた石油の臭においがした。

（アッ＝シュラ……という名だったか。修しゆ羅ら田ださんの本名は）

　つややかな黒くろ髪かみをなびかせた敵性少女。シーツ一枚身にまとった姿で、輪人の前に現れた。日本を焦土と化し、輪人の家族も彼女らの攻撃によって奪うばわれた。心など存在しないと思っていた、敵性少女……なのに彼女はなぜだか、ビゲートピアの生き残りを救おうとした輪人を助けた。プライド、だと彼女はそう言った。

（プライドがあるなら心があるのか？　彼女らは、ぼくらと変わらない心を持っているのか？　だが心があるのなら、「大だい破は壊かい」など引き起こせないはずだ。無差別に、女子供まで殺すようなまねが、心のある者にできるわけがない！）

　彼女らが心を持っているということを、輪人は否定したかった。さもなければ、憎にくみきれなかった。彼女らは仇かたきである。死んでいった家族や友人や、多くの人々のため、憎まねばならないと、輪人はそう思っていた。

（だが……南野さんは、ビゲートピア崩ほう壊かいのとき、ビ＝ルシャナに助けられたと言っていた。ぼくらも「地下鉄のマリア」と出会ったとき、利害関係が一いつ致ちしたからとはいえ、ルシャナに助けられたようなものだ。彼女らは、殺すだけではないのか？　敵性少女とは何者なのだ？　なぜ日本だけを襲おそう、そしてなぜあれほどの戦せん闘とう力りよくがありながら日本人をいまだ皆みな殺ごろしにせずにおく？　シュラにもう一度会うこともあれば、聞くこともできるのかもしれない……そのときはまた、敵同士のはずだが）

　いやに胸が痛んだ。輪人は、シュラが彼を救うため、量産型機甲巨兵との戦いに散ったことも……彼のプライドを守るため、そのことを静矢に口止めしたことも、知らない。

　シュラを憎みたくても、輪人の心の中には彼女の姿が焼きついている。敵性少女だと知らない状態で出会った彼女には、強く美しく凛りんとした印象しかなかった。むしろ好意を持っていた。敵性少女だと知っても、急に気持ちを切りかえられない。

「ああーっ、ダメだダメだ！　何を考えているのだ、ぼくはっ！」

　輪人は、もつれたクセっ毛をガシャガシャと両手でかきむしった。

　そのとき……目の前に、シュラの姿が現れた。ドキッ、と輪人は胸を押おさえる。赤い機甲衣に身をつつんだ姿……それは、十インチほどの小さな発光素子モニターの画像だった。コクピットからケーブルで垂れ下がっている。

　コクピットから、心奈が顔を出した。

「ごめんなさいっ、輪人さん！　当たらなかったですか？」

「な……何だね、これは？」

　シュラの姿を見て一いつ瞬しゆん、嬉うれしく感じた自分の気持ちを押し殺し、冷静さを演じつつ輪人がたずねる。心奈はコクピットから降りてきた。モニターには何本かケーブルがつながっていたが、電源ケーブルの一本をのぞいて、全部引き抜ぬかれていた。

「あたしがＫＯＫＯＴＡＮに装備した覚えのないモノ。これが無くてもシステムが起動したから、引っこ抜いてみたんだけど、何かわかります？」

　ジープのドアに、心奈はひじをかけ、運転席の輪人を上目づかいに見つめる。輪人はモニターを手に取り、ためつすがめつした。

「パームＰＣのようにも見えるけど、操作するためのデバイスが全くない……。そのかわり、小さなアンテナがついているようだね。むしろこれは『受信機』ではないのかな」

「受信機？」

「量産型ＫＯＫＯＴＡＮには、君の戦せん闘とうデータが入っている。だが、敵のデータは戦闘することによってさらに集まるわけだ。とすると、過去の戦闘データだけでは時代遅おくれになってくる。そこで、新たなデータを、この受信機を通じて、量産型ＫＯＫＯＴＡＮに送っているのではないか。いわゆるツギ当てデータパツチというやつだ」

「じゃあ、この右下の緑色のバーはひょっとして、ダウンロードしてる印ですか？」

　心奈が画面を指さして、納得できないようすで首をかしげた。

「……でも、あたし、こいつと戦いましたよ。こいつを墜おとしてビゲートピアに連行したの、あたしだもの。ってことは、ダウンロードなんかしなくても、ＫＯＫＯＴＡＮにはこいつと戦った全データが入ってるはずですけど？」

「彼女を南野さんが墜とした？」

　シュラが敵なのだ、という事実が突つきつけられたような気がして、輪人は胸が痛んだ。シュラは心奈と戦った。運が悪ければ、目の前にいるあどけない少女が、シュラの前に散っていたのかもしれないのだと思うと、やはり彼女らを憎まねばならないのではないか、と思った。

「あっ。もしかして……！」

　心奈は、指を大きく開いた手で口を押さえる。

「あたしが連行したとき、多た国こく籍せき軍ぐんの使者を案内して……その使者の人が自じ爆ばくテロして大門軍造が死んじゃって、その間ってすごく短い時間だったんだけど、でもその間にビゲートピアで、彼女からデータを取ってたのかも！　そして、データ分ぶん析せきプログラムがずっと動いていて、やっと結果が出て今更こう新しんされてる、ってことはないかしら？」

「いや、あり得る。それは、かなりあり得る状じよう況きようだとも！」

　輪人は息をのむ。敵性少女が何者であるのか……その秘密が、わかるかもしれないと期待が高まる。

　画面の中のシュラは、写真や映像ではなく、立体ＣＧのようだった。まだ、頭から胸までしかない。そこから下は、細い糸のようになっている。糸が、糸巻きに巻かれるように動いて、シュラの形を少しずつ作りあげていた。

「こ、これは……彼女の全てのデータを分析し、バーチャルな彼女をここに『再現』しているのかっ？」

　画面の右みぎ端はしには別ウィンドウが開き、ダウンロードされていく「糸」の情報が次々に流れていく。無数の数字が集まって、ひとつのデータが出される。

「装そう甲こう対たい弾だん硬こう度ど、肩けん部ぶ外がい装そう甲こう五二五ブリネル、肩部内装甲三五一ブリネル……形状記き憶おく布の位相転てん換かんによる硬こう度ど可変範はん囲いは上下二〇〇ブリネル……あーそっか、ずるいっ、敵性少女の装甲は形状記憶布でできてるから形状も硬度も固定じゃないんだ！　あたしなんかＫＯＫＯＴＡＮの装甲を、一ブリネルずついじってテストバトルを繰くり返してたのにぃ～！」

　心奈は頭を抱かかえて、本気で悔くやしがっていた。何を言っているのか、輪人にはさっぱりわからない。

「対弾硬度ということは……硬かたければ硬いほど良いのではないのかな？」

「とーんでもない！　装甲は硬すぎると、陶とう器きみたいにモロくなっちゃって、小さい弾だん丸がんは砕くだいちゃうけど、大きな弾丸には貫かん通つうされちゃうんです。軟やわらかいと、着ちやく弾だん点が変形することでエネルギーを吸収して弾丸を止めるんだけど、今度はニードルガンみたいな圧力が集中する弾丸に貫通される危険があって……どっちを選ぶかがすごく難しいんですよ」

「どっちつかずの場合、ぼくなら真ん中を取るがね。たとえば、ビターチョコとホワイトチョコで迷った場合、ミルクチョコを買っておけば間ま違ちがいがない」

「自信満々で言ってますけど、チョコみたいに甘あまくは行かないんですよ」

「おや、南野さんがうまいこと言った」

「真ん中をとって四五〇ブリネルぐらいにしたら、どっちもダメなヨワヨワの装甲になっちゃいますから。いいなぁー、敵性少女の装甲。硬度を自由に変えられるなら、あれこれ考えなくても、敵の攻撃に応じてその場で対処できるんだもん」

「そう言えば……シュラは、柔やわらかいシーツを鋼の刃やいばのようにして戦っていた。あれが、形状記憶布の硬度変化の基本というわけか……」

「その機能、まだ機き甲こう巨兵には載のせられてないんですよね。今回の更新で敵性少女の装甲の詳しいデータが入ればいいのに……って、ハード面での改造は大仕事かな」

　心奈は熱心に画面を見つめる。敵性少女が攻こう略りやくできそうで、うきうきしているようだ。輪人はなぜか、ひどく不安になった。心奈がシュラを倒たおそうと考えて策を練っていることが辛つらく、シュラのデータを彼女に見せたくないと思った。けれど同時に、輪人自身がシュラのデータを見たかった。彼女に心があるのかないのか……それを、確かめたかったのだ。

「あれっ、こんどは数字じゃないですよ。ＡＴＧＧＣＣ……何これ、アルファベットがずらずら出てきた。けど、ＢとかＥとかが無いですよね？　いったい何なんだろ？　転送データ総量、三テラバイトだって……三分ぐらいかかるかな？」

「三テラ……ということは三〇億？　で、ＡＴＧうんぬん？」

　輪人は、思わず画面にかぶりつく。敵性少女らによる「大だい破は壊かい」のため、彼は静矢同様、中学二年生までしか学校に通っていない。けれど、彼が通っていたのは小中高一いつ貫かんで、大学受験を目指す私学のエリート進学校である。中学校の授業は中一までに全て済ませ、二年生からは高校の授業内容を履り修しゆうしていた。その中に、たしかにその妙みような暗号があったのを覚えている。

「南野さん……こ、これはＤＮＡの塩基配列だ！」

　モニターを握にぎっている輪人の手がじっとりと汗あせばみ、ブルブルと細かく震ふるえる。

「ＤＮＡ……って、聞いたことはあるけど。何ですか？」

　首をかしげた心奈に、輪人が興奮して早口で説明する。

「ＤＮＡとは、デオキシリボ核かく酸さんのことなのだよ」

「それで終わり？　だとしたら、さっぱりわかんないんですが」

「うー……つまり、生物の遺伝情報を書きこんだ二重螺ら旋せん構造の鎖くさりのようなものだよ。その鎖を構成する一個一個の鎖が、Ａアデニン・Ｇグアニン・Ｃシトシン・Ｔチミンといった四種類の、塩基とよばれる分子なのだ。この四種類の配列が遺伝子暗号を構成し、生物の特とく徴ちようの全てを記録している……すなわちＤＮＡを知ることは、その生物の全ての特徴を知れる、ということだ。敵性少女らが何者なのか、これでわかるというものだ！」

「更によくわかんないけど……要するに、生物にはＤＮＡがあるってことですよね？」

「そういうことだとも！」

「ってことは……敵性少女は、生物だってこと？」

「当然だろう！　だって血も流すし、胸も柔らか……ああ、いや何でもありませんよ？」

　輪人はあわてて口を押おさえる。だが、心奈のことばをよくよく考えてみて、ハッした。

「あっ……そうか、生物なのだ。人間と同じＤＮＡを持っている、ということは……少なくとも彼女らは、宇宙のどこかからやってきた存在ではない。少なくともこの地球で生を受けた、遺伝子としてＤＮＡを持った生物なのだ！　遺伝子としてＲＮＡを持ったウイルスとかではない、ということだ！」

「あんな大きなウイルスはいないでしょ」

「それにしても、だ！　同じ地球の生物だとしたら、彼女らは今までどこにいたのだ？　どこから来たのだ？」

「っていうか、こんなに姿かたちが似てるんだから、人間じゃないの？」

「人間に、あのような力があるわけがない！……ああ、しかし、何から何まで人間と同じではないか。体たい細さい胞ぼうＤＮＡの合がつ致ち率はほぼ百パーセント、すなわち『ただの人間』だということになる」

「ただの人間？　じゃあ……宇宙人でも地底人でもなくて、どこかの国の兵隊ってことですか？」

「いや、待ちたまえ。多た国こく籍せき軍ぐんは、日本を侵しん略りやくしたくても三すくみになっている状態だ。どこかの国が敵性少女に日本を攻こう撃げきさせる意味がない。というか、そもそも敵性少女が多国籍軍を攻撃したのではないか？　そして多国籍軍も、敵性少女のことは知らないようだが……」

「あらっ、輪人さん！　見てください、ＤＮＡは人間と同じ……じゃ、ないですよ？」

　心奈が、画面を指さした。えっ、と輪人はメガネをかけなおし、食いつくように画面を見つめる。

「こ、これは核ＤＮＡではなく、ミトコンドリアＤＮＡのデータだ！　ヒトのミトコンドリアＤＮＡは一万六五六九塩基で構成され、百万年あたり〇・二パーセントの割合で塩基の置ち換かんが起こり進化する。つまり敵性少女とわれわれは、核ＤＮＡは百パーセント合致していても、ミトコンドリアＤＮＡはわずかに違ちがう、ということのようだ」

「それって、どういうことなんですか？」

「すなわち……信じられないことだが、敵性少女のミトコンドリアＤＮＡはわれわれより一万年も『進化している』、という分ぶん析せき結果が出ているのだよ！」

　輪人の声が、興奮と驚きよう愕がくに、わなわなと震えた。心奈は、目をまん丸にする。

「『進化している』って、ど……どういうことなんですかっ？」

「ぼくにもわからない！　だが、これはたぶん何か、とんでもないことなのだ！」

　輪人は、モニターをしっかと握ったまま、心奈にたずねた。

「南野さん、その機き甲こう巨兵は動かせるのかね？」

「ええ。何なん箇か所しよか関節が破損してるけどだいじょうぶです、燃料も残ってるし……。このモニターについてたケーブルを全部引っこ抜ぬいたら、自動操縦モードが解除されたから、ふつうに操縦できますよ」

「では、このモニターも持って帰ってくれたまえ！　電源を引っこ抜いたら、データが消えそうで怖こわいのだ。呉羽くんや琴川の意見も聞いてみなくては……ぼく一人では、何が何やらわからない。なんだ、嫌いやな汗が出てきたぞ……まさか」

「まさか？」

「未来から、なんてまさか……あり得ない、過去を破は壊かいすれば未来も破壊されるはずだから、つまり過去を破壊することはできなくなる。そんなことはさんざん言い古された、安物のタイムパラドックスじゃあないか！」

　輪人は、わけがわからなくなって、頭をかきむしった。




　同じころ、仏生山の湖に発生した渦うずは速度を増し、ついに天高く伸のびあがった。それはちょうど、風ふ呂ろの栓せんを抜いたとき、水が渦を巻きながら流れている姿を、上下逆さに見ているようだった。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた青い髪かみの敵性少女ンドゥーラは、気配を感じて振ふりかえった。

「ビ＝ルシャナ隊長！」

　砕くだけたコンクリートの間から、シャラ……ときぬずれの音を立て、銀色の髪の少女が姿をあらわす。月光のごとき白銀にかがやく機甲衣は神々しく、背中に広がる翼つばさは天使のようだ。

　ルシャナはその腕うでに、身に巻いた白いシーツを血に染め、息たえたシュラを抱だいていた。ンドゥーラは、シュラを見て、細い眉まゆをわずかにひそめる。

「アッ＝シュラは死んだのですか。……なぜ、あなたがここに用があるのです？」

「おまえこそ、なぜここにいるのだ、ンドゥーラ。富士で計画を遂すい行こうするようにと命じたはずだ」

「先にわたしが質問したのです、ビ＝ルシャナ！　あなたは、ビゲートピアに囚とらわれたアッ＝シュラを処理しに……と、言った。なぜ富士に戻もどらず、ここにいるのです？　それに、アッ＝シュラの機甲衣は回収なさっていないのですか？」

　ルシャナは答えない。ンドゥーラは更に、きつい口調で問いつめた。

「なぜあなたがここに来たのか、答えろ、ビ＝ルシャナ！　認識マーク電波をオフにし、まるでこそこそとわれわれに隠かくれているようではないか！　そしてなぜ、スヴァティが水を用いて封印した『ゲート』を開いているのだ？　それは『再生計画』の完かん了りようまで、万が一の不手際も無いよう、封印しろと『女性委員会』に命じられていたはず！」

「……おまえに説明する必要はない。富士へ戻り『再生計画』の仕上げを続行せよ、イ＝ンドゥーラ」

「『ウーム』へ戻る気ではないのか」

　探るように、ンドゥーラは低い声でたずねた。ルシャナは、なおも沈ちん黙もくを守る。

「われわれには使命があるはず！　なのにビ＝ルシャナ、あなたは何かおかしい。斥せつ候こうとしてはじめに二〇〇六年を訪れたときからだ……何を考えているのだ？」

「では言うが……そのとおり、わたしは『ウーム』へ戻る」

　ルシャナはついに、静かだが強く、そう答えた。ンドゥーラの顔に驚おどろきが、続いて怒いかりの色が浮うかんだ。

「『女性委員会』の命令に背くというのか！　ゲートを開くことの危険性を知っているはずなのに、何のためにだ！」

「シュラはもう死んでいる。死ぬ前ならば、機甲衣が破壊された体たい細さい胞ぼう組織の代わりとなり、治ち癒ゆすることが可能だった。だがシュラは機甲衣を失い、傷を再生できないまま命も失った。この時代の科学力では、この状態のシュラを治ち療りようすることはできない……『ウーム』には、その設備がある」
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「何を言っているのだ、ビ＝ルシャナ！　あなたは彼女を処理しに行ったのだぞ！　なぜそれが、命令違い反はんを犯してアッ＝シュラを助ける、という話になるのだ！」

「イ＝ンドゥーラ。二〇〇六年を訪れたときから、わたしが何かおかしい、と言ったな」

　ルシャナは、腕の中のシュラに視線を落とす。硬かたく目を閉じ、血の気を失った肌はだはロウ人形のように白い。すでに死後硬こう直ちよくも起こっていて、その体は石のように重かった。

「わたしも同感だ。そしてわたし自身が、何を考えているのかわからないのだ」

　ルシャナは翼を広げる。その前に、ンドゥーラが立ちはだかった。

「まっ、待て！　人の話を聞いていないのか、行かせるわけには行かないのだ！」

　ンドゥーラは、背中の長ちよう剣けんをすらりと抜いた。ルシャナは、わずかに眉をひそめる。

「止めるつもりか、このわたしを？」

「『再生計画』の隊長になりたがっていたのは、アッ＝シュラだけではないということだ……ビ＝ルシャナ、おまえは惰だ弱じやくになりすぎた！　その惰弱さで、このンドゥーラに勝てるかっ？」

　剣を大上段に振りかざし、ンドゥーラはルシャナに襲おそいかかる。

（シュラを抱いたままでは両手は使えない。だがもしシュラを捨てれば、ンドゥーラはシュラを人質に取るだろう……）

　ンドゥーラの攻こう撃げきは早かった。剣の一撃が、ルシャナの肩かたに振り下ろされる。機き甲こう衣の肩かた当あてが、ぐにゃりと変形した。

「軟なん弱じやく！　それでわたしの上に立っていたとは片腹痛いぞ。しょせんおまえは器ではなかったのだ、ビ＝ルシャナ！」

　ンドゥーラは笑う。しかしルシャナは、表情を変えてはいない。

「そうかもしれぬ。この重大な『再生計画』の一員におまえを選んだ時点で、わたしは器ではなかったのだろう」

「なに？　この期におよんでわたしを挑ちよう発はつする気か？　今度は本気で斬きるぞ、機甲衣をつらぬきアッ＝シュラもろとも、まっぷたつにしてくれるわ！」

　威い勢せい良く言いはなち、ンドゥーラは剣を抜ぬこうとする。が……剣は、ルシャナの機甲衣にぐにゃりと食いこんでしまい、押おしても引いても抜けない。ルシャナは、冷ややかな声で言った。

「今のわたしは両手を使えない……だからわざと斬らせたのだ。剣を捨てぬかぎり、おまえもまた両手を使えないぞ、ンドゥーラ」

　決して乱れないルシャナの冷静さに、ンドゥーラは息をのんだ。

「わざと……装そう甲こうの硬こう度どを下げたのか！」

「忠告しておく、ンドゥーラ。おまえはわたしには勝てない」

　そのことばに、ンドゥーラは逆上した。それはむしろ、窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむ……といった種類の爆ばく発はつだった。

「ふ……ふざけるなっ、誰であれわたしを軽く見ることは許さぬ！」

　ンドゥーラの機甲衣が変形した。籠こ手てが、鎧よろいが、全て硬こう質しつの刃やいばと化す。

「このンドゥーラ、全身に刃を持っている！　負けるのはおまえだ、ビ＝ルシャナ！　ブッ殺す！」

　ンドゥーラは剣から手を離はなし、籠手からスケート靴ぐつのエッジのように生えた刃でルシャナに斬りつけた。

　ルシャナは肩にンドゥーラの剣を突つき立てたまま、軽いステップで後ずさる。緑の草の上を、白いロングドレスのような機甲衣のすそをなびかせて移動するその姿は、気高い姫ひめ君ぎみが舞ぶ踏とう会かいでダンスを披ひ露ろうしているかのように優ゆう雅がだ。殺気に満ち、勢いと力だけで押すンドゥーラに対し、圧あつ倒とう的てきな格の違ちがいを見せつけていた。

「逃にげるなビ＝ルシャナ、わたしの刃が恐おそろしいのか！　この臆おく病びよう者もの！」

　焦あせりを隠かくそうとして、ンドゥーラは虚きよ勢せいを張る。ルシャナの銀の靴が、水に触ふれた。ンドゥーラから、ただ逃げていたわけではない。彼女は意識して、湖のほとりまで移動していたのだ。

「逃げているのではない。おまえはもう、わたしの策にはまっているのだ」

「何！」

　ンドゥーラに向かって、ルシャナは水を蹴けりあげた。すさまじいスピードで蹴られた水すい滴てきは、散さん弾だんのようにンドゥーラを狙ねらう。同時に、

「フォオオオオン！」

　ルシャナの超音波スーパーソニツクがひびく。その衝しよう撃げき波はによって周囲の木々が破は裂れつし、湖の水面には無数の波は紋もんが生まれた。

（ふん……愚おろかなりビ＝ルシャナ！　ヤツの音響衝撃波ソニツクウエーブのパワーは、われわれ他の機甲少女のそれと一ケタ違う……とはいえ、ヤツと同じ消音装置ソニツクキヤンセラーを搭とう載さいしているわたしに、超ちよう音おん波ぱ攻こう撃げきは効かないのだ！）

　ンドゥーラは、唇くちびるをゆがめて嘲あざけるように笑う。

「血迷ったようだな、ビ＝ルシャナ！　この勝負わたしの勝ちだ、ブッ殺してくれる！」

　勝ち誇ほこった彼女の笑みを見て、ルシャナは静かに言った。

「ンドゥーラ、ひとつ忠告しておくが……おまえは、すでに負けている」

「何？」

　超ちよう高こう速そく度どで近づいてくる水滴を見た瞬しゆん間かん、ンドゥーラの嘲ちよう笑しようが恐きよう怖ふに変わった。水滴は超ちよう音おん波ぱによって、微び細さいな振しん動どうを起こしている……工場で鉄鋼の切断などに実際に使われている「水圧カッター」の応用だった。

　気づいたときにはもう、ンドゥーラは全身に超音波の散弾を浴びていた。硬度を上げたために、粘ねん性せいにとぼしくなっていた機甲衣は、ガラスのように砕くだけた。

「わああ！」

　ンドゥーラは草の上に、うつぶせに倒たおれた。全身の硬度を上げていたため、機甲衣はほとんど砕けてしまっていた。

　ンドゥーラは立ちあがろうとしたが、動けない。少し、血を吐はいた。

（わ、わたしには超音波が効かない……だが、水には超音波が効く！　わたしの機甲衣を硬こう質しつ化かさせるために、最初にわざと剣けんの攻撃を受けて剣を奪うばったというのか！　肉を切らせて骨を断つとはまさにこのことだ、さすがビ＝ルシャナ……負ける、わたしは負ける……！）

　ルシャナは、肩に刺ささったンドゥーラの剣を引き抜いた。

　ンドゥーラは恐怖に震ふるえた。細かく砕けた機甲衣は、すぐには直せない。ルシャナの命令違い反はんを止めようとした、とは言え、ンドゥーラ自身も上官に反するという軍規違反を犯している。

（今のうちに謝っておくか？　だがあれだけ殺す殺す言った手前、あのビ＝ルシャナがタダで済ませてくれるわけがない。間ま違ちがいなく、殺される！）

　窮鼠猫を噛む……というほどの気力も、今のンドゥーラにはもはや無かった。ルシャナの圧倒的な強さを見せつけられ、牙きばも爪つめも抜ぬかれた状態で、ただ目の前に迫せまった死の運命に震えることしかできなかった。いつルシャナが、剣を振ふるうか……息をのんで、その時を待つしかなかった。

　だが……ルシャナはンドゥーラを一いち瞥べつしただけで、くるりと背中を向け、翼つばさを広げて飛びあがった。

「えっ……？　こ、殺されなかった……？」

　てっきり殺されるとばかり思っていたンドゥーラは、目をぱちくりする。ルシャナは、振りかえりもせずに言った。

「その状態では、機甲衣の再生に時間がかかる。つまり、おまえにはすでにわたしを追う能力がない……そして、深い湖の底からおまえの武器を拾いあげる能力もない。すなわち、これ以上、おまえに足止めの手間をかける必要はない……というわけだ」

「ちょ……ちょっと待て！　湖の底から……とは、どういう意味だっ？」

　ンドゥーラは焦って叫さけぶ。ルシャナは答えず、湖の中央まで飛んでいくと、渦うず巻まく水面にンドゥーラの剣を投げこんだ。

「わっ、わたしの剣が！　ビ＝ルシャナっ、このくそったれが、何てことしやがる！」

　ンドゥーラは頭をかかえて毒づいた。だが、ふとンドゥーラはあることに気づく。

（い……いや、待てよ。そもそも水圧カッターを食らったとき、ビ＝ルシャナがもう少し水滴のスピードか振しん動どう数すうを上げていれば、水滴は機甲衣を貫かん通つうしていたはず……）

　最初から自分は負けていたのだ、ということにンドゥーラは気づき、あわてて口をふさいだ。さいわい、ルシャナには聞こえていなかったのか、それとも聞くまでもなかったのか……彼女は翼を広げて、水が吸いこまれてゆく空中のある一点に、フッと消えた。

　湖は、なおも激しく渦巻きつづけていた。







二章　帰郷







　輪りん人とたちが持ち帰った敵性少女のデータは、学徒兵たちを動どう揺ようさせた。

「敵性少女が、一万年後の未来から来た……っ？　つまり、ルシャナたちは俺たちの子孫だ、ってのか？」

　いつもは冷静な静せい矢やも、さすがに混乱していた。航わたるが、ぷるぷるっと首を振る。

「いや、それはありえないですよ、静矢さん！」

　いつの間にか、静矢に対して敬語を使うことにしたようだ。

「タイムパラドックスってのが、あるんですから！　過去を変えちゃえば未来も変わる、だから未来人が過去を攻こう撃げきしても何のメリットもないですよ！　過去の誰かを殺したら、未来の人間も消えてしまうわけですから、そもそも過去に攻撃をかけられるわけが……」

「ぼくがこの仮説に疑問を抱いだいた理由も、まさにそこなのだよ、権ごん兵べ衛えくん！」

　輪人が、航をビシッと指さした。

「権兵衛じゃないです」

「いいかね、ヒトが生まれてから子供を生むまでの一サイクルを二十五年としよう。一代前の親は二人、二代前の祖父母は四人、三代前の曾そう祖母は八人、四代でちょうど百年で十六人……一万年ならば、四百代さかのぼるわけだ。すなわち祖先の数は、二の四百乗で、えーと、えーと……とにかく、天文学的数字だ！」

「百二十ケタです。ちなみに一兆が十二ケタですから、一兆の一兆倍を九回やるんです」

「すごいな、権兵衛」

　静矢が感心して、目を丸くした。航は、照れくさそうに頭をかく。

「へへへ、戦争シミュレーションでは軍資金を増やすために金利計算とかもあるんで、計算はお手のものなんです。静矢さんにお誉ほめにあずかれるとは光栄のいたりです。でも権兵衛じゃありませんので、そこんとこだけよろしく」

「えらい腰こしが低くなりやがったな、権兵衛」

　もみ手をしている航を見て、チャックが呆あきれている。輪人はメガネのつるをちょいとつまみ、気取ったしぐさでメガネの位置を直しながら言った。

「まあ、というわけで、そういうわけなのだよ。今、世界の人口はたかだか六十億だ。すなわち一万年も経てば、血は混じりに混じるわけなので、理論的には、この六十億のうちの誰か一人死んでも未来は変わり、一万年後の人類は全て消えてしまうはず……！」

「血は混じりに混じる？」

　はっ、と静矢は目を見張る。

「いや……それは違ちがう。血が混じらない場合がある！　そうか……それが、日本だけが敵性少女に攻撃を受けた理由だったんだ！」

　長らく、それだけが謎なぞだった。日本以外の国は、まったく敵性少女の攻撃を受けてはいない。だから、敵性少女は、日本を侵しん略りやくしようとする他国のテロリストではないかとも考えられていたのだが……今、それは違うということを、静矢は確信した。

「日本は……同じ言語と文化を共有する単位を『民族』だと定義すれば、『単一民族国家』だ。海に囲まれているうえに、他言語の習得が苦手で、国際化が進んでいると言われている現在ですら、外国との交流が乏とぼしい。だから敵性少女は日本だけを襲おそったんだ……日本だけを壊かい滅めつさせても、その未来への影えい響きようは限定されている、からだ」

「つまり……日本人の祖先は日本人しかいないから、ってわけか。敵性少女が日本を壊滅させても、未来の日本人が消えるだけで済むってわけかい？」

　笙しよう子こが眉まゆをひそめ、考えこむ。静矢は、うなずいた。

「日本で死んだ多た国こく籍せき軍ぐんなどは、誤差の範はん囲いにすぎないのかもしれない。あるいは、さほど遠くない未来に何者かが、人間の生せい殖しよくやルーツを完全に管理するようになっていたとすれば、未来に影響のない範囲で攻撃することも可能だ、というわけだ」

「だが、考えてみたまえよ。日本だけを攻撃して何をする……というのだ？　日本人を祖先とする未来人を全ぜん滅めつさせたかった、というだけか？　それならばわざわざ過去に来なくても、未来で戦争を起こせば良いことではないか？　何より敵性少女らは、われわれを殲せん滅めつさせようとしているわりには詰つめが甘あまいのではないかね？」

　輪人も頭を抱かかえている。静矢は、「詰めが甘い」ということばから、ふとルシャナのことを連想した。

「詰めが甘い……という言いかたをするのなら、たしかにヤツらは、詰めが甘い。ルシャナは今まで、俺を殺せたのに殺さなかったことが、何度もある」

　最初は二〇〇六年の満月の夜、静矢の故郷、香川県高松市仏ぶつ生しよう山ざんの平池のほとりで。次は二〇一二年の大だい破は壊かいの日。そして最近では、ウェポンシティで襲しゆう撃げきを受けたときと、地下鉄のマリアに出会ったとき。

　ルシャナは手を抜ぬいていたわけではない、静矢を甘く見ていたわけでもない。いずれのときも、彼女は静矢を攻撃するときは、本気で、殺すつもりで徹てつ底てい的てきに攻撃を仕し掛かけていた。けれど、静矢がうまく逃にげおおせたりすると、なぜかあっさり手を引いて、決して深追いはしてこないのだった。

　それはルシャナの性格だと思っていた。けれど、そこにも何か理由があるのかもしれない。ルシャナは幼いころ、「生きたいか」と静矢にたずねた。そのことばが、なぜか胸に引っかかっている。

「何度も……といえば、呉くれ羽は君。われわれが知りうるかぎり、一番最初に敵性少女が現れたのを目もく撃げきしたのは、君なのだよな」

　輪人の問いに、静矢はこくりとうなずく。

「満月の夜だった。ルシャナが月から落ちてきたんだ……仏生山の、平池へいけの中に。彼女は機き甲こう衣いを脱ぬいで、池のほとりの木の枝にかけて、なぜだか泳ぎはじめた。俺は小学二年生で、友達と肝きも試だめしをしているところだった。ルシャナのことを幽ゆう霊れいだと思って、証しよう拠こにするため、機甲衣を盗ぬすもうとして見つかったんだ」

「機甲衣を脱いで……泳いでっ？」

　難しい話がちんぷんかんぷんで、ずっとあくびをしながら話半分で聞いていた心ここ奈なが、なぜかそんなところでがっぷりと食いついてきた。

「お兄ちゃん、それ見たのっ？　ルシャナの……敵性少女なんかのっ！」

「何をいきなり怒おこってるんだ、心奈」

「ルシャナは心奈のパパもママも、お兄ちゃんのママも友達も、みんな殺したのよ！」

「ああ、そうだが。だから何なんだ？」

「だ、だから……っ！」

　心奈の頬ほおは真っ赤になり、しどろもどろになる。自分でも、どう言えばいいのかわからず、けれど思いっきり怒いかりをぶつけてしまった勢いで引っこみがつかなくなってしまい、顔からじっとりと脂あぶら汗あせを流している。

　それに気づいたのは、さすがボーイッシュといえども同じ女の子である笙子だった。とっちらかってしまって、軽くパニックを起こしかけている心奈の肩かたをポンと優しくたたき、フォローを入れてやる。

「だいじょうぶだよ、おチビさん。地下鉄のマリアのところであたしたちはルシャナを捕つかまえて、あいつの機甲衣を奪うばったんだけど、ぜーんぜん大したことなかったから」

「そ、そうなんですか？　しょ、笙子さんは……見たの？　ルシャナの、その……」

「裸はだか？」

「そっ、そんなストレートに言わないでください！」

　心奈は耳まで真っ赤にして、両手で顔を押おさえる。すさまじい戦せん闘とう能力を持つ機甲巨兵乗りだが、世が世ならば中学二年生の、思春期真っただ中の少女である。

（こんな可愛かわいい幼おさな馴な染じみに思われてるなんて、静矢は果報モンだねぇ。ちっとは、その気持ちに気づいてやりゃいいのに）

　思春期の少女特有の潔けつ癖ぺきさを、笙子はほほえましく感じた。

「ほんと、ぜんぜん大したことなかったよ。静矢だって輪人だって、ぜんぜん意識しなかったぐらい。ルシャナに比べりゃ、おチビさんは百万倍可愛いよ。あたしが保証する」

　笙子の頼たのもしいことばで、心奈はようやく気がゆるんだのか、静矢のほうに視線を向けて、ぺこりんと頭を下げた。

「ごっ、ごめんなさい、お兄ちゃん！　大事なお話の最中で、変なこと言って！」

「い、いや。なに謝ってるんだよ、謝らなくてもいいだろ」

　鈍どん感かんな静矢は、くるくる変わる心奈の表情や態度に振ふりまわされて、とまどっていた。

　ルシャナをコキ下ろしたおかげで心奈の気持ちは安定したものの……笙子には、そこまでルシャナを悪く言うのが申し訳なく感じられるというのも事実だった。

（ルシャナは、シュラとやらの居場所を聞くためとはいえ、あたしや心奈を、崩ほう壊かいするビゲートピアから結果的に助け出してくれたんだよなあ）

　ルシャナたち敵性少女のために多くの人間が死んだのは事実だ。しかし彼女がいなければ、笙子は崩壊するビゲートピアの建物の下した敷じきになって死んでいただろう……それもまた、まぎれもなく事実である。

「あのー……とりあえず機甲巨兵もきたことだし、移動しませんか」

　笙子の歌による引きのばしも、限界が近そうだ。待ちくたびれた学徒兵たちの忍にん耐たいの糸が、機甲巨兵の姿を見たことで安あん堵どして、一気に緩ゆるんでしまっている。彼らにとっては、敵性少女の正体がどうこうよりも、まずは安全な場所に身を隠かくすほうが重要なのだ。

　チャックが、静矢にささやいた。

「どうするよ、静矢。これ以上待たせられそうにねーぜ、元気なヤツ全員にダウジング棒持たせて地下鉄を探すか？」

「嫌いや味みを言うなよ。ダウジングはウソッパチなんだろ？」

　静矢が唇くちびるをゆがめる。ぱちくり、と輪人が目を見開いた。

「ダウジング？　呉羽君、君はそんなものを信じていたのかね！　何ともはや、銃じゆう撃げきの名手でクールなタフガイかと思っていたら、ずいぶんと可愛らしいところもあるのではないか！　あ、今言った『可愛らしいところ』というのは、具体的には『おつむ』ということなのだがね」

「委員長、おまえほんとに性格悪いな」

　しつこくバカにされて、静矢の頬がちょっと赤くなっている。輪人はコホンと咳せきをして、マッチの箱ほどの大きさの基き盤ばんをポケットから取りだした。

「性格は悪いが、頭はいいのだよ！　タラララッタラー♪　重力センサー！」

「ドラえも○ピーのファンファーレ？　委員長、勉強ばっかりしてそうな雰ふん囲い気きなのに、アニメとか見てたのか？」

「っていうかおまえ、それどこからガメてきた？」

　静矢とチャックが、別々の部分を指し摘てきする。輪人は、基盤をジープの運転席につけられたＧＰＳに差しこむ。

「落っこちてたヘリからいただいてきたのだよ。どうせ君らは、地下鉄の駅を探すのに良い方策など考えていまいと思ったのでね」

「ずいぶん失礼なご意見だが、委員長の言うとおりだ」

「その重力センサーとやらで、地下鉄の位置がわかるのかよ？」

「むろん！　中二レベル止まりの君のライトな脳ミソに理解させられる自信が無いので、細かい説明はスッ飛ばさせていただくが、地面の中に土より重い金属などが埋うまっている場合、ふだん地球の中心に向かっている重力が、その岩石のほうに吸いつけられる……重力は、質量が大きく距きよ離りが近いほど大きくなるからだ。地面の中に、土より軽い空間や水や石油などがある場合はこの逆というわけで、すなわちこの重力センサーがあれば地下の空間を感知できる、というわけなのだよ！」

　自信たっぷりに胸を張って、輪人は言った。チャックは感心して、目をまん丸くする。

「ひゃー、恐おそれ入ったぜ！　つまり、地下鉄の駅や線路が見つけられるってわけか！」

「……で、そこへ入る入り口はどうやって見つけるわけだ？」

　静矢が、低い声でたずねる。輪人の笑顔が、凍こおりついた。

　地下鉄があっても、そこへいたる入り口が崩ほう落らくしていたり、階段が崩くずれていたりして、たやすく移動できないことは、地下鉄のマリアと出会ったときに輪人も経験済みである。

「やれやれ……委員長は、頭はいいが敵性少女同様……詰つめが甘あまいんだよな」

　ため息まじりの静矢のことばが、輪人の胸にグサーッと突つきささった。チャックが、疲つかれの色いろ濃こい学徒兵たちのほうを何度も心配そうに振りかえりながら、静矢にたずねる。

「それで静矢、結局どうするつもりなんだよ？　待たせるだけ待って、身を寄せる当てがなくなりましただなんて言ったらこいつら、暴動を起こすぜ」

「そのへんは、説明すればわかってもらえるとしてもだ……健康面を考えて、これ以上長時間、待たせたらストレスで体調も心もおかしくなっちまうぜ。人間ってのは、建物の中にいないと不安なもんだ。服従訓練で何ヶ月も野営をさせられて平気だったのは、笙子ぐらいのものだからな」

「ひ弱なんだよなあ。さて……どうしたものかな」

　チャックが考えこんでいるとき、海のほうから、草笛を吹ふくような音が聞こえた。

「チュイー、チュイー」

　振りかえると、突とつ堤ていのそばにイルカがいた。笙子と心奈が、同時に目を輝かがやかせる。

「うはーっ、イルカだ！　はじめて見た！」

「人間が少なくなって自然が豊かになったのかしらっ？　さ、さわれるかなっ？」

　疲れ果はてた学徒兵たちも、急に活気づき、動ける者は突堤のほうに向かった。

　イルカは、頭がいいことで知られている大型のハンドウイルカだった。体全体が、灰色のゴムのような皮で覆おおわれ、アヒルのように平たい鼻先に愛あい嬌きようがある。

　チャックは、悔くやしそうに舌打ちをした。

「ケッ……何がイルカだ！　イルカよりチワワのほうが可愛かわいいし、頭だって犬のほうがいいんだぜ！　こんなに可愛い俺がいるってのに、心奈さんまで何だよ、クソックソッ！」

「ふふん、しょせん犬っコロとイルカ様では希少価値が違ちがうということだな」

　輪人はチャックをいびれるネタが見つかり、うれしそうだ。実際のところ、チワワと本気でケンカをしているあたり、輪人の人間としての尊厳はかなり希き薄はくになっているが。

「それにぶっちゃけぼくは、犬は嫌きらいだがイルカは大好きだ。イヌという言葉は、何やら隷れい属ぞく的な卑ひ屈くつさを感じさせるが、イルカには大いなる海洋を支配する知的生命体としての神秘さがある！」

「てめー、ケツ噛かむぞ！」

「おお、いかにも犬っコロらしい脅おどし文もん句くだな。たしか脳の重さの体重比では、人間についで重いのがイルカで、犬はたしかカラスより脳ミソが軽かったのではなかったかね？」

「もー許せんっ、噛んだる！　しっちゃかめっちゃかに噛んだるっ！」

　チャックは興奮して、泡あわを吹きながら吠ほえる。静矢が、今にも輪人に飛びかからんとするチャックを背後から捕つかまえ、抱だきあげた。

「やめとけよ、チャック。委員長を、本気で相手にするなんて」

「呉羽君っ、何気に一番失礼なことをのたまわないでくれたまえるかねっ！」

　輪人が静矢を指さしてわめく。そのとき、心奈がチャックのもとに走ってきた。

「チャックチャック！　おいでチャック！」

「へへっ、ほーら見てみな。息せき切って走ってくるほど、心奈さんはイルカなんかより俺のことが好きなんだぜ。はっきり言って、心奈さん以外のブスどもになんぞ、可愛がられてもウザいだけよ。美形できれいで可愛い心奈さんだけが、俺を好きだってのがまあ、理想的な状じよう況きようだよな」

　静矢に抱かれながら、チャックは輪人にむかい、イヒヒッと歯をむき出して意地悪そうに笑う。輪人が心奈にあこがれていたようだ……ということは、静矢に聞くまでもなく、恋こいするオスの野生のカンでわかる。静矢が、眉まゆをひそめてチャックをいさめた。

「こら、チャック。だから挑ちよう発はつするな、ってば」

「悪いねえ～。けど、恋こい敵がたきを徹てつ底てい的てきに排はい除じよするってのは、野生の本能さ。自分の遺伝子を残す、自分の遺伝子を残すために少しでも強い子供を作る。人間もいっしょだろ？」

「おまえと心奈で、どうやって子供を作るつもりだ」

「そんなＲ15指定の質問を真っ昼間からするなよ。俺は、これでも紳しん士しなんだぜ？　あとで、おしべとめしべの話をしてやるよ」

「いや……いい。たぶんおまえは、俺の質問の意味をわかってない」

　静矢はどっと疲れを感じて、ため息をつく。心奈は静矢のもとまでやってくると、チャックに手を伸のばした。抱いてくれるのかな……と、チャックが前足を伸ばしたが、心奈の手はチャックではなく、彼の首につけられた翻ほん訳やく装置に伸びる。

「ごめんねチャック、ちょっとワンコリンガル貸してくれる？　笙子さんが、ワンコリンガルの周波数モードを変えて、イルカモードにできるかもって……」

「ちょっ……ちょい待ちっ、心奈さん！　それってつまり、イルカの話を聞いてみたいってわけっすかー！」

　チャックは愕がく然ぜんとする。輪人は腹を抱かかえて笑う。

「ひゃはははーっ、やっぱりたかが犬っコロなんぞ、しゃべったところで犬は犬。イルカ以下でやんの！」

「てめー、その品の無いのがさては地だ……」

　ワン、と最後のせりふが吠え声に変わって、チャックはギョッと自分の顔を前足で押おさえる。

「ワンワンワンッ？　ワワワゥーン！」

　どんなに叫さけんでも、口をパクパクしても、チャックの口から聞こえるのは吠え声ばかり。心奈はチャックから外したワンコリンガルを、笙子に渡わたした。めそめそと落ちこんでいるチャックの背中を、良き友静矢がポンポンと叩たたく。

「女ってのはミーハーなもんさ。気にすんな、ガチならおまえのほうがイルカよりずっと可愛いから」

「クゥーン……」

　チャックは大きな目から涙なみだをぽろぽろこぼしつつ、静矢を見上げた。

　さて、その「ミーハーな」笙子は、ワンコリンガルのふたを開けて、中にある発はつ振しん器きの小さな調整ねじを爪つめの先でひねった。
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「イルカには六万ヘルツぐらいの音が一番よく聞こえる。対して犬笛は二万から三万ヘルツ。人間の耳には二万ヘルツの音までしか聞こえない……ってことは、どっちにしても超ちよう音おん波ぱなんだけど、イルカ用にするには犬用よりもっとヘルツ数を上げてやればいい、と。調律チユーニングはこんなもんでいいかな？」

「チューニング……って、人間の耳に聞こえない超音波をどうやってチューニングするの？」

　防ぼう波は堤ていの上にしゃがんで、イルカを見ながら心奈がたずねる。

「楽聖ベートーベンも、耳が聞こえなくなったあと、口にくわえた杖つえをピアノに当てることで振しん動どうを感じ、作曲を続けた。耳で聞こえなくても、指先で振動を感じるんだよ。たとえば音のいい楽器は、それを演奏している手に伝わってくる振動まで心地ここち良い。そういうものさ」

　笙子は得意げに説明しながら、防波堤から身を乗り出し、イルカの額にワンコリンガルを当てる。

「で、イルカの声は口から出てるんじゃあない。イルカは犬や人間のような声帯を持ってなくて、頭の上にある鼻の穴をふるわせて音を出し、その音をおでこにあるメロン体で増ぞう幅ふくさせる。ということで、ここにワンコリンガルを当ててみると、だ……」

「聞こえ　ます　か？」

　ひどく不自然で単調な、金属音がかった女の声がひびいた。防波堤にいた心奈たちは、どっと沸わく。

「イルカがしゃべった！」

「犬用の会話変へん換かんソフトを使ってるから、大昔の自動翻訳装置みたいになってるけど、まあ使えるやね。イルカちゃん、何か芸を見せてくれたら、みんな盛りあがるんだけどな」

　ニコニコしている笙子に、イルカは小さな目を厳しげに光らせて言った。

「聞こえた　ようですね　お嬢じようさん？　あなたの歌を　聞いて　その絶対音感なら　わたしの声も　聞けるかも　と　万に一つの可能性に　賭かけたら　成功でした　よかった」

　イルカのことばは、とぎれとぎれで抑よく揚ようがない。だが、彼女の話は意外なものだった。笙子は、イルカの額にワンコリンガルをくっつけたまま、目をぱちくりとする。

「ど、どういうことだい？　それはつまり……あんたは何か話があって来た、ってこと？」

「あなたがた　死にますよ　このあたりには野盗がウヨウヨしている　けれどわたしの願いを聞いてくれれば　安全な場所にご案内しましょう」

「安全な場所って、まさか龍りゆう宮ぐう城じよう？」

　笙子はからかったが、イルカはあくまでも淡たん々たんと語った。

「多た国こく籍せき軍ぐんの攻こう撃げきも　わたしたちなら防いであげられます　ことばがわかっても聞く耳がなければ　せっかくの情報もむだになる　イス取りゲームのイスはひとつ　別の人に交こう渉しようを持ちかけても　良いのですよ」

「ちょっと……このイルカ、あたしたちのこと脅おどしてる？」

　イルカの目は小さいけれどすごみがあり、可愛かわいくてお茶目で芸達者ないたずら者、というイメージで接していた笙子はのまれてしまう。航が笙子の横から、イルカに問いかけた。

「ちょっちょっと待ってください！　ただのイルカが多国籍軍とか言うわけない、きみはもしかして『アクアノーツ』っ？」

「アクアノーツって、何よそれは」

　笙子はキョトンとしている。イルカは航に、少し伏ふせるような視線を向けた。話が通じる人間が出てきたことで、ほほえんでいるようだった。

「そのとおり　アクアノーツをごぞんじなのですね　あなた」

「『大海戦』の手持ち部隊ユニツトの中にあったもの。要するに、イルカやアシカなど頭のいい海かい獣じゆうを、海の番犬にしたものだよね？」

　チャックが耳をピクッとさせ、ワンワンワンッと吠ほえ立てる。輪人が腕うで組ぐみをして、ニヤッと笑った。

「ふふん、言葉が無くてもおまえが何をわめいているのか、だいたいわかるぞ、犬っコロ？『番犬だとっ、イルカのくせにどこまで犬のお株を奪うばったら気がすむんだっ！』と、言いたいわけだな？」

「ワウッ！　ワウッ！」

「ふん、そして次におまえはこう言っているのだろう。『てめーこのメガネザル、その鼻っ柱噛かみちぎって、ケツたぶ思いっきりカジりくさってや』アーッ！」

　輪人の尻しりにチャックが思いっきり噛みつき、輪人は痛みで走りまわった。静矢は呆あきれて、そのようすを眺ながめている。

「委員長……わかってるんなら、言わなきゃいいのに……」

「可愛いイルカを戦争に使うなんて、かわいそうじゃない！　よく、そんなひどい作戦を立てられるわね！」

　心奈が頬ほおをふくらませて航に抗こう議ぎする。航は困って、心奈を押おしとどめた。

「ぼ、ぼくがやったわけじゃないです、もともと米軍が海から侵しん入にゆうしてくるスパイやテロリストを殺すために、毒針発射装置をつけて人を襲おそうように訓練した軍用イルカを作ったんですよ」

「そう　その少年の言うとおり　わたしは　二〇〇五年に　ハリケーンカトリーナによる暴風雨で　仲間たちと　訓練施し設せつから　逃にげだしました　名はアクアマリン　よろしく」

「可愛いイルカにしちゃあ、ずいぶんとハードボイルドな自己紹しよう介かいだこと」

「笙子さんとやら　わたしには　日本人を守る義理はない　けれど　自分たちを守る権利はある　文明が破は壊かいされて　石器時代も同然となった日本は　自然破壊も　海洋汚お染せんもない　わたしたちにとって　安住の地　空母が近づけないのは　多国籍軍のあいだで力のバランスがあるから　だけではない　わたしたちが　機き雷らいを撒まいているから　です　わたしに協力すれば　あなたたちにも　わたしたちの安全な隠かくれ家の　使用を許します」

「可愛いイルカにしちゃ……ずいぶんと刺し激げき的てきなことをいっぱい言ったね」

　笙子は、ゴクリと息をのむ。静矢が、アクアマリンにたずねた。

「安全な隠れ家ってのは、どういうものなんだ？」

「展望用の海中トンネル　観光用に作られましたが　オープン前に敵性少女の攻撃に遭あい　入り口はわたしたちしか　知りません　太陽光発電で海水を電気分解する　酸素発生装置があり　わたしたちが　浮ふ上じようすることなく　身を隠しつづけるために　重要な施設　その場所を教えると　言うのです」

「魅み力りよく的てきな話だね。海の中なら安全だ……イルカも守ってくれると言ってるし」

　笙子は乗り気だ。静矢も、うなずいた。

「そこまでもったいぶって重要な施設だって言うってことは、交こう換かん条件が、かなりシビアだってことなのかと思うんだが」

「そのとおり　あなた　この人たちの　リーダーですか　話が早い　リーダーは　決断力が大切　ぐずぐずと悩なやんでいては　仲間が全ぜん滅めつします　わたしも　リーダーとして　仲間を日本まで率いてきた　自負があります」

「で……交換条件は？」

「わたしの息子　名はマリンジェット　彼を　取りもどしてほしい」

「息子？　ってことは、イルカ？」

「彼は連れ去られた　大量の海水とともに」

　アクアマリンは声を震ふるわせる。気き丈じように涙なみだをこらえているようだ。静矢は眉まゆをひそめた。

「何を言ってるのか、よくわからないんだが……？」

「あの時われわれは　海洋汚染から逃のがれ　瀬せ戸と内ない海かいにいた　大だい破は壊かいの数日後　一人の敵性少女が　大量の海水を吸いあげ　陸へ飛ばした　マリンジェットは　岩がん礁しように逃げこみそこね　水とともに　どこかへ行った　われわれはその後　東とう京きよう湾わんまで逃げてきた」

「陸へ飛ばしたということは、息子さんは、すでに干からびて死んでいると考えるのが妥だ当とうではありませんかね？」

　輪人が、尻に噛みついているチャックを引きはがそうとしながら、口をはさんだ。アクアマリンは、首を横に振ふる。

「いいえ　息子は生きています　必ず」

「根こん拠きよは？」

「わたしがまだ　息子の死体を見ていないからです　わたしが息子の死を確かめるまでは
息子は生きています　そう信じます」

「やれやれ。イルカは犬っコロよりかは頭がいいかと思っていたのだが、どっこいどっこいということかね」

「わたしが母だからです　母ならばみんな同じです」

　アクアマリンの目から涙がこぼれる。いや、水中で暮らすイルカの涙るい腺せんは退化しているはずなので、涙を流すはずはない。海水でぬれた目が、何かの加減でそう見えただけだ。

　けれど、静矢にはそれが涙に見えた。涙に見えたのならば、彼にとってそれは涙だった。

（母さん……）

　大破壊の日の朝のことを、静矢は今も忘れられない。女手ひとつで働いて育ててくれた母に、優しいことばも感謝のことばもかけられないまま、永遠の別れを迎むかえてしまった。もし立場が逆ならば……崩くずれた建物の下した敷じきになって死んだのがもし静矢だったなら、母はきっとアクアマリンと同じことを言っただろうと、静矢は確信した。アクアマリンのことばが、母の声に変わって頭の中で反はん響きようした。

「いいかい、イルカさん。われわれにはそういうお使いクエストをしている余よ裕ゆうは無いのだよ！」

　輪人がアクアマリンを指さして、説教っぽく語る。だが静矢は、輪人の肩かたをつかんで、止めた。

「いや……委員長、彼女の申し出に乗ろう。マリンジェットを捜しに行く、かわりに彼女らの保護を受ける。ケガ人も多いし、パソコンが無きゃ戦えないって人間も多い以上、それが一番安全だろう」

「な、何だってーっ？　君は、ビゲートピアが崩ほう壊かいし、量産型機き甲こう巨兵はなぜかビゲートピアの生き残りであるぼくらを襲い、多た国こく籍せき軍ぐんが日本を取り囲んでいるという、この一いつ触しよく即そく発はつの事態に、迷子捜しに行くと言うのかっ！　イルカが番犬がわりの海中展望台に、それほどの値打ちがあるのかね！　多国籍軍が進出してくれば、一発で蹴け散ちらされるぞ！」

　輪人が目を白黒させて、静矢に言った。だが静矢は、冷静な表情でうなずく。

「多国籍軍が進出してくれば、日本のどこにいようと、遅おそかれ早はやかれ蹴散らされる。さっきも、そんな話を誰かにしたような気がするが」

「それでも、逃にげれば、敵の攻こう撃げきから少しでも長いあいだ生き延びることができるのではないのかね？」

「ケガ人や女子供を見捨てて、運命から逃げて、自分だけほんの少し長く生き延びたところで、最後には運命に追いつかれちまうんだ。それよりは、自分達が生きるために、腹をすえて運命に立ちむかい、前線で戦うことを決めたイルカたちのほうがずっと、生きのびる可能性が高いだろう。戦って勝たないかぎり、いつかは負けるんだ。そうだろ？」

　静矢のことばに、輪人はばつが悪そうな顔をし、そのお尻しりにかみついているチャックは誇ほこらしげに尻尾しつぽをプルプルと振った。心奈が、目を輝かがやかせて静矢を見あげる。

「じゃあ子イルカを助けてあげるんだ、さすがお兄ちゃん！　心奈も協力するよ！」

「おまえが考えてるような、メルヘンな展開ではないと思うがな。それに、おまえはここで皆みなを守るんだ。敵性少女や多国籍軍や量産型機甲巨兵、どれと戦うにもＫＯＫＯＴＡＮの力が必要だ」

　静矢にビシッとダメ出しをされて、心奈はしょぼんとする。

「お兄ちゃんについて行きたいけど……だめだよね。お兄ちゃんの言うことは、聞かなくちゃだよね」

「いい子だ、心奈」

　静矢は、心奈の頭をなでてやる。幼いころからときどき、静矢はそうして頭をなでてくれる。子供扱あつかいされているようで、少しムッとするときもあるのだけど、でも基本的には心奈は静矢になでられるのが嫌きらいではない。それはとても暖かくて気持ちよくて、誇らしかった。

「近場なら、俺一人で捜しに行くんだが……マリンジェットがいなくなったのは瀬戸内海と言ってたな、アクアマリン？」

「ええ　あれは確か　高松港……」

「高松っ？」

　静矢は目をまん丸にする。遠い故郷……母を思いださせたアクアマリンの頼たのみを聞いて、その息子を捜しに向かうのが、自分が生まれ育ち母を失った彼かの地とは、運命のいたずらだろうか。ごくり、と静矢は息をのむ。笙子が、呆あきれて言った。

「高松とはまた、ずいぶんと遠いねえ」

「ＫＯＫＯＴＡＮなら、ひとっとびだよ」

　心奈はちょっと食い下がるような気持ちで言うが、静矢は首を横に振ふる。

「いや。委員長に車を出してもらおう」

「おっとびっくり。冗じよう談だんじゃない！」

　輪人は、静矢に猛もう反はん発ぱつする。

「ぼくはシティボーイなのだ、東京生まれの東京育ちで、大だい破は壊かいの後にも先にも、一歩たりとて他府県に出たことなどないのだ！　そのぼくが、田舎道を走って高松くんだりになんぞ行けるかね！　生なま臭ぐさいイルカの巣で、イルカどもを番犬がわりにのんびりしているほうが百万倍ましだ！」

「だが、車を運転できるのは、おまえしかいないだろう」

「徒歩で行きたまえ！　どうせ子イルカは死んでいるんだし、きみが帰ってくるまでは保険になるから、イルカどももぼくらを追いだすことはできまい！」

「そうか……なるほど。委員長の言うとおりだな、俺一人で徒歩で行くよ」

　静矢は、意外なほどあっさりと引きさがった。輪人は肩すかしをくらい、笙子は心配して眉まゆをひそめる。

「ちょっと静矢、徒歩でなんて無茶だよ！　敵は敵性少女や多国籍軍ばっかじゃないんだよ、同じ日本人同士だって野盗がウヨウヨしてる、町同士が食料を奪うばいあって戦争したりもしてる。旅のあいだ何度も襲おそわれたって、あんた言ってたじゃん！」

「あっ。それで輪人さんは車を出さないんだ。怖こわいから」

　心奈がポンと手をたたいて言った。プライドの高い輪人は、そのことばにちょっとだけ、カチンときた。

「あのだね、南みなみ野のさん。この轟ごう田だ輪人に怖いものなど、ありはしないのだよ！　あえてぼくが怖いものを言うならば、それはハンドルを握にぎっているときの自分自身かね！」

「いいんだ委員長、無理しなくても」

　静矢は、なぜだか優しげなスマイルをうかべて、輪人の肩かたをポンポンとたたく。

「俺が頼んだのがいけなかったんだ。車で行くなんて、考えてみりゃ無理だよな。道路は崩くずれて寸断されているし、状態もすごく悪い。ヘボい運転テクでは、タイヤを全部パンクさせるか、ガケから転がり落ちて終わりだ」

「ちょっと待ちたまえ、呉羽君。きみ、さりげなく遠まわしにぼくのことを『ヘボい運転テク』と揶や揄ゆしたね？」

　輪人は、怒いかりをおさえてブルブルと震ふるえる指でメガネの位置を直しながら、ぴくぴくっ、と片方の眉毛をけいれんさせる。

「この天才ドライバーのぼくに向かって、失礼千万ではないか！　君はどうやらまだぼくの運転技術をよくわかっていないらしいな！　では見せよう、ならば見せてくれよう！　このぼくのすばらしい運転テクを！」

「しめしめ」

　静矢は、ごくごく小さい声でそう言って、ほくそ笑んだ。




　こうして……輪人はジープを駆かり、静矢を乗せて西へ向かった。

　心奈はＫＯＫＯＴＡＮで仲間を守らねばならなかったし、チャックは心奈を守らねばならないと言い張った。荒こう野やをともに戦った静矢との友情も大切だが、心奈は一人にしておけない、俺がそばにいなければ……と、残念そうに静矢を見送った。

　笙子も残った。静矢と輪人がいなくなった状態では、彼女しかリーダーシップを取れる人間がいなかった。無論、ビゲートピアで彼女よりＩＱやランクが高かった人間もたくさんいる。けれど誰ひとりとして「自分で考える」ことはできなかった。そしてリーダーにとって必要なのは、誰にも頼たよらずに自分の頭で考え、そして仲間を守り抜ぬく精神力の強さと責任感である。

（密度の高い水中では、音は空気中の四倍以上の高速で伝わる……。イルカたちが警けい戒かいしていないということは、多た国こく籍せき軍ぐんの艦かん隊たいに動きはないということだ）

　笙子は、身を寄せている海中展望台の分厚いアクリルガラスの窓から、青く静かな海を眺ながめていた。イルカたちが、ゆったりと泳ぎながら哨しよう戒かいしている。

　展望台には、イルカたちがためこんでいた薬品類も豊富にあったので、学徒兵たちはケガの治ち療りようをすることができた。イルカは器用なその口で、ボトルキャップをひねって取ったり、筆に薬やく剤ざいをつけて傷に塗ぬることすらできるようだ。

（とりあえずは、一段落……だね。あとは静矢が無事に帰ってきてくれれば……）

　笙子はあまりに平和なので、大きなあくびをして、うとうとしはじめた。




　荒野を走るジープは、砂ぼこりを蹴け立たてている。

　その後ろから、四輪駆く動どう車しやが追いかけてきていた。

「ヒャハハハハーッ！　ブッ殺してやるぜ！」

　チュンッ、と小さな音がハンドルを握っている輪人の耳元で聞こえた。メガネのつるを、何かがかすかにこすった。バックミラーを見ると、ニット帽ぼうやビーニー帽、キャップなどをかぶり、ダボダボジャンパーにカーゴパンツやハーフパンツ、腕うでや足にはタトゥーを入れたラッパー風の少年たちが銃じゆうで武装し、こちらを狙ねらっている。中でもハンドルを握っている、一番年上らしい少年は、やっと生えはじめたばかりのうすいひげをあごにたくわえ、ふてぶてしい表情で笑っている。

「待ちやがれ、ここで会ったが百年目だぜ！　この翔しよう様から二度逃にげられると思うなよ！」

　翔と名乗った少年は、片手でハンドルを切りながら、もう片手で銃身をつめた散さん弾だん銃じゆうを撃うってくる。命中率は著しく悪いが、万一当たればただではすむまい。輪人は、声を上ずらせた。

「くっ……呉羽君っ！　彼らはいったい何者だねっ、説明したまえ！」

「ただの野盗さ」

「野盗だとっ？　だが、車と銃を持っているのならば、目的は燃料や銃ではなかろう？　それでは、ぼくらが狙われる理由は無いのではないかね？　ぼくが愛らしいレディにでも見えるかね？　いや、見えても無理はないが」

「どこかで見た顔だな……。そうか、荒野で用心棒をしてるとき、そう言えばあいつらと遭そう遇ぐうしたことがある」

　静矢は全く動じず、淡たん々たんと後ろを振ふりかえってつぶやいた。輪人の唇くちびるが、ピクッと吊つりあがる。

「……お知り合いかね？　そういえば、二度逃げるのどうのと、あのリーダー格らしきヒゲチョビンがのたまっていたようだが？」

「いや、再会して追いかけてこられるほど深い知り合いというわけじゃあないが」

「何をした？」

「ボコボコに」

「思いっきり私し怨えんではないかっ！　ヤツらは、復ふく讐しゆうしにきているのだよっ！」

　輪人は顔を真っ赤にして怒おこるが、静矢は淡々とした表情を変えもしない。

「ふつうは水に流すだろう」

「さしずめ水に流せないぐらいボコボコにしたのだろうっ、君とあの犬っコロとで！　呉羽君、責任を取りたまえ！」

「あいつらに謝れってことか？」

「すでに謝って済む段階ではないと思うがね。タイヤでも撃って足止めしたまえ、君の銃ウルフファングで！　銃の腕は、ダテではないのだろう？」

　荒あれた道を疾しつ走そうするジープの車しや軸じくが、きしんだ悲鳴を上げる。静矢は手の中の拳銃、ウルフファングに少し視線を落して、即そく答とうした。

「弾だん丸がんを温存しておきたい。委員長が何とかしてくれ、任せる」

「他力本願かっ、君というヤツは！」

　輪人はヒステリックに怒ど鳴なって、ギアをトップに入れ、アクセルを踏ふみこんだ。

　ジープが、荒こう野やをすっ飛ぶ。翔は、ゲタゲタと笑った。

「ヘッ、スピードを上げれば銃の狙いが定められねーってか？　逃げられるかよボケが！　その先はタワーマンションがぶっ倒たおれて行き止まりだぜ、見えてねえのかよ！」

　輪人の目の前に、倒れたマンションが横たわる。静矢は、冷静な表情を崩くずさない。ハンドルを握にぎる輪人の手から、じっとりと脂あぶら汗あせがにじみ出す。

「ふ……ふふふ」

　緊きん張ちようが臨界点に達した輪人は、低い声で笑いだした。静矢が、少し彼に視線を向ける。

「何か面白いことでもあったのか、委員長？」

「ふふふ……面白いっ！　面白いとも、このドグサレのヒゲチョビン野や郎ろうがぁー！　このぼくに車の運転で勝負を挑いどむという、その思いあがった鼻っ柱を複雑骨折させてやれるであろうというのはなぁー！」

「あ。性格が変わってる」

　輪人は大笑いしながら、目を血走らせ、マンションの残ざん骸がいである瓦が礫れきの山に向かった。追ってくる少年たちが、さすがに心配になってきて、翔にささやく。

「お……おい、少し減速したほうがいいんじゃないか？　このままじゃ、俺たちもぶつかるぜ？」

「バカ言え、あいつらが減速してないかぎりだいじょうぶだってこった！　あいつらの作戦は、こっちが減速して次に加速するまでの間に、一気に車間距きよ離りを離はなして逃げ切ることだっ！　その手は食わねー！」

　強気に言っている翔も、緊張してハンドルを握る手が震ふるえている。輪人は、目の前にある小さな石をわざと踏んだ。ぐいん、とジープの前部がせり上がる。静矢はこの行動を予想していたのか、すでに座席の背もたれにしがみつき、落ちないようにそなえていた。

「うっ……ウイリーしたっ？　あいつ、スタントマンかよっ？」

　少年たちはざわつく。ジープはそのまま、瓦礫の山に乗りあげる。翔は、ぶつかる手前で、慌あわてて急ブレーキをかけた。少年たちが叫さけぶ。

「ちくしょうっ、逃げられるぞ！」

「だいじょうぶだ、このへんの地理なら俺たちのほうが詳くわしい。回り道して追いかければいい、こっちには車があるんだぜ！」

　翔が虚きよ勢せいを張って振りかえる……が、他の少年たちの顔が青い。

「ん？　どうしたんだよ、おまえら」

「しょっ……に……逃げ、逃げっ……！」

　少年たちはガタガタ震えていたが、たまらず四輪駆く動どう車しやから転がり出る。

「おいっ、おまえら！　何逃にげてんだ、あの野郎の犬に噛かみまくられた恨うらみを晴らすんじゃねーのかよ！　しつけの悪い飼い主には、おしおきだぜって……」

　翔は、いぶかしげに眉まゆをひそめて、前を向いた。その瞬しゆん間かん、彼の視界が翳かげった。瓦礫の山の上にトップスピードで駆かけあがった輪人のジープが、その勢いで垂直に飛びあがり、ループコースターのように回転しながら飛んできたのだ。

「わっ……わーわーわーっ！」

　翔も、たまらず逃げだす。車から出た直後、一回転したジープが四輪駆動車の上に着地する。親亀がめの上に子亀が乗った状態で、四輪駆動車はぺしゃんこにつぶれた。腰こしを抜ぬかしてへたりこんでいる運転手の少年に、輪人は得意げな視線を向け、唇くちびるをニヤリとゆがめた。

「どうやら……そっちには車が無くなったようだね？　格の違ちがいというものを、思い知りたまうがいいっ！　ウヒャーッハハハハハ！」

　高らかに笑って、輪人はジープのアクセルを踏んだ。回転するタイヤが、つぶれた四輪駆動車の屋根をさらに押おしつぶす。

「うわあああ！　俺の車！」

　翔の悲鳴を尻しり目めに、ジープは颯さつ爽そうと走りだした。逃げた少年たちが、情けない顔でよろよろと、壊こわれた車のほうに戻もどってくる。

「ひ、ひでえ……エグいマネしやがる」

「あの野郎……犬とかメガネとか、タチの悪いヤツとばっかツルみやがって！　ちくしょうっ、今度会ったときこそぶっ殺してやる！　今度という今度こそは必ずだ！」

　絶望している翔と少年たちを静矢は振ふりかえって、ため息をつく。

「……任せるとは言ったが、委員長。ちょっとやりすぎじゃないか？　帰りも、この道を通らなくちゃいけないんだぞ？」

「フッ、だからこそだよ！　完かん膚ぷ無きまでに叩たたいておいてやれば、二度と手出ししようなどとは思わないものさ。道の掃そう除じをしながら行けば、帰り道はスムーズに行くというものだよ！　フハハハハー！」

「やれやれ」

　絶好調の輪人を横目に、静矢は肩かたをすくめた。




　こうして……「掃除」を続けながら走ること、十五時間。

　途と中ちゆうで、静矢が用心棒をしていたころに見つけた「油田」……すなわち、昔のガソリンスタンドの廃はい墟きよに立ち寄って、給油しながら進んだ。こぼれ落ちるような月を見ながら、輪人が、

「明日は満月だな、呉羽君」

　と、何気なく静矢に話しかけたが……静矢は、眠ねむりこんでいた。輪人は肩をすくめる。

「やれやれ……運転席の人間が眠くならないよう、助手席の人間はおしゃべりにつきあうというのが、他人に運転してもらうときの礼れい儀ぎだぞ？　もっとも、ハンドルを握にぎっている間は、ぼくのテンションはアゲアゲモードなので、眠くならないからかまわないがね」

　輪人はひたすら運転をつづける。深夜をかなり過ぎ、朝が近くなったころ、二人は岡山県に到とう着ちやくした。

　本州と四国は、三本の橋でつながっている。東から、神戸から淡あわ路じ島しまを通って徳島へいたる神戸淡あわ路じ鳴門自動車道、岡山県と香川県を結ぶ瀬せ戸と大橋、島々を縫ぬいながら広島県と愛媛県を結ぶしまなみ街道である。

　敵性少女の攻こう撃げきで、これらの橋はほぼ破は壊かいされていた。しかし瀬戸大橋だけは二層構造をなしているため、上層の自動車道路は破壊されていたものの、下層の鉄道線路はかろうじて完全崩ほう落らくを免まぬがれていた。

　かつて、静矢はこの道を通って本州へ渡わたった。人や物資はどうしても、人口の多い東海道を多く行き来する。したがって、用心棒の仕事も東海道が中心となり、ふたたび故郷へ戻ることはないと思っていた。

　運転を変わって、輪人は後部座席で眠りこんでいた。静矢は、ヘッドライトに照らされた線路を見る。上層の自動車道路が崩くずれ落ちてきて、道は障害物だらけである。しかし線路が四本も作られるほど橋が広いので、この迷路の抜け方さえ間ま違ちがえなければ無事に通過することができる。

（最初の障害物を右……そして右右、左、だったっけな）

　静矢はハンドルを切りながら、ゆっくり慎しん重ちように走っていく。あちこち橋が崩れていたり、袋ふくろ小路こうじになっているところなどもあるので、注意が必要だ。

　のろのろしたペースで全長九キロにおよぶ瀬戸大橋を一時間かけて渡ったのち、静矢は進路を東にとり、海沿いの道を、およそ三十キロ離はなれた高松市目指して走っていく。

　朝が近づき、空が紫むらさき色いろに染まりはじめた。冷たい海風。さわやかに湿しめった早朝の空気。何もかもが懐なつかしい。

（ああ……瀬せ戸と内うちの山だな）

　南方にゆるゆると続く山並みを見ながら、静矢は思った。鋭するどく尖とがっている関東の山とは、ようすが違う。ふるさとの山は懐かしかった。高松市までやってくれば、そこから進路を南に取ると、仏生山である。

　そのころには、朝日も昇のぼりかけていた。輪人が、朝の寒さにぶるっと震ふるえて目を覚ます。

「おや……この車は、どちらに向かっているのかね？」

「もうここは高松だぜ、委員長。いちおう、あの港のほうにあるひときわでっかい瓦が礫れきの山が、高松シンボルタワーの瓦礫。防ぼう波は堤ていの先っちょにある赤い瓦礫の山が、赤灯台せとしるべの瓦礫」

「瓦礫ばかりかね」

　輪人は呆あきれて、唇くちびるをゆがめる。東京から出たことがないという輪人のために、静矢は親切に指さして観光案内をしようとしているのだが、あらためて、何もかも破壊されているということを再認識するだけの結果となった。

「それにしても……地方都市だというのに、これほど壊されるとは。ビゲートピアでは、高松はグラウンド・ゼロと呼ばれていたのだよ」

「グラウンド・ゼロ……爆ばく心しん地ちのことか？　何の爆心地なんだ？」

「恐おそらく、時系列の順で、敵性少女が一番最初に現れた場所ということらしい。日本を叩くのならばまず首都を叩けばいいものを、なぜこんな地方都市から攻撃したのだ？」

「高松に、何か特別な愛着でもあったんじゃないか」

「しかし彼女らは、現在は主に関東を中心にして出しゆつ没ぼつしているぞ？　地方の人間をほぼ殺し終えて、もう攻撃する必要がなくなったというだけのことかもしれんが……」

　つぶやいた輪人の視界に、妙みようなものが飛びこんだ。

　南へ向かう彼らの正面に、竜たつ巻まきが見える。すさまじい勢いで水を吸いあげている……輪人は、思わずメガネをかけなおした。

「何か……おかしくないかね、あの竜巻は？　竜巻というのは、真ん中が細くて、上と下は広い、つづみのような形のものではないか？」

「ああ、俺もテレビでしか見たことがないけど……あの竜巻は異常だ」

　静矢が言ったとおり、それは異常な竜巻だった。空中の一点に向かって、細く吸いあげられている姿は、まるで湖面から水のドリルが屹きつ立りつしているように見える。

　激しく回転する竜巻から、風に乗って霧きりのようにしぶきがただよってくる。静矢は、唇をなめた。塩しお辛からい。

「海水だ！　内陸に海水？」

「おお、ではあのイルカが言っていた、海水が内陸に飛ばされたというのは本当だったのではないかね！　あそこに行けば、子イルカの手がかりがあるやもしれない」

　輪人は目を輝かがやかせ、アクセルを勢いよく踏ふみこんだ。

　静矢は、廃はい墟きよと化しているとはいえ見慣れた故郷の風景を眺ながめながら、複雑な気持ちになる。

（あの竜巻のあたりは、仏生山だ……。母さんのことを思いだして辛つらくなるから、二度と戻もどるまいと思っていた俺の故郷……どうやら、行かなくてはならなさそうだな）

　胸むな騒さわぎがした。そしてそれは、まもなく現実のものとなる。




　懐かしい故郷……静矢が生まれ育った地……思い出の詰つまった町。仏生山は、そこにはなかった。ただ、巨きよ大だいな円形の湖が広がっているばかりだった。

「な……何だこりゃあ？」

　静矢はあわてふためいて、輪人が停めたジープから降りる。湖のまわりには、果てしなく墓標がつづき、湖の中央からは竜巻が立ちあがっている。あまりにも異様な光景だった。

「廃墟になってるのは覚かく悟ごしてたが、さすがに、自分の故郷が水の底ってのはキツいな」

　静矢は水辺にひざをつき、絶望して額を押おさえる。

　輪人は運転席に座ったまま、運転席に設置した重力センサーの値に目を見張っている。

「そんなおセンチになっている場合ではないぞ、呉羽君！　重力センサーが異常だ！　この一帯の重力がいちじるしく弱い、竜巻と何か関係があるのではないか？」

「重力が弱い？」

　ふと……静矢の脳裏を、古い記き憶おくがかすかによぎった。

　幼いころ、いつも遊んでいた仏生山公園。イワザラコザラと呼ばれる、人柱になった乙女おとめの像が池のほとりに立っていて、小学生のころ、そこへ肝きも試だめしに行った。その肝試しのとき、静矢の目の前にルシャナが「満月から落ちてきた」わけだが……。

　子供のころというのは、オカルト的なものに興味を示すものである。肝試しのような「心しん霊れい的てき」なものだけではない。「ＳＦ的」なものもあった。幽ゆう霊れいと宇宙人は、子供たちの話の中ではいつもセットで存在していた。

「高松クレーター……！」

　静矢は、大きく目を見開いた。輪人がたずねる。

「今、何かおっしゃったかね？」

「いや、そう言えば昔、理科の授業で……仏生山の町は、高松クレーターっていう巨大な隕いん石せきクレーターが埋うまってる上に建ってるって聞いたことがある。何億年も前に落ちてきた隕石が、作ったものらしい……平池へいけが、その中心にあたるんだ」

「隕石クレーター？」

　輪人は、湖に目を向けてポンと手を打った。

「それでか！　この真ん丸い不自然な形の湖は、クレーター湖そのものだよ！」

「土の底のクレーターがあることが、どうしてわかるんだって先生に質問したんだよ。そうしたら、難しい理り屈くつになるけど、重力異常っていうやつでわかるんだって……その重力異常ってのが、重力が弱いのと何か関係あるのかな？」

「関係あるとも、呉羽君。重力の強さは質量に比例する。すなわち、ふだんわれわれが感じている重力というのは、地球の中心に向かって引っぱられる引力のことだ。しかし、地中に他の場所よりも重い岩石が埋まっていたら、そちらにも引っぱられる……つまり、その周辺だけ重力の方向が少し変わってしまうわけだ。これを利用すれば、重い金属の鉱脈が探せるのだよ。その反対に、クレーターや地中の油田などは、空気や石油など『他の場所よりも軽い』ものが入っている……というわけだ。すると、そこだけ重力が弱くなり、周囲に引っぱられるような形になる……」

　輪人は地面に、地球を模した円をひとつ描かき、その外側を、一回り大きな円で囲む。そして、地底に重い金属をあらわす黒い丸を描き、外周の円をそこだけ膨ふくらませる。また別の場所にはクレーターを作り、外周の円をそこだけへこませる。

「重力の強さが同じ場所をつないでいくと、こうなるわけだ。空気の比重がほぼ〇、水の比重が一、岩石の比重が三・五、鉄の比重がおよそ八……というわけで、たとえば深い海かい溝こうではこの重力の線がへこむし、ヒマラヤのように巨大な山のかたまりでは重力の線がふくらむ。高松クレーターの場合も、クレーターの上に軽い土砂が堆たい積せきしていたため、重力異常が検知できたということだろう」

「いくらクレーターの上が重力が弱くたって、ゼロじゃないだろ？　水が勝手に飛びあがるなんてことは……」

　そのとき、静矢の視界を信じられないものがよぎった。

　竜たつ巻まきで渦うず巻まく水といっしょに……小さなハンドウイルカが、飛んでいったのだ。

「あいつだ！　マリンジェットだ！」

「ほう、これは豪ごう快かいなイルカショーだ。百メートルぐらい飛んでいるな」

「飛ばされてるんだよ」

「もちろんわかっているとも。だが、どうすることもできまい？」

　マリンジェットは二メートルほどの体長で、子供から大人に移行する途と中ちゆうといったところである。成体は体長二メートル半から四メートルほどになる。

　そのマリンジェットは、竜巻に巻かれながらぐるぐると高度を上げてゆき、数十メートルのところで、突とつ如じよ止まった。

「え？」

　静矢は、思わず目をこすった。文字どおり「止まって」しまったのだ。まるで空間にピンで貼はりつけられたかのように。尻しりびれをビチビチと動かして、マリンジェットはもがいている。激しく暴れているのに、上半身はまったく動いていない。なおも水が激しく渦巻いていて、顔がよく見えない……と目をこらして、静矢はもうひとつ、奇き妙みようなことに気づいた。顔が見えないのは、竜巻や水で邪じや魔まされているからではなく「顔が無い」のだ。

　竜巻にもまれているうちに頭が取れてしまった、というわけではない。なぜなら、体は元気に暴れている。まるで「排はい水すい口こうに詰つまった金魚」のようだ。

「詰まってる……のか？　どう見ても？」

　もう一度静矢が目をこすったとき、マリンジェットがひときわ大きく尻びれを振ふった。その勢いで、マリンジェットは、するりっ、と穴を通った。見えない穴を通って、どこかへ消えてしまったのだ。

　マリンジェットが消えた場所に、なおも水が渦巻きながら流れこんでいった。静矢と輪人はお互たがいに息をのみ、顔を見あわせた。

「見たか、委員長？」

「見たとも。あの巨きよ大だいなイルカが消えた……というか、その前に詰まっていたようだが」

「マリンジェットが生きてたなら、母親のところへ帰してやらないと」

「それは無理というものだよ、呉羽君。あのイルカは、どこかへ行ってしまったのだ。恐おそらく、今イルカが詰まっていたあそこは、重力の特異点なのだよ」

　輪人は、水が吸いこまれていく空中の一点を指さした。

「いいかね、重い重力は時空をゆがめるのだ。たとえば、光がブラックホールのそばを通ると、ブラックホールの重い重力によって時空がゆがめられているため、その中を進む光が曲がってしまう……これを、重力レンズというのだよ。重い重力が、凸とつレンズのような効果を生むわけだ」

　静矢は、目をぱちくりとしている。しばらく考えて、ギブアップした。

「委員長。俺を高校一年生だと思うな、学校は中学二年生までしか行ってないんだから。時空って……何のＳＦの話だ？」

「時空とは、時間と空間のことだよ。われわれが今生きているこの世界は、時間と空間の連続体なのだ。空間と時間は切り離はなすことができない、一体のものだ。小学校でも、距きよ離り＝速さ×時間、ぐらい習ったのではないかね？　つまり、切り離せないとは、そういうことだよ」

「いや、そういうことだよとか言われても、さっぱり……」

　静矢の目が泳いでいる。輪人は、少々イライラした表情を見せる。

「だーかーらー！　距離すなわち『空間』を移動するにはかならず『時間がかかる』……空間の方向性が三次元で、この空間が進んでいく時間の方向性が過去から未来へ向かう直線的な一次元。これを合わせれば『四次元の時空連続体』ということになる。いやいや、眠ねむるにはまだ早いぞ、呉羽君！」

　目が半分になりかけている静矢の両りよう肩かたを、輪人はぐいっとつかんでゆさゆさとゆする。静矢は、額を押おさえながら弱々しい声で答えた。

「目の前に、お花畑が見えた……」

「つまり、この連続体を定規ではかると距離すなわち『空間』に見えるし、時計ではかると『時間』に見えるというわけだ。空間と時間が切り離せないということは、重力で空間がゆがめば時間もゆがむ。重い重力すなわち、加速度により、空間は縮み、時間の流れは遅おそくなる。これがすなわち、時空のゆがみというわけなのだよ」

「とりあえず、それとイルカとどう関係があるのか、三行で説明してくれ」

　輪人が説明すればするほど、静矢はついていけなくなる。輪人はため息まじりに、人差し指でメガネのつるを押しあげた。

「クレーターの軽い重力のせいで、重力レンズの逆の重力凹おうレンズとでも呼ぶべきものができ、その凹レンズの焦しよう点てんにあたる場所……すなわち、高松クレーターの中心の平池へいけの上空に、時空の特異点が発生してるのではあるまいか。宇宙にはスターゲートというものがあるらしい。それは輪状の超ちよう重じゆう力りよく源……いわゆる輪状のブラックホールだという。ブラックホールに吸いこまれれば重力に押しつぶされてペチャンコになるが、輪の中心では重力がつりあっているため実質的に無重力で、しかもブラックホールの超重力で時空連続体が歪ゆがめられ、一いつ瞬しゆんのうちに別の時空に移動することができるらしい……ここも、クレーターの重力凹レンズで、スターゲートのような時空の特異点ができたのではあるまいか？」

「八行ぐらいあるようだが」

「では三行で言おう。『そんなわけのわからん場所に吸いこまれたイルカなんぞ知ったことか、帰って「死んでました残念でしたね」と母親イルカにおくやみでも述べておけば、いちおう約束は果たしたのだから、展望台をずっと使わせてもらえることだろう！』」

「なるほど……。だいたいわかった」

「時空の特異点について、正しく解かい釈しやくできたかね？」

「いや、そっちじゃない。母親が待ってる子供を、やっぱり俺は放っておけないってことがわかったのさ」

　静矢はそう言うと、服を脱ぬぎはじめた。輪人はびっくりして、目玉をひんむく。

「なっ……何をするつもりだねっ、呉羽君！」

「水族館で見たけど、あれぐらいの大きさのイルカだと、百キロか二百キロぐらいのもんだろ？　ジープのウインチを使えば、引っぱり出せるよな？」

「それは、とても良い考えだが、イソップ物語をごぞんじかね。猫ねこの首に鈴すずをつけるのはナイスアイディアだが、それができるネズミがいないという話だよ。まさか、君が行くというのかね？　この渦うずの中に飛びこんで、縁もゆかりもないイルカを助けに行くというのかね！　どこへつながっているともわからない、あの穴の向こうへ！」

「時空のゆがみってのは、ワープみたいなもんだろ？　頭をつっこんだマリンジェットが元気にビチビチしてたってことは、向こうの空間にも酸素があって、気温も何もかも、俺たちが生きていけるはずってことだ」

「待ちたまえ、呉羽くん！　イルカごとき放っておけばいいではないか、穴の向こうで生きているとは限らないのだ！　死んでましたゴメンネですむ話だろう、あの母親イルカもきっと本心ではあきらめているに違ちがいないし……」

　輪人の目の前で、静矢は渦の中に飛びこんだ。輪人は頭をかかえて叫さけぶ。

「……ってちょっと、聞いてるのかね！　たくもー！」

　水は激しく渦うず巻まいていたが、少しもぐれば水面の波は浪ろうの衝しよう撃げきは受けずにすむ。海のそばに住んでいただけあって、静矢は泳ぎが巧たくみだ。ズボンだけになり、腰こしには銃じゆうを下げて、静矢は空に向かって吸い上げられている水の中を進む。激しい回転に吐はき気をおぼえ、上も下もわからなくなったが、やがて、急に水の圧力が無くなったのを感じた。

「え？」

　静矢は、目をぱちくりとする。彼はいつの間にか、水面に浮うかんでいた。

「ここは……どこだ？」

　静矢は、塩しお辛からい水を少し飲んでしまったために咳せきをしつつ、立ち泳ぎで岸のほうへ泳いでいった。




　そこは砂さ漠ばくだった。岩石がごろごろとし、見み渡わたすかぎり草も木も生えていない。

　そんな砂漠の真ん中に水がわきだし、池のようになっている。底のほうから水が湧わきあがっているので、池の中央は噴ふん水すいのように盛りあがっていた。池のまわりに植物が生えていないところを見ると、以前からあった池ではなさそうだ。

　静矢は水から上がった。風は乾かわいている。どこにも生き物の姿がない。

「砂漠か？　どこの砂漠だ、ゴビ砂漠か、それとも……」

　遠くに、どこかで見たことのある山の姿が見えた。ふたつの山がなだらかに寄りそっている。静矢は驚おどろいて、目をこすった。

「あの山は……あの瀬戸内独特のゆるゆるとしたラインは、まさか竜りゆう王おう山ざんと大だい川せん山ざん？」

　かなり崩くずれて山の形は変わっているものの、面おも影かげが残っている。もしそうならば、静矢は「もとの仏生山にいる」ことになる。

「いや、まさか……そんなはずはない。ここは、どこなんだ？」

　静矢は呆ぼう然ぜんとする。何度聞いても、答える人の声はない。

　いや……ただひとつ、

「キュルルル」

　という声が聞こえた。イルカショーのときにときどき聞く、イルカの声だ。静矢はハッと顔を上げる。

「マリンジェットかっ？　そうだ……ここがどこだろうが何だろうが、俺はおまえを助けにきたんだ。それだけは確かだ！」

　静矢はイルカの姿を探す。ほぼ円形をした池の、少し離はなれた岸辺から、プシューッ、と潮しお吹ふきの音がした。水面に、灰色の背びれも見える。

「いた！　生きてたのか！」

　目を輝かがやかせて、静矢はそちらへ駆かけだす。マリンジェットが静矢に気づいて、くるり、と顔を向けた。

「キュルル！」

　明らかに静矢を呼んでいる。マリンジェットは、水面に浮かんでいる何かを鼻先でついて、静矢にその存在を必死に教えようとしているようだった。

（何だ……？）

　静矢は水に入っていく。体長二メートルほどの小こ柄がらな子イルカの横で、美しい少女……ルシャナが、仰あお向むけに浮いていた。

　長い髪かみと白い衣が、水の上に渦を描えがく。白銀の翼つばさは折れ、無残に散る。

　絹のようなまつ毛にふちどられたまぶたはかたく閉じられている。

「ルシャナ！」

　思わず、その名を呼んで水から抱だきあげた。敵である。なぜ触ふれたのか、なぜその名を呼んだのか、静矢には自分で自分の行動が理解できない。彼女が、か弱い少女の姿をしているがゆえに……本能的な行動なのだろうか？

（何があったんだ……彼女をこれほどまでに傷つけることができる存在がいるのか？　敵性少女のリーダーとして、日本全土を瓦が礫れきの焦しよう土どと化した悪あく魔まだぞ？）

　マリンジェットは心配そうにルシャナを見つめている。マリンジェットを連れ帰れば、静矢の目的は達せられるはずだ……しかし、なぜだかルシャナを放って行くことができなかった。静矢は彼女を岸に引きあげて、砂の上に横たえる。

「う……」

　ルシャナはうめいた。声とともに、血が少し唇くちびるからこぼれる。まぶたが、きしむように震ふるえながらゆっくりと開かれた。

「ルシャナ。何があった？」

　彼女にとっては静矢も敵……次の一いつ瞬しゆん、殺されるかもしれないという覚かく悟ごもしていた。そのとき、開かれたルシャナの目に、黒い機き影えいが映った。

「……！　避さけろっ、バカ者！」

　ルシャナが静矢の体に抱きつきながら、傷ついた翼を広げた。キィィィーンッ、とブースターが割れるような音を立てる。ひどく耳みみ障ざわりで、何かその機能に異常が起こっていることは明らかだ。

　彼女が静矢を押おしのけた次の瞬しゆん間かん、機き甲こう巨兵が一機、砂の上に巨きよ大だいな爪つめを突つきたてた。先ほどルシャナの目に映っていた機影は、この機甲巨兵だったのだ……と静矢が思ったときにはもう、機甲巨兵は次の動きに入っている。衝しよう撃げき波はで砂を蹴け立たてて、砂漠の上を飛んでくる。

　それはビゲートピアでは見たことのない機甲巨兵だった……黒と紫むらさきの毒々しい色合いは、ステルス塗と装そうによるものだ。見たことがない……と最初は思ったが、よく見れば、見覚えが無いこともない。肩かたから背中にかけてのラインが、心奈の自機ＫＯＫＯＴＡＮに似ている。そして、他の機甲巨兵にも少しずつ、似ているような気がする。

「キュルル！」

　マリンジェットは恐きよう怖ふの悲鳴を上げ、本能的に水中に逃にげた。
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　ルシャナは静矢をかかえたまま、すさまじい速度で砂さ漠ばくを飛ぶ。機甲巨兵が、追ってくる。

「何だ？　逃げてるのか？　おまえが？」

「大きなお世話だ！　わたしでは『キマイラ』には勝てん！」

　ルシャナはどなる。「キマイラ」と呼ばれた機甲巨兵は、肩のミサイルランチャーから小型追つい尾びミサイルを撃うってきた。百発以上ある。

「避けられ……ない？」

　圧あつ倒とう的てきな弾だん幕まくを前に、静矢はうめいた。







三章　大いなる野心







　キマイラ……と呼ばれた黒い機甲巨兵は、ぎらぎらと光る砂漠の太陽に照らされても、全く照り返しを見せない。完かん璧ぺきなまでのステルス塗装が、あらゆる光をまったく反射していないのだ。

　なぜか味方であるはずの機甲巨兵に追われ、ルシャナは砂漠の上を逃げに逃げていた。低空飛行で砂を巻きあげる。百発の自動追尾ミサイルは、巻きあげられた熱砂をルシャナと勘かん違ちがいして、次々に誘ゆう爆ばくした。静せい矢やたちの周囲が、ぱちぱちっと花火のようにきらめく。

「もう一度聞く、ルシャナ！　おまえ、いったい何をした！」

　静矢がルシャナの腕うでの中で叫さけんだ。あまりにも高速で飛んでいるため、声もかき消されてほとんど自分でも何を言っているのか聞こえない。だがルシャナは、髪かみ飾かざりのように頭につけたパーツで音声を分ぶん析せきし、はっきりと聞きとり、また骨こつ伝でん導どうで自みずからの声を伝えることができる。

「命令違い反はんをしただけだ。何が悪い」

「命令……違反？」

　静矢は目をぱちくりとする。彼女らがどのような組織で動いているのかはわからないが、少なくとも軍隊のようなものである以上、

「命令違反って……それは思いっきり重罪じゃないのか」

　思わず、自分自身が命令に従わずビゲートピアで服従訓練を受けさせられるはめになった静矢ですら、そんなコメントを出した。ルシャナは答えない。

「そんなことより、あのデカブツを倒たおす方法を考えろ。そのために、助けてやったのだからな」

「いきなり上から物を言ってきたな。倒す方法？」

「二度言わせるな。わたしにはヤツに勝てない」

「機甲巨兵のほうが、おまえより強いってのか？」

「昔はわたしのほうが強かった。だが一万年のあいだに、何度も試験を繰くり返され、技術と性能を統合し、究極の型かた式しきとなった……それが量産型機甲巨兵五七八一五型、通つう称しよう『キマイラ』！」

　キマイラが一瞬消えた。えっ、と静矢はまばたきする。次の瞬間、キマイラは静矢たちの「目の前」に現れた。

「しまった……！」

　ルシャナはキマイラを避けようとしたがかなわない。激げき突とつは何とか避けられたものの、キマイラの腕に翼つばさがこすれて、左の翼が半分もげた。

「うああああ！」

　バランスを失い、ルシャナは静矢を抱だいたまま砂につっこむ。彼女はその瞬しゆん間かん、静矢をかばうように腕を彼の頭に巻きつけた。鋼鉄の鎧よろいに包まれた胸はダイヤモンドよりも硬かたかったが、それでも静矢は、彼女の胸のふくらみに触ふれていると考えただけで、ドキドキしてきた。

「は……放せよ！」

　思わずそう叫んでしまう。ルシャナは静矢を抱いたまま、もんどりうつように砂の中に倒れた。

　高速で砂に突つっこんだため、静矢も全身を熱砂で削けずられ、すり傷だらけになる。

　痛いた熱あつい感覚に、静矢は顔をゆがめた。ルシャナが、静矢の上に覆おおいかぶさるような形になっている。裸はだかの背中を、砂でしこたま引っかいたようだ。ルシャナの指が、静矢の胸の上に置かれている。人形のように端たん整せいな顔立ちが、静矢の顔のすぐ上にあった。輝かがやく銀色の髪かみが、衣きぬ擦ずれのような優ゆう雅がな音を立てて、静矢の頬ほおをなでる。無表情なルシャナの目は、淡たん々たんと静矢を見下ろしている。だが、その全く混じりけのないガラスのような瞳ひとみに見すえられて、静矢のほうはなぜだか頬が熱くなった。のしかかるルシャナの、心地ここちよい重みが、彼の心臓をばくばく言わせた。

「ど……どけよ」

　静矢は、上ずった声で言った。ルシャナは、わずかに首をかしげて肩かた越ごしに背後を振ふりかえる。

「言われなくとも。のんびりしている暇ひまはないようだ」

　疲つかれを知らないキマイラが、地面に降り立つと、アメリカザリガニのような爪つめのついた手を振りあげながら、墜つい落らくしたルシャナのほうに突とつ進しんしてきた。静矢は、あわててルシャナの下から這はい出し、立ちあがる。

「そのようだな……逃にげるしかないか！」

　二人は別々の方向に走りだす。砂の中に足が埋うまり、なかなか進めない。だがそれはキマイラも同じらしく、砂に埋もれてしまい、躊ちゆう躇ちよしていた。逃げながら、ルシャナはどなった。

「もう一度言う、呉くれ羽は静矢！　この状じよう況きようから生き抜ぬく方法を考えろ！」

「どうして他人任せなんだ！　おまえだって何かいい考えはないのかっ？」
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「わたしでは思いつかぬ……生命の行動原理になりうる、『生きたい』という原始的な欲求が無ければ、生き抜く知ち恵えは働かぬ。おまえでなければだめなのだ、呉羽静矢」

「どういうことだ？　おまえは生きのびたいと思ってないのか？　それなら、どうして『キマイラ』から逃げる？」

「使命がある。それがわたしの生きている理由だ」

「まるで機械だな」

「そうだ、わたしは創造つくられた。機械は全て、何かの目的があって作られる……存在している理由がある。けれど人間にはそれが無い。自然発生した生命体だ。だから……だからこそ、人間は、自分が存在している理由を探すために生きるのだ」

　ルシャナの白銀の髪が、静矢の頬をくすぐる。厳しい横顔が、どこか遠くを見つめている。水すい晶しようのように澄すんだその瞳……静矢は、ルシャナのことばに違い和わ感かんをおぼえた。

「おまえは俺たち人間を嫌きらいじゃあないのか？　何もかも破は壊かいして、俺の母さんも殺して、それなのに……どうしてそんなことを言う？」

「わたしは人間を殺しに行ったのではない。生かすために行ったのだ。それがわたしの使命……長い目で見れば人類に大きく貢こう献けんする。その確信があるからこそ、殺すこともためらわぬ。大義を行っていることを知っているからこそ」

　ルシャナは、鋭するどい目で静矢を見つめた。

「だから考えろ、呉羽静矢！　わたしの任務はまだ終わっていない、果たすべき使命があるのだ！」

　ルシャナが何を言っているのか、静矢にはよく意味がつかめない。ただわかることは、今はルシャナに協力しなければ、自分の命も危ういということだ。

（だが……考えるといっても、どうやって？　相手は機き甲こう巨兵だぞ？　それも、ルシャナですらかなわないと言っている相手だぞ？　俺が持っているのは、この拳銃ウルフファングだけだ……）

　静矢は砂の上に座りこんだまま、腰こしに下げた銃じゆうを手に取り、息をのむ。翼をもがれたルシャナが、心なしか、静矢の背後にそっと身を寄せた。任せた、とその目が言っていた。この場は静矢に任せるしかないのだ、と。

（どうする……？　考えるんだ、考えれば策はある。諦あきらめたらそこで負けだ……どんなにぶざまでも、泥どろ水みずをすすってでも、諦めないかぎり荒こう野やを生き抜いてこられる、そのことを俺は誰よりも知っている。たいして強くない俺でも、自分の持てるわずかな力をせいいっぱい使えば、生きのびてこられたことを……）

　静矢はルシャナにたずねた。

「残ざん弾だんはあるのか、ルシャナ」

「わたしの……か？　あれば、とっくに攻こう撃げきしている」

「そりゃそうだ。ってことは、手持ちの弾丸タマはこれだけか……」

　静矢は、ウルフファングを手に取る。弾だん丸がんはフルに装そう填てんしてあるので、十発……。薄うすい鉄板を貫かん通つうするていどの能力しかない。

（ビゲートピアは、心ここ奈なたち機甲巨兵乗りにカスタムさせたデザインで、量産型機甲巨兵を作っていた……それぞれの型モールドがあったわけだが、いろいろ作るより究極形態を一種類作りあげたほうが効率的なはず。キマイラがＫＯＫＯＴＡＮや他の機甲巨兵に少しずつ似ているのは、それらのミックスかもしれないということか？　だとすれば……勝算はある！）

　静矢は、心奈がコンピューターゲームの中で、ＫＯＫＯＴＡＮのカスタマイズをするのを横で見ていたから知っている。背中にある、姿勢制せい御ぎよ用の補助バーニア……キマイラの、肩かたから背中のラインがＫＯＫＯＴＡＮに似ていると感じたのは、そのバーニアの部分にＫＯＫＯＴＡＮのデザインを採用してあるからだ。心奈は言っていた。カスタムの関係上、仕方なく、バーニアにつながっている気化燃料チューブをロボットの外に出さざるをえなかった。ここを破壊されると、気化燃料が爆ばく発はつする。

　しかし量産型ＫＯＫＯＴＡＮでは、硬こう質しつ装そう甲こうによってこの問題はすでに解決ずみである。

「燃料チューブがヤツの弱点だが、硬こう度どが高くて、小さな銃じゆう弾だんでは弾はじかれてしまう。だが、硬度が高いぶんモロいはずだ。砲ほう弾だんのような重量のあるもので攻撃できれば……」

　機甲巨兵の弱点を敵である彼女に教えるにあたり、静矢に、一いつ瞬しゆんのためらいがなかったといえば嘘うそになる。それは、機甲巨兵乗りである心奈を危険にさらすということだ。しかし、静矢は戦いの中で、ルシャナがそういうことをしないのではないか、という確信が育っていた。彼女は、戦うのならば真正面から斬きるタイプだ。別件で得た相手の弱点を使って、策を弄ろうするようなまねは、プライドにかけてしないだろう……と、今までのルシャナの行動から、静矢はそう信じていた。敵を「信じて」とは、おかしいかもしれない。いや、それ以前に……彼女のことばだけを信じるなら、本当に敵なのか、それすら不確かになってくるのだ。

　キマイラはすぐ近くまで迫せまっている。ルシャナは逃にげるのをやめて足を止め、振ふりかえった。

「砲弾……か。理解した」

　答えるやいなや、ルシャナはそばにあった、漬つけ物もの石いしほどの大きさの岩石を持ちあげた。百キロ以上はあるだろうが、機甲衣のパワードスーツとしての働きによって、いとも軽々と彼女はそれをぶん投げた。キマイラは、猛もうスピードで飛んでくる岩を感知する。その瞬しゆん間かん、燃料チューブの部分の表面の質感が変わったことに静矢は気づいた。

「何っ？」

　岩は燃料チューブに当たったが、打ち砕くだかれるはずのチューブは、ベコンとへこんだだけだ。チチチッ、とキマイラは右手の人差し指を横に振ってから、中指を立てて挑ちよう発はつポーズを取る。静矢は息をのんだ。

「こ……この挑発ポーズ！　やはりＫＯＫＯＴＡＮの『遺伝子』がキマイラには入っている……だが、装そう甲こうが違ちがう！　今、明らかに硬度が変わった。小さい弾丸など貫通性能の高いものをハジくがモロい硬質装甲から、貫かん通つう弾だんには弱いが砲弾など破は壊かいを目的とする大質量の弾丸によるダメージを飲みこむ軟なん質しつ装甲へ……！」

「形状記き憶おく繊せん維いが使われているのだ。繊維分子の走行を変えることで硬度が変化する」

「どうして先に説明しなかった？」

「聞かれなかった」

　まるで他人事のようにしれっと答えるルシャナに、静矢は額を押おさえた。確かに、彼女にはあまり生存本能といったものが無いのかもしれない。

「ガアア！」

　くみし易しと見たのか、キマイラが一気に攻撃をかけてきた。静矢たちを腕うででたたきつぶそうとする……。

（どうしてミサイルを使ってこないんだ、キマイラは？　弾切れというわけでもなさそうだが……）

　疑問に感じながら、静矢は逃げまわる。キマイラの燃料チューブをウルフファングで何度も撃うったが、すぐさま硬質装甲に変化してしまい、小さな弾丸ははねられてしまう。

（もっとも……仮に、軟質装甲のままでも、ウルフファングごときの発射速度じゃ貫通は無理だが。あまり複雑な認識はせずに、接近してくる物体の質量に応じて装甲の硬度を変えているということか……だとしたら？）

　静矢は考える。逃げながら考えた……生きのびるために。

「ルシャナ！　もう一度岩を投げろ、タイミングは俺が指定する！」

　静矢は叫さけんだ。ルシャナは逃げながら、不思議そうな目を静矢に向ける。

「通用しないことは、今見ただろう。学習しないのは、愚おろか者だぞ」

「挑ちよう戦せんしない愚か者よりはましだ。いいから……！」

　言いながら、静矢はキマイラに一発撃った。キンッ、と弾丸はやはりはじかれる。だが静矢は焦あせったようすは見せていない。

「ルシャナ、岩を持て！」

　命じられて、ルシャナは再び岩を拾いあげる。拾いながら、彼女はどなった。

「愚か者！　どうせまた軟質装甲に走行変化して止められるだけだ！」

「どうだかな」

　静矢は冷静にウルフファングをかまえ、叫んだ。

「投げろ、ルシャナ！」

　ルシャナは岩を投げる。その直後、静矢はウルフファングを撃った。

　岩と弾だん丸がんが、時間差で飛んでいく。キマイラのセンサーは飛んでくる岩を感知し、軟質装甲へ変化するよう、瞬しゆん時じに命令を下す。

『質量三十キログラムの物体、秒速百メートルで接近中。〇・二五秒後に到とう達たつ。装甲硬度、五五〇ブリネルから三五〇ブリネルへ軟なん化か、対質量破壊モードに入る』

　このような命令が一瞬にして伝達され、岩が狙ねらっている燃料チューブが軟化しはじめる。

　同時に静矢の頭の中でも、瞬時にある計算がなされていた。

（ウルフファングの弾丸初速度は秒速三百メートル。高速軽量の弾丸は、木の枝や葉っぱていどのものにもハジかれる……円えん弧こをえがく燃料チューブの接線に対し、確実に垂直に撃ちこむしかない。そして標的は二十五メートル先、ルシャナの岩は〇・二五秒で到達する……〇・二五秒でキマイラは硬質装甲から軟質装甲への変化を完かん了りようさせ得るというわけだ。俺の弾丸は〇・〇八秒で到達する……すなわちルシャナより〇・〇四秒ずらして撃てば、キマイラはまず先に飛んでくる岩を感知し、装甲を変化させる。そして俺の弾丸は途と中ちゆうでルシャナの岩を追いこし、〇・一二秒目に標的に到達する。その時の標的の硬こう度どは、硬度変化が等速度的に行われるとすれば、硬こう質しつでも軟なん質しつでもない中間。恐おそらく四五〇ブリネル前後……）

　心奈が昨日、シュラのデータを見ながら熱心に語っていたことば……そしてまだ平和な時代、彼女がパソコンのゲーム画面とにらめっこしながら、機き甲こう巨兵ＫＯＫＯＴＡＮの装甲硬度について頭をかかえていたときのことを、静矢は思いだす。

　静矢の計算どおり、ウルフファングの弾丸はルシャナの岩を追いこし、軟化途中の燃料チューブに命中した。弾丸は、いともたやすく燃料チューブを貫かん通つうした。

「何……っ！」

　ルシャナは驚おどろき、目を見張る。その直後、岩が当たって火花が散った。燃料チューブから漏もれた気化燃料に引火し、ドムッ、と重い爆ばく音おんを立てて、キマイラは肩かたを吹ふっ飛ばされる。ＫＯＫＯＴＡＮ型の場合、気化燃料の経路はコクピット……すなわち制せい御ぎよ機器を詰つめこんだ場所の近くを通っている。見かけの爆ばく発はつよりも、爆ばく風ふうによるキマイラ内部の衝しよう撃げきのほうが甚じん大だいな破壊をもたらしたようだ。キマイラは統制を失い、砂の上に倒たおれた。

　ルシャナは、信じられないようすで静矢に目を向ける。

「なぜ弾丸が通用したのだ？　わたしですら倒せないキマイラを……」

「四五〇ブリネル前後……それは硬度の特異点、なのさ。硬質装甲と軟質装甲の両方の悪いところを持つ、最弱にもろい硬度だ。キマイラは硬度を自在に変化させて、どのような攻こう撃げきにも対応できる。それが強みであり同時に最大の弱点だった……硬度を変化させるためにはどうしても一いつ瞬しゆん、この『アキレスのかかと』とも言うべき特異点を通過する必要があるからだ」

「それを狙ったと？」

　ルシャナは、ぽかぁんとした表情をしていた。

「これは驚いた……。おまえの『生きる力』に賭かけはしたが、それほどまでに成長していたとは。あの幼い子供のころから……人間というものは、驚くべき成長をとげるものなのだな」

　静矢は、意外な彼女の表情に驚いた。ルシャナの表情はいつも、厳しげな戦士のそれのはずだった。残ざん忍にんなまでの冷れい酷こくさを秘めた、鋭するどく切れる刃やいばのような美しさからは考えられない、少し間が抜ぬけているとも見える表情だった。が……いつもの完全すぎる作り物のような美び貌ぼうに比べ、その表情は血が通った、心奈や笙しよう子こといった普ふ通つうの少女たちと同じものだった。

　そのとき静矢は彼女に、美しさではなく、愛らしさを感じた……彼女が破は壊かいしてきた犠ぎ牲せいの多さを考こう慮りよすれば、考えられないことだったが。

（な……何を考えているんだ、俺は。俺たちは今、共通の敵と戦うのに力を合わせただけだ。敵の敵は味方……なんて、甘あまいことを考えてどうする。用心棒として荒こう野やを生き抜いてさんざん学んだはずだぞ、敵の敵はやはり敵……だと！）

　だが……ルシャナが先ほど、気になることを言っていたのが、静矢にはどうも引っかかる。

『わたしは人間を殺しに行ったのではない。生かすために行ったのだ』

　それが使命だ……と、ルシャナは確かにそう言った。

（あれほどの血を流していて、それが長い目で見れば人間を救うことになるのだ、ということなのか？　いったいルシャナは何を考えているんだ、そしてここはどこなんだ？）

　静矢にはわからないことだらけだ。そのとき、ルシャナが静矢の腕うでをつかんだ。静矢は、ドキッとする。ルシャナの、表情をうかがわせない、だが限りなく透とう明めいな目が、彼をじっと見つめていた。

「呉羽静矢。なぜキマイラがミサイルなどの火器で攻撃してこなかったのか……おまえのことだ、恐らく気づいているだろう。疑問に思ったのではないか？」

「あ、ああ、確かに……。なぜだか知っているのか、おまえは？」

「知っている。それが、わたしがキマイラに攻撃されながらも、ここから離はなれられない理由でもあった」

　ルシャナの砕くだけた機甲衣は、ゆっくりとだが、自律的に回復しているようだ。白銀の翼つばさが、元の堂々たる輝かがやきを取りもどしつつある。

　そのとき、足元の砂がザザッ……と、音を立てて川のように流れはじめた。静矢はギョッとする。

「な……何だ、これはっ？」

「流砂だ」

　ルシャナは簡単に答える。だが、静矢はその答えに、当然ながら青ざめた。

「流砂……だと！　何をぼんやりしてるんだ、このままじゃ飲まれるぞ！　その翼、もう飛べるんだろう！」

「そのとおりだ、もう飛べる。だが飛ぶ必要はない。今、わたしははっきりと確信した……われわれは協力できる、呉羽静矢」

　ルシャナは冷ややかな目を静矢に向けた。二人とももう、腰こしのあたりまで埋うまっていた。静矢は焦あせって、ルシャナの腕を振ふりはらおうとするが、機甲衣をまとった彼女の力には太刀打ちできない。

（ど、どういうつもりだ？　やはり敵の敵も敵、ということだったのか！　このまま、俺を砂に埋め殺して……自分だけ飛んで逃にげるつもりだと、そういうことなのかっ？）

　静矢は、ごくりと息をのんだ。そのうち二人は首まで流砂に埋まり、やがて頭も砂に埋もれて、見えなくなってしまった。




　そのころ……ただ一人、仏ぶつ生しよう山ざんの湖のほとりに残された輪りん人とはぼんやりと、ジープの運転席を倒たおして寝ね転ころんでいた。湖の水は、相変わらず空に吸われつづけている。激しい竜たつ巻まきは、おさまるようすもない。

（はてさて……呉羽君は、果たして無事なのだろうかね？　『穴』の向こうはどうなっているのか……飛びこんだはいいものの、あの激しい水流に逆らってこちらへ戻もどってこられるとは、とうてい思えないのだが。よしんば、ウインチのワイヤーをイルカにつないだところで、水流に押おされてワイヤーがしまり、プチッとイルカの胴体がまっぷたつになって終わりではないか？）

　だとすると、静矢も当然帰ってはこられないということだ。

　けれど輪人は不思議に焦りを感じなかった。静矢のことが心配でないわけではない。正直、親友だと思っている。静矢はクールだし、自分もクールを気取っているので（全然できていない、とは自分ではわかっていない）、そんな気き恥はずかしくなるほど青あお臭くさいことを口に出しはしなかったが、でも静矢のことを親友だと感じていた。

（ぶっちゃけぼくは、自分の周囲の人間をバカだと思っていた。今でもバカだと思っている。だが、案外ぼくもバカなのだということが、最近わかってきた。プライドのためならば死地にも飛びこみ、苦難を共にしてきた友人を見捨てることができないぐらいのバカなのだと。その点で、ぼくと彼はよく似ているのだ。死線をともにした男の友情というやつなのかもしれない）

　雲が流れていく。静矢が育ったというこの仏生山は、瀬せ戸と内うち独特の、やわらかな暖かさに包まれている。内海のおだやかな風や、湿しめった大気、明るい日ざし、ゆるやかな地形……今が戦時でなく、ここがかつての仏生山ならば、さぞかし心地ここちよい観光旅行であったろう、と輪人は思った。心奈のことが、思いだされた。

（南みなみ野のさんも、ここで育ったのか。くったくなく明るい、しかしどぎつすぎる明るさではない、おだやかな瀬戸内の陽光は、まったく彼女にふさわしい。呉羽君のことは親友ではあるが、南野さんに関しては譲ゆずることはできないな。もっとも、彼女がこのぼくと彼のどちらを選ぶかは自明の理なので、このことが呉羽君との友情に亀き裂れつを生むということは、まったくありえないがね）

　もちろん輪人は自分が選ばれると信じているが、もちろん彼が選ばれるはずがないというのが客観的な自明の理である。それに……心奈のことを考えることで、わざと自分がシュラのことを考えないようにしようとしている……ということに、輪人は気づいていない。気づかないふりをしている。

　ふと、目の前がかげった。目を開くと、太陽をさえぎって、誰かが自分の顔をのぞきこんでいた。その顔が一いつ瞬しゆん心奈に見えて、輪人は驚おどろき、はね起きる。

「みっ……南野さんっ？」

「えっ……！　ど、どうしてわたしの名を？」

　答えた女性は、よく見れば心奈ではない。二十年後の心奈……という感じだ。美人には違ちがいないが、やせ細っていて、肌はだも髪かみも服も汚よごれている。長いスカートを何枚も重ねてはき、肩かたにショール、頭にスカーフ……という服装は、明らかに、野宿のための防寒を目的としたものだ。輪人はメガネをはずし、目をこすった。

「おや、あなたは本当に南野心奈さん？　もしや、タイムマシン？」

「わたしは南野奈な央お子こ……ですが。娘むすめをご存知なんですか？」

　奈央子はすがりつくように、輪人の両手をつかんだ。輪人はもう一度驚く。

「えっ、お母様？　では、彼女が美人なのは母方の遺伝ということでしょうかね？」

「教えてください、なぜ娘を知っているのですか？　娘は無事なのですかっ？」

「それより、あの竜巻が何なのかご存知ないですか？」

「い、いえ、わかりません。きのうから急に発生していて……でもこんな時代、竜巻ぐらいでは誰も驚きませんでしょう」

「まあ、空から女の子が降ってきて日本を焦しよう土どと化した、というのに比べれば、竜巻ごとき自然現象にすぎませんからなあ」

「そんなことよりも、心奈のことを聞いているのです、わたしは！」

　奈央子は、イライラしながら厳しく言った。脱だつ線せんしていた輪人は、目をぱちくりとする。

「え……あ、ご存知ない？　東京にビゲートピアというところがあって、お嬢じようさんはそこの学徒兵をしていたのですよ。ビゲートピアは無くなりましたが、お嬢さんはお元気です……よろしければ、帰り道をご一いつ緒しよしましょうか？」

「生きていた……！」

　奈央子は顔をおおい、よろよろとその場にひざをつく。

「あの人が言ったとおりだった、まさかと思ったけれど本当だった……！　自分を責めていたんです、最後の瞬しゆん間かんにそばにいてあげられなかったことに……。あの日、心奈は幼おさな馴な染じみの少年といっしょに、仏生山駅のほうへ遊びに行って、そこで敵性少女の攻こう撃げきに遭あいました。もし行かせなければわたしと一緒に助かったかもしれないのに、母親なのにわたしはあの子を守ってあげられなかった。最後の瞬間どんなに怖こわくて辛つらかっただろう……この三年間、ずっと自分を責めてきました。何度も死のうと思いました、けれど……もしかして万が一、あの子が生きていたらと思って、この瓦が礫れきの中を探しつづけてきました」

「それはいい判断でしたね、お母様！　彼女は確かにご無事です！」

「では、あの人の言ったとおりだったんですね。良かった……あの子は、今どこに？　その、ビゲートピアとかいうところが無くなったということですが、無事なんですか？」

「ええ、彼女でしたら思いっきり無事です。軍用イルカの案内で、東とう京きよう湾わんにある、開業前の海中展望台に身を隠かくしているのです。あそこならば、多た国こく籍せき軍ぐんの攻撃があろうとも大だい丈じよう夫ぶだ、とこの轟ごう田だ輪人、断言できます！」

　輪人はこぶしで胸をたたいた。奈央子は祈いのるような表情で、輪人を見つめる。

「良い知らせを本当にありがとうございます……！　今まで生きていて本当によかった」

「ところで、先ほどからおっしゃっているあの人とは？　彼女が生きていることを知っているとは、ビゲートピアの者がここに？」

　輪人はいぶかしげに眉まゆをひそめる。そのとき……彼の背後で、ウィイイン、と小さなモーター音がした。ガーディと呼ばれる、マンション用移動端たん末まつ機きだ。ビゲートピアを作ったＩＴ企き業ぎよう・ビゲートが数社の警備会社を買収して作りあげた、当時の自衛隊や警察組織よりも多くの警備員を抱かかえた巨きよ大だい警備会社、ビゲート警備保障のレンタルロボットで、可動監かん視しカメラとしての機能のほか、訪問者を登録して部屋に案内したり、その情報を無線で本社のメインコンピューターに送ったりする。

　ガーディの画面に映っている「顔」を見て、輪人は息をのんだ。

　大だい門もん軍ぐん造ぞう……ビゲートの社長であり、ビゲートピアを支配していた人物だった。一昨日の多国籍軍による総そう攻こう撃げきで、死んだはずである……心奈がそれをたしかに目もく撃げきしたと言っていたのだから、間ま違ちがいない。

　なのに画面の中で、大門軍造はじっと輪人を見つめ、ニヤリと笑う。

『轟田輪人か』

「ぼ、ぼくを知っているのですか、ビゲートピアには一万人もの学徒兵がいたのにっ？　ぼくは、そんなに目立つ存在でしたか！　無理もありませんが、意外です！」

　根が目立ちたがり屋な輪人は、大門軍造が自分を知っていたことで誇ほこらしくなり、舞まい上がってしまう。大門軍造は、続けて言った。

『一九九九年五月五日生まれ。身長一七二センチ。体重六〇キロ。血液型Ａ型。ビゲーム「ワールドクラシックカーレース」の世界ランカー。ビゲームへのファーストログイン、二〇〇八年十二月二十五日……』

「……いや、ちょっと待ってください。いくら何でも詳くわしすぎやしませんか？　いくらこのぼくが、興味の対象となるべき人間であったとしてもですよ？　ストーカーでもそこまで詳しくはないはずですが。それ以前に、あなたは死んだはずでは？」

　わからないことだらけで、輪人は戸と惑まどいながらガーディを指さす。大門軍造は笑った。

『死んだ？　そうか、やはりわしは死んだのか……どうやって死んだのか、知っているか？』

「た、多国籍軍の使者の自じ爆ばく攻こう撃げきによる爆ばく死しと聞きましたが……」

『使者。使者か……』

　大門軍造はガーディの画面の中で、額に人差し指を当てる。

『それは、定期バックアップ時刻の後で起こったことだな。使者を通す許可を与えたことは覚えているが、顔を合わせた覚えはない』

「定期バックアップ……？　何を言っているのか、さっぱりわからないのですが？」

『人間の思考とは、脳神経の電位変化に過ぎない。これを翻訳エンコードすれば、コンピューターにバックアップを取ることも可能だ。現実に、二十一世紀になってすぐ、脳の電位変化に反応して動く義手や、機械が視神経に電位変化を与あたえて目のかわりになるカメラなどが開発された……加か齢れいによる脳のう細さい胞ぼうの減少による痴ち呆ほう症しよう状じようを緩かん和わするため、脳の外部記き憶おく装置を作る研究もビゲートでは行っていた。要するに、わしの思考の全てはビゲートピアのスーパーコンピューター「ダイモン」にバックアップされている……すなわち、それもまたわしそのものなのだ』

　奈央子は、二人の話がさっぱりわけがわからず、胸に手を当ててきょろきょろするばかりだ。輪人は大門にたずねる。

「で……では、あなたがぼくのことを知っていたのは？」

『ダイモンの中に記録されている、学徒兵のデータベースにアクセスしたのだ。わしは電子ネットワークの支配者……ビゲートピアの全ての端末機はわしの手足であり、ビゲート警備保障が日本中に置いた監視カメラやこのガーディといった端末機も、全てがわしの目であり手足……全て、わしの人格によって管理することができる。そのため、大門軍造が何十人もいる、と言われた……子会社の社長に他人を任ずれば必ず失敗するか裏切られる、全て自分でやれば絶対に間違いがないというわけだ』

「ビゲートピアの全ての端末機があなたの手足？」

　輪人はそのことばにひっかかり、眉をひそめる。

「量産型機き甲こう巨兵も？」

『そのとおりだ』

「それじゃあ、あなたの管理はうまく行っていない！　あいつら、多た国こく籍せき軍ぐんのみならず、われわれ学徒兵まで攻こう撃げきしたんですよ！　プログラムのミスです！」

『プログラムなどしていない。一台一台に、このわしの人格がコピーされているのも同じ。つまり彼らは自分の判断で攻撃し、学徒兵を殺したのだ』

「何ですって？」

　輪人の太い眉まゆが、ぎゅっと寄せられる。画面の中の大門は、あくまで涼すずしげな表情だ。

『機甲巨兵乗りは機甲巨兵のデータを集め、究極の機甲巨兵を作るためのテストパイロット。その他のおまえたちも全員、ビゲームを通じてデータを提供し、さらにビゲートピアで実際にさまざまな行動を体験することで、このわしにデータを提供する存在だ。ビゲートピアは言うなれば、大いなるリアルシミュレーション実験施し設せつとも言うべきものだったのだ』

「何のシミュレーションですかね？　ぼくは雑草の種をまいたことしか覚えてませんが？」

『全てのシミュレーションだ。兵器、戦術、農業、文化、洗脳……それによってビゲートピアは完かん璧ぺきな「小さな世界」となった。もっとも最初からこんなことを考えていたわけではない。最初は、ビゲート警備保障を使ってクーデターを起こすつもりだったのだ』

「クーデターっ？　この平和な日本で……いや今は平和じゃないが……平和だった、あの日本でクーデター？　ありえない、無理だ！」

『そうかね？　頭の悪い者同士が、なれあいでやっている政治などに未来はあるまい？　現実の日本より、ビゲームの中で作られた仮想国家のほうがはるかに理想的ではなかったかね？　ビゲート警備保障の社員は当時、自衛隊と警察を合わせたよりも多かったのだ。すなわち、軍事クーデターを起こしても絶対に勝てる人数だ。その洗脳の方法も、すでに開発段階にあったのだしな』

「冗じよう談だんで言っていると思いたかったが……本気なんですかね？」

『だが、クーデターを起こすには、日本の警察や軍隊を押おさえるだけではだめだ。クーデターを起こせば、確実に国際社会のおせっかい焼きどもが、討とう伐ばつにやってくる。わしの国に内ない政せい干かん渉しようをさせるわけにはいかない。そのためわしは、クーデターの実行の時期に恵めぐまれなかった。……ところが、クーデターを実行に移せないままに、あの謎なぞの敵性少女どもが攻撃をしかけてきたわけだ』

　大門は笑う。

『あの小こ娘むすめどもがどこから来たのか、何者なのかは知らぬ。だが、まるでわしを祝福しているかのようではないか！　彼女らは日本を破は壊かいした。だがなぜか、幸いにもビゲートピアだけは破壊されなかった。わしは鉄骨などの材料を集め、ビゲートピアを増築していった……機甲巨兵を作り、おまえも知っているアッ＝シュラという敵性少女の機甲衣の分ぶん析せきから、その形状記き憶おく繊せん維いの性質を、量産型機甲巨兵にも今度搭とう載さいしてみるつもりなのだ……機甲巨兵さえあれば、多国籍軍など問題ではない』

「それなら……なぜ機甲巨兵乗りを攻撃したんですかっ？　ビゲートピアで、あなたの端たん末まつ機きによって多くの学徒兵が殺されたんですよ！」

『そのことなら、知っている。わしが殺したのだから知っているとも』

　画面の中で、大門は自分を指差しながら言った。

『学徒兵らから集めたデータで、わしはビゲートピアや機甲巨兵を完成させた。知っているか……芸術家が一点物の彫ちよう刻こくを作るとき、その原型や石膏型モールドは複製レプリカを作られることのないよう、打ち砕くだいてしまうのだ』

　は、と輪人は目を見開く。

「学徒兵を殺したのは……多国籍軍が彼らを手に入れられないように、というのか！」

『彼らのデータはすでにデジタル化して、ダイモンの中にある。原型などもう必要がない。ＩＴを扱あつかう者には誰しも、この世の全てをデジタルデータ化したいという欲求があるのだ。自分が持っているプレミア物の漫まん画がを、切り刻んでページをバラバラにし廃はい品ひんにしてしまっても、それをスキャンしてデジタルデータに保存することにこそ価値を見出す……本はいずれは風化するが、デジタルデータは永遠に劣れつ化かせず無限に複製できるのだから』

「人間よりもデータが必要だと言うのか、あなたは。データを独どく占せんするために、人の命を殺あやめてもかまわないとのたまうのか！」

　輪人の目が燃える。足は震ふるえていたが、こぶしは強く握にぎられていた。

「そんなことは許さないっ、われわれの人生はただのデータでもなければ他人の独占物でもない。われわれの人生は、一人一人その人だけのものだ！」

『中世の昔、王にとって庶しよ民みんの命など家か畜ちくも同然だったのだ。生ぬるい個人主義、民主主義、平等は、日本を弱くし堕だ落らくさせ、世界の三流国へと没ぼつ落らくさせた。大きく流れを変える指導者が必要なのだ、この大門軍造が日本を理想的な国家にしてやろうというのだ！』

「誰かの理想が、他人にとっても理想だとは限らない。現にあなたが作りあげたビゲートピアは……ぼくにとっては、服従訓練を一ヶ月食くらいこんでも決して受容することのできない、タンつぼ同然の場所でしたがね！」

『タンつぼに吐はかれたタンは、生意気な口をきいたり権利を主張したりしないぶん、まだタチがいい。はっきり言っておくが、どうせきさまらひ弱なガキは、わしに殺されなくともいずれ多た国こく籍せき軍ぐんに捕とらわれ死ぬのだ！　ならばわしが理想とする日本のために、ここで死んでおくがいい！』

　大門の恐おそろしい笑い声とともに、瓦が礫れきの底から木のようなものが数十本、ニョキニョキと生えてきた。信号機だ……が、小さな監かん視しカメラがついている。

（交差点などで事故を記録するためのカメラつき信号機……！　これにもビゲートのユビキタスシステムが使われているとニュースで見たことがある。ということは……っ！）

　輪人が息をのんだ瞬しゆん間かん、監視カメラに搭載された銃じゆうがいっせいに輪人のほうに向けられる。奈央子は驚おどろいて、目を見開いた。

「し……信号が銃を！　どうしてっ？」

『驚かせましたかな、奥おくさん』

　ガーディが、震えている奈央子の足元にやってくる。モニタの中の大門が、奈央子を見あげてニヤリとひげをなでた。

『彼に言ったように、わしはこの日本の武力革命を目指していた。警備会社を隠かくれ蓑みのに、日本中にこのような仕掛けをしていたのですよ。敵性少女の攻こう撃げきで不要になったと思ったが、意外にまだ使い道があったようですな』

「か、彼を殺すのですかっ？　なぜっ？　心奈のことなら彼に聞けばいい……と教えてくださったのは、あなたではありませんか？　大門軍造さん……！」

『そうですとも。なぜならわしには、生きのびた学徒兵らがどこに隠れているのか、わからなかったのでね』

　輪人は大きく目を見開く。心奈たちの居場所は、自分が奈央子に話してしまった……大門は、それを聞いていた！

　わけがわからないようすの奈央子も、ようやく少しずつ、大門が言っていることがのみこめてきたようだった。

「それはつまり……心奈を殺す、ということですか！」

『それはそうと、あなたのカップケーキはなかなか上手でしたな。わしはこれでも、キャビアやフォアグラなどよりカップケーキに目がありませんでな。アメリカでは何だ、惰だ弱じやくなオタクの食べ物だと揶や揄ゆされるそうですが、うまいものはうまい。料理学校にでも？』

「い、いえ……ご近所の奥さんに教えていただいたんですが……」

『呉羽静しず香か、ですかな？』

「なっ……なぜ呉羽さんのお名前をご存知なんですかっ！」

『なるほど、彼女に教えられたカップケーキですか。どうりで、どこかで食べたことがある味だと思った……』

　一人ごちる大門のことばに疑問を感じて、輪人が詰きつ問もんする。

「呉羽静香というのはたしか、呉羽君の母親の名！　ビゲートピアの住民でもない彼女までなぜあなたが知っているのだっ、そのカップケーキの味までも！」

「それより、わたしの質問の答えがまだよ！　あなたは心奈を殺そうというのですかっ？」

　激しい焦しよう燥そう感が、奈央子の瞳ひとみにありありと浮うかんでいる。顔には脂あぶら汗あせが浮き、手のひら足のうらがじっとりと湿しめってくる。ドキドキして今にも割れそうな心臓をかかえている彼女に向かって、大門は冷ややかに言い切った。

『そうなりますかな。多国籍軍の攻撃で、ビゲートピアはまだバイパス回路の再接続の最中……しかし十二時間後には攻撃可能態勢に入る。多国籍軍の再さい侵しん攻こうの前に、ゴミ掃除を済ませておける、というわけですな』

「こ、心奈を……！」

　奈央子は突とつ然ぜん、ガーディに飛びかかった。ガーディを両手で持ちあげ、地面に叩たたきつける。ガーディのモニターがガシャンと割れ、バッテリーがゴロンと取れた。

「ちょっ……お母様っ？」

　輪人は、奈央子の行動に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。奈央子はふーふーと鼻息を荒あらくしながら、輪人に視線を向ける。

「こ、これで大だい丈じよう夫ぶですよね？　心奈はもう大丈夫ですよね？」

「申しわけありませんがお母様……あなたはユビキタスという概がい念ねんを理解されていない。大門軍造は、そのガーディの中の人だったというわけではないのです。彼は、ビゲートが作りあげた全てのシステムの中に存在するのです……理解できますか？」

　輪人の懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明に、奈央子は首を横に振ふる。

（そうだろうな……。見た感じ、コンピューターに精通しているという様子ではない。さて、どのように説明すればいいのだろうか……）

　輪人が一いつ瞬しゆんためらった、そのとき、信号機についた監視カメラから大門の声が聞こえてきた。

『おまえは今、困こん惑わくしている。「さて、どのように説明すればいいのだろうか」と』

　ギョッ、と輪人は信号機を見上げ、胸を押おさえた。

「な……なぜわかるのだっ？　超ちよう能のう力りよくかっ？」

『学徒兵の全てのデータがインプットされていると言ったはずだ。行動パターンも思考パターンも、いともたやすくシミュレートできるというわけだ。たとえば、十二時間後にビゲートピアが学徒兵らに攻こう撃げきをかけた場合……南野心奈は思う。「こんなの勝てるはずがない、静矢お兄ちゃんもいないのにあたしにはこの人たちを守る義務なんてない」そして機き甲こう巨兵で逃にげる……その背中を攻撃して墜おとす。彼女の機甲巨兵はコクピットのそばを通る気化燃料ダクトが弱点だから、背中が弱いということは、研究の結果わかっている。彼女が奪うばったらしき量産型機甲巨兵でも、燃料チューブの硬こう質しつ化かは行われたものの、それが弱点であることに変わりはない。すなわち、逃げようとして背中を向けた瞬しゆん間かん、彼女の敗北は決定するというわけだ！』

　大門は高らかに笑う。監かん視しカメラの銃じゆう口こうが、いっせいに輪人に向けられた。

「うぬ……くそっ！」

　確実に、逃げられない状じよう況きようだった。ところが……そのとき、奈央子が輪人の前に飛びだした。監視カメラからはなたれた銃じゆう弾だんが、奈央子の全身を貫つらぬいた。

「お母様！」

　叫さけぶ輪人の目の前で、奈央子は血しぶきを上げながら荒こう野やに倒たおれた。車を降りて助けようとした輪人に、奈央子は厳しい声で叫んだ。

「行って！　そして心奈を……わたしの娘むすめを助けて！」

　ハッ、と輪人は動きを止める。奈央子は致ち命めい傷しようを負っていて、たとえ助けても何の治ち療りようもできないまま出血多量で死ぬのは確実だ。しかも信号機が、再び輪人を狙ねらっている。もう一度撃うたれれば、輪人も奈央子も死ぬ。

「……すみません、お母様！　心奈さんは必ず助けます、この轟田輪人命にかえて！」

　辛つらい心を振りきって、輪人はアクセルを踏ふみこみ、その場から逃げだした。信号機が輪人に向け銃じゆうを撃つが、最初に一発発射したときの熱で銃じゆう身しんが膨ぼう張ちようし、弾だん道どうがコンピューターの計算とずれてしまう。そのずれが、輪人を紙一重のところで守った。ジープの車体に弾だん丸がんが当たって弾はじかれ、腕うでや頬ほおにも弾丸がかすったが、輪人はどうにか逃げおおせた。

　信号機は銃弾を撃つのをやめ、うつむくように傾かたむいて、倒れている奈央子を見下ろした。奈央子は血の海の中にあお向けに倒れ、痛みに意識がもうろうとしながら、ハーハーと荒い息を吐はいていた。

『抜け目のない少年だ……監視カメラつき信号機のある旧国道を避さけて、抜け道を選んで走っていった。何事にも計算違ちがいというものは、あるものだな。もっとも、たとえ彼が生き残りの学徒兵どもに危機を知らせたところで、結果は同じこと。皆みな殺ごろしだ』

　奈央子の顔は出血多量で青ざめ、死の色が濃こかったが、その目は決して折れることのない厳しさで、信号機……大門をにらみつけていた。

「彼を逃がしたのが計算違いなら……うちの娘のこともあなたの計算どおりに行くとは限らないじゃありませんか、大門軍造さん？　わ、わたしにはコンピューターのことは全然わからないけれど……娘の身に何が起こっているのかわからないけれど……けれども、あの少年が約束してくれたことを信じます。心奈は決して死なないと」

『そんな不確かなことのために、自分を犠ぎ牲せいにして見ず知らずの少年をかばうとは……「生きる力」が弱い証しよう拠こですな、奥おくさん。生きる力の弱い者はどうしても滅ほろびる。あなたが死ぬのも、あなたの弱い遺伝子を受けついだ娘さんが死ぬのも、自業自得ですな』

「心奈は死にません……わたしはあの少年を守ったのではなく、心奈を守ったんですよ。わたしが死んでも心奈が生きれば、それはわたしが生きることと同じ。生きるとはそういうことです、いずれ人は死にますが、子供を守ることで自分の寿じゆ命みようよりも遠い未来へわたしたちは生きることができる。それが母親というものですよ……男のあなたにはわからないことでしょうけれどね……」

『さて、わかりませんな。ただの負け惜おしみかとも思うが……あなたを絶望させるようで悪いが、ご息女は死にます。確実に十二時間後にね』

　大門のことばに、返事はなかった。奈央子はもう死んでいた。血の海の中に倒れながら、未来を確信しているその表情は、穏おだやかだった。

『やれやれ。都合の悪いことは聞かないまま死んだのか……女というものはいつもそうだ。手前勝手な思いこみでばかり生きている。理論的に物事を考えず、直感だけで行動する。静香も、カップケーキを作るのだけはうまい女だったが……』

　信号機の、赤青黄のランプが三つとも、チカチカと点てん滅めつしはじめる。

『ダイモンより端たん末まつ各位へ送信、学徒兵位置情報受信完かん了りよう、確認終しゆう了りよう。十一時間五十八分後、攻撃開始。受信完了、了りよう解かい』

　機械音声でメッセージがひびいた。

『あの敵性少女らがなぜ現れたのか……今はもう確かめるまでもない。恐らくわしがこれからしようとしていることなのだろう。ならば……静矢はこのまま戻もどっては来るまい。わしならば、彼をここへ戻らせはしないだろう』

　信号機のカメラが、湖の水が吸いこまれていく空間の一点を見つめていた。




　輪人は荒野を走る。猛もう烈れつな勢いで、心奈たちに危機を知らせるために。

　ユビキタスシステムの追つい跡せきを避けるため、国道をさけて瓦が礫れきの上を走ると、ジープの車しや軸じくは折れそうにきしみ、タイヤは今にもはずれそうにゆがむ。運転している輪人も、ガタガタと激しい振しん動どうにさらされつづけ、全身の骨がはずれそうな感覚に襲おそわれた。それでも、止まるわけには行かなかった。

（ぼくは必ず南野さんを助けるのだ、命をかけた願いならば命をかけて聞き届けるのが男というものだ！　呉羽君のことも見捨てたわけではない。彼ならばぼくがいなくとも何とかするだろうと、友であるぼくにはわかる。ぼくはそう信じているのだ、必ず彼が帰ってくると！　だからぼくは、今はぼくの役目を果たすのだ！）

　荒こう野やを何時間走っただろう……瀬せ戸と大橋を越こえ、東海道を東へ向かい、夕暮れが近づくころ、彼は往路で翔たちに襲われた付近を再び通りかかっていた。

　翔はそのとき、昨日輪人に車をつぶされ、全身擦すり傷きずだらけになって、仲間同士でばんそうこうの貼はり直しをしあっているところだった。荒野のむこうから砂ボコリを蹴け立たてて走ってくるジープを見つけ、ハッと立ちあがって双そう眼がん鏡きようを目に当てる。

「あいつだ！　あのメガネ野や郎ろうが戻って来やがった！　よし、道をふさげ！」

　翔の命令で、少年たちは倒たおれかけたビルのほうへ走っていく。そこには、一日かけて集めたダイナマイトが山積みになっていた。ライターで火をつけて、少年たちは逃にげだす。ドカン、と爆ばく音おんが轟とどろき、倒れかけていたビルが道の上にズシーンと倒れた。まるで花か瓶びんが割れるように、コンクリートが飛び散り、もうもうと灰色の砂ボコリが舞まう。

「む？　道が……ふさがっているのか？」

　輪人はブレーキを踏ふむ。とたんに、翔たちがわらわらと車のまわりに集まった。手に手に、鉄パイプや改造散さん弾だん銃じゆうなどの武器を持っている。輪人は厳しい目で、彼らを見回した。

「わざわざ武器を調達してきたのかね。意外にマメだな。ところで道を壊こわしてくれたようだが、迂う回かい路ろを知りはしまいか？」

「アホか、知ってても教えるかよ！　必ず復ふく讐しゆうすると言ったはずだぜ、勝ち逃げできるとでも思ってたのかぁ？　んん～？」

　翔はニヤニヤ笑いながら、輪人のこめかみに散弾銃の銃じゆう口こうを押おし当てる。仲間たちが、笑いながら言った。

「翔、撃うっちまえよ。そいつのツラが気に入らねーんだ」

「まー待て、もう一人の居場所を聞かなきゃならねーからな。奴やつはどーした？」

「呉羽君ならば、途と中ちゆうで分かれた。さあ、答えたのでここを通したまえ」

　冷静な口調でそう言った輪人に、翔は顔を近づけてすごんできた。

「フザケんなよ、このメガネザル！　そんな答えで済むと思ってんのか、俺は二人ともに仕返ししなきゃ気がすまねーんだよ！　奴が来るまでテメーはおとりだ、車から降りやがれ！」

「残念ながら、ぼくは先を急ぐのだ。ごちゃごちゃ議論している暇ひまはないのだ」

「そっちにはなくても、こっちにはたっぷりあるんだよ！　テメーらをいたぶるための時間がなぁー！」

「やれやれ……粘ねん着ちやくご苦労様だな。あと六時間だ、あと六時間でぼくは東京まで戻らねばならない。用が済めば戻ってきてやろう、そうすれば煮にるなり焼くなり好きにさせてやる。まずは迂回路を教えてくれればな」

「だからアホかってんだ、誰がこのまま逃がすかよ！　俺をごまかせると思うなよ。とっとと降りろと言ったら降りやがれ、でなきゃ降りたい気分にさせてやろーか？　テメーのためにダイナマイトを探してやってる最中に、敵性少女にぶっ壊された自衛隊のジープからいいものをガメてきたんだぜぇー！」

　勝ち誇ほこった翔は、テンションが高い。先を急いでいる輪人はじりじりして、うんざりしたため息をつくばかりだ。

「話のわからない奴だ。六時間後には殺されてやると言ってやっているのに」

「タラララッタラー！　見やがれっ、時限爆ばく弾だんだぜ！」

　爆弾にタイマーがついた、目覚まし時計ほどの大きさの爆弾を翔は取りだし、ジープの扉とびらにぺたっとくっつける。

「さあどうだ！　こっぱみじんになりたくなけりゃあ降りやがれ！」

　だが、タイマーの数字は全く動いていない。翔は「あれっ」と、文も字じ盤ばんを見つめる。

「う、動いてないぞ？　不良品か？　こいつ、スイッチを英語で書いてやがって、何が何だか……だいたい俺は、スイッチ関係は弱いんだよなぁー」

「何してんだよ、翔！」

　少年達が呆あきれて怒ど鳴なるが、彼らにしてもやはり時限爆弾の使い方などわからない。

　そのとき、輪人が時限爆弾をジープのドアからはがすと、文字盤の周りのボタンをポポポンと押した。

「こんなものの使い方も知らないのか。敵性少女の攻こう撃げきの前からまじめに学校に行っていなかったのではないのか、君たち？」

「な、何だ？　テメー、言ってることが妙みようチクリンだぞ？　あと……な、なんで時限爆弾を腹に巻いてんだよ！」

　翔は目を白黒させる。輪人はグローブボックスに入っていたガムテープで時限爆弾を腹に巻きつけたあと、翔の腕うでを引っぱって、ジープの中に引きずりこんだ。

「わーっ！　何しやがるっ、テメーかなりイカれてんじゃねーか？」

「言っただろう、猶ゆう予よは六時間でいいのだ。六時間以内に仲間のもとに戻もどらなければ仲間は死ぬ、それを救えなかったぼくも死んでわびるしかないのだ！　だから時限爆弾を腹に巻いたのだ。信じられないだろうから君はぼくに同行して、ぼくが時限爆弾を外さないよう見張っているがいい。六時間経たなくても、ぼくが仲間に伝え終えれば、その場で撃ってもかまわないということにしておこう。悪い条件ではなかろう、そういうわけで迂回路を教えたまえ、可か及きゆう的てき速やかに！」
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　助手席に頭から逆さまにつっこんでひっくりかえっている翔に向かい、輪人は厳しくどなる。

（な、何だ、このバカは？　何を勝手なことを勝手に決めてんだ、なんで決定権がテメーにあるんだ？　こいつ本物のバカだっ！　時限爆弾を腹に巻くなんて尋じん常じようじゃねえ、時限爆弾をセットできるんならそれをタテに俺らを脅おどして迂回路を聞き出す事だってできるだろうがよ！）

　翔は、改造散弾銃を片手に、助手席に座りなおし、輪人のこめかみに銃口を当てた。輪人は、黙だまって翔に目を向ける。早く迂回路を教えろ、とその目が傲ごう慢まんに命じていた。

（やっぱりすげえバカだ、こいつ！　命いのち乞ごいのための作戦じゃねえ、マジで命なんか惜おしんでやがらねー！　こ、こんなバカとまともにやり合ったら、完かん璧ぺきタダじゃすまねーぜ！）

　翔はぞっとする。輪人がイラ立って、口を開いた。

「どうしたのかね、君。ぼくの言っていることが、聞こえなかったのかねっ？」

「あっ……う、迂回路だったな。教えたらテメー、本当に六時間後にはきっちり死ぬんだろうな！」

「この轟田輪人、たとえ相手がウジ虫以下のクズ野や郎ろうでも約束は守る！　それがぼくのプライドだ！」

「さりげなく個人攻撃しやがったな、今。エラそうなことを言ったって、人間なんぞしょせんは卑ひ怯きよう者ものだぜ。俺の仲間達だって、生きるのに有利だからくっついてるだけで、何かありゃあすぐに逃にげちまうのさ。テメーだって、カッコいいこと言って俺がごまかされるって期待してんだろ？　そうは行くかよ、しっかりテメーが死ぬところを見届けてやらぁ！　車を出しやがれ！」

「えっ……しょ、翔、こいつと行くのかよっ？」

　少年達は驚おどろいて、翔に尋たずねた。輪人はこめかみに銃じゆうを当てられたまま、フンと鼻を鳴らす。

「自分がクズ野郎だからって、ぼくも同じだと思うのは心外だが……とりあえず銃を置け。素人が扱あつかって暴発でもしたら、今はまずい。仲間のところについたら、いくらでも撃うたせてやる。それと迂回路をとっとと教えるのだ、いくらヘボ運転のノータリンであれ、君も一応は車を運転していたのだから、そこそこのナビゲートを期待しているぞ」

「テメーほんとにムカつく奴やつだな！　左へ行け、涸かれた川がある。川沿いに走れば道を抜ぬけられるぜ」

　翔に教えられたとおり、輪人は車を走らせる。翔の仲間たちはポカーンとして、突とつ然ぜん去ってしまった翔を見送っていた。

　ジープは数分後、涸れた川に入り、小石がしきつめられて砂利道のようになった昔の川底を走っていた。数十センチもの断層にアスファルトが分断され、瓦が礫れきの山となっている道路に比べて、いっそ走りやすい。

　翔は輪人に顔を向け、いらだつようなムカムカするような気持ちで尋ねた。

「テメーはどうしてそんなにバカだ？　命をかけてまで守る仲間なんかいるのかよ、しょせん他人だろ？」

「命をかけて頼たのまれたのだ、それを守るのが男というものだ。理り屈くつではない、これはプライドというか、意地の問題なのだよ！」

「やっぱ何を言ってやがるのかわかんねーな、テメーがバカなのか俺がバカなのか……」

　ため息をついている翔の耳元で「チュンッ」っと、ごくごく小さな音が鳴った。翔は反射的に上半身をかがめる。弾だん丸がんは翔の耳元をかすめて、飛んでいく。

「だっ……誰だっ、こんな危ないことをしやがったのは！」

　口くち汚ぎたなくののしりながら顔を上げた翔が見たものは、７ナ６ム３サンと呼ばれる機き甲こう巨兵だ。武器を全身に搭とう載さいし、かなり重量が重くなっている。

「な……何だっ、あのロボットはーっ？」

　翔は目を白黒させながら、指さして叫さけぶ。輪人はハンドルを固く握にぎって、アクセルを踏ふみこんだ。

「機甲巨兵だ。どうやらぼくがユビキタスに引っかからないので、近くの基地から発進してきたということではあるまいか？」

　７６３はジープに向けて、自動追つい尾びミサイルを放ってきた。翔は悲鳴を上げる。

「うわうわうわうわ撃ってきたっ！　さささささ避さけろよっ、寝ねてるのかボケ！」

「ボケだぁー？　ド素人が知ったような口きいてんじゃねえぜオラア！」

「じ、人格変わってますよ？」

「自動追尾ミサイルには飛行機みたいな逆ぎやく噴ふん射しや装置もなきゃあ、車のようにブレーキをかけられる地面との摩ま擦さつも無いってわけよ！　つまりだなぁー、こいつぁチキンレースと同じってこったぜえ！　ミサイルがまだ遠いのにハンドルを切るビビリのチキン野郎はミサイルに当たっておだぶつ、だが俺様みてぇな神業ドライバーは……」

　輪人は、ミサイルがジープすれすれまでやってくるまで待って、ぐいっとハンドルを切る。ジープは片輪を上げて急角度で曲がり、止まれないミサイルは地面に突つっこんで爆ばく発はつした。

「ひいいいい！」

　翔はジープから振ふり落とされまいとして、ドアに必死にしがみつく。７６３はまだ追ってきている。機体が重いせいかスピードが出ていない。けれど、着々と距きよ離りは縮まっている。ジープは片輪走行から元に戻もどり、走りつづける。翔は何度も振り返って叫んだ。

「おいっ、もっとスピード出ないのかよ！　追いつかれてるぞ！」

「足りない脳ミソを動員して聞いていただきたいが、この瓦礫の上でこれ以上スピードを出せば、タイヤがすべりグリップ力が弱まって、かえってスピードが落ちるのだ。すなわち、今のこの回転数が最善ということなのだよ」

「いばってる場合じゃねーぞ！　ミサイルは避けられても、追いつかれて直接攻こう撃げきでもされたらどーすんだ！　……クソッ！」

　翔は先ほどまで輪人の頭に突きつけていた改造散さん弾だん銃じゆうを、７６３に向けて撃った。弾丸は簡単にはじかれてしまう。輪人はどなった。

「どこに脳ミソを置いてきたのかね、君は！　ライフル弾だんならまだしも、豆まめ鉄でつ砲ぽうのような散弾銃が機甲巨兵に通用するとでも思うのかね！」

「知るかよ！　こちとら、こんなの見たの初めてなんだからよ！　ムカつくヤツだぜ！　仕方ねー、そこ右に曲がれ！」

「右？　何があるというのかね？」

「いいから曲がれ！」

　翔は散弾銃の銃じゆう身しんで輪人の頭をこづいた。輪人はムッとしながらも、言われたとおりハンドルを切る。他と変わらない、瓦礫に埋うまりひび割れた舗ほ装そう道路、と見えたが……ひび割れを前にして、翔が叫んだ。

「アクセル踏むな！　慣性で走り抜けろ！」

「その命令口調は何かねっ、口のききかたに気をつけたまえ！」

　口では反発しながらも、輪人は言われたとおりアクセルから足を離はなす。ジープはひび割れの上を通り抜けたが、後から地面すれすれを飛んできた７６３のバーニアから、突とつ如じよ、青い火が上がった。

「何っ？」

　輪人はバックミラーをのぞきこむ。火はバーニアからひび割れに向かって、突き刺さすように伸のび、次の瞬しゆん間かん、地面が突とつ然ぜん膨ふくらんだかと思うと、大だい爆ばく発はつを起こした。

　シャボン玉が割れるように地面がはじけ、アスファルトや瓦礫が７６３を襲おそう。突き上げる衝しよう撃げきに、７６３はバランスを崩くずし、道路に突き刺さって動けなくなった。アスファルトには粘ねん度どがあるため、粉々に砕くだけるコンクリートと違ちがい、トリモチにかかったような状態になってしまったのだ。

「ラッキー！　あのデカブツ、足が止まったぜ。ああ、もうアクセル踏んでいいぜ」

　翔は手を目の上にかざして、振りかえる。輪人は信じられないように、バックミラーを何度も見た。

「もしや、道路の割れ目からガスがもれていたのかね？　君は、それを知っていたわけだな？　だが、いったい何が爆発したのだ？　ガスの供給が止まってからかれこれ三年になるのだから、ガス漏もれを起こしているガス管があったとしても、とっくにガスは散ってしまっているはずだが？」

「んなこた知らねーよ。ただ、このあたりのショバを夜中に走り回ってると、ときどきあそこから火が上がってんのが見えてたんでな。くせぇし危ねーから、ふだんは近寄らねーようにしてんだが」

「くさい？　……はっ、そうか、道路の下に下水管が通っているのだ！　下水も流れなくなってかれこれ三年、下水管の中で細さい菌きんに分解されてメタンガスが発生していたのだ！　まさか、君のようなノータリンに助けられるとはな」

「誰がノータリンだ！　テメーの頭はこの俺が吹ふっ飛ばさなきゃ気がすまねーからな、あんなヤツにぶっ殺させるわけには行かねーんだよ！　だから、とっとと仲間の所とやらに戻るんだな！」

　どこまでも失敬な輪人に、翔はかみつきながら散弾銃を向けた。やれやれ、と輪人はため息をついた。







四章　未来を決める者







　静せい矢やは、激しく咳せきこんだ。口の中が砂でじゃりじゃりしている。

　口をゆすぎたい……と思って周囲を見回した。先ほどまでの刺すような砂さ漠ばくの太陽は消え、薄うす暗ぐらい闇やみが広がっている。

（洞どう窟くつか……？　砂漠の下に、洞窟があったのか？　どうして砂で埋もれないんだ？）

　ぺっぺっ、と砂をつばとともに吐はいて、静矢は立ちあがった。目がまだ慣れない。サラサラ……と、上から砂が降っていたが、やがて止まった。音の反はん響きようから考えると、天てん井じようはかなり高いらしい。砂といっしょに落ちたため、クッションになっていたようだが……。

　闇の中、手さぐりしながら歩いていくと、ふと、そばに人の気配がした。はっ、と目をこらす。ガラスのような、硬かたくて冷たい材質……その向こうに、白くぼんやりと人の姿があった。白銀の髪かみ、端たん整せいな顔立ち、光ひかり輝かがやくように美しい裸ら体たい……両手を、エジプトのミイラのように胸の前で組んで、そこに立っている。

「ルシャナっ？」

　静矢はびっくりして、後ずさった。ガラスの筒つつの中で、少女は目を閉じている。目が慣れてくると、その筒が延々と並んでいるのが見えてきた。中に人が入っているものと、そうでないものがある。

「な……何だ、ここは？　まるで、ガラスの筒が森みたいに……」

「ウームだ」

　背後から聞こえたルシャナの声に、静矢は振ふりかえる。ガラスの筒の間から、ルシャナが歩み出てきた。

「子宮ウーム？」

「受精卵から人間を作る工場だ。本来は遺伝子時計が制せい御ぎよする成長ホルモンを、コンピューター制御で成長の各ステージに必要量投とう与よすることで、一年ほどで受精卵から成体を完成させる。このような工場が各地にあり、わたしもそこで作られた」

　ルシャナが手をついているガラスの筒の中には、黒くろ髪かみの少女……シュラが入っていた。裸はだかの全身に銃じゆう創そうが見えるが、薄うす皮かわがはり、肉芽が盛りあがって、治ち癒ゆしつつある。静矢は驚おどろき、目を見張った。

「シュラ？　生きているのか？」

「治りつつある。人間の傷は、くっつけておけば一日もあれば癒ゆ着ちやくする。死ぬのは血管が傷ついて血液が失われたり、脳が損傷を受けることで体の統制が取れなくなるからだ。ウームの中で、成長ホルモンの配合を制御すれば、傷害部分を修復できる。脳神経細さい胞ぼうを含ふくめて……そのために、わたしはわたしの時代に戻もどってくる必要があった」

「わたしの時代？　……ここはどこなんだ、ルシャナ？　地形を見れば、俺の故郷のようにも見える……けれどまったく違ちがう」

「そのとおり、ここは仏生山……おまえの故郷だ」

　ルシャナは髪をかきあげ、シュラが入った筒の前に、ひざを組みながらどっかと座る。

「ただし……一万年未来の、な」

「一万年？」

　静矢は、すぐにはルシャナのことばを信じられなかった。右耳をかっぽじり、続いて左耳をかっぽじり、それでも理解できなくて、顔を両手でパンパンとたたく。

「未来……だって？　時間を超こえたってことか？　委員長が言ってた、時空連続体がどうのってヨタ話が、まさか正解ビンゴだったのか？　いや待て、やっぱりありえない！　おまえが未来から来たとしたら、なんで過去を攻こう撃げきする？　過去の人間が死んだら、タイムパラドックスってやつが起きて、未来の人間が全部いなくなったりしないのか？」

「富士の樹海を知っているか」

「青木ヶ原樹海か？　自殺の名所の？」

「自殺の名所……だったのかもしれないな、自らの位置特定の方法が方位磁石しかない時代ならば。あそこは鉄分の多い溶よう岩がんのために、磁石が狂くるう。だがおまえたちの時代にはもう、モバイルＧＰＳが発明されているのだから、樹海ごときで迷子になりはしない。時間も同じだ……絶対軸ジヤイロが発明されたことで、過去と未来の全ての系を相対的に比ひ較かくし管理できるようになったのだ。四次元の時空連続体の中でただひとつ、不動なるもの……『四次元ジャイロ装置』だ。そこにダイモンがいる」

「大だい門もん？　大門軍ぐん造ぞう？　……いや、片仮名か？」

「大門軍造であって大門軍造ではない。彼の人格データの全てを持っているが、同時に、ビゲームなどオンラインで取得した何億という人間による知識や仮想人格のデータを持っている……数億人分の知性を持った存在だ。数学者ラプラスは、宇宙に存在する全ての物質の位置と運動量を知ることで未来を正確に予測できる『ラプラスの悪魔ダイモン』という概がい念ねんを打ちだした。四次元ジャイロの開発は、その仮説がもとになっている。完成には、おまえたちの時代から数えて二千年を要したという。ダイモンは四次元ジャイロの中で過去の修正を行った……人類の未来のために、誰かが時空を支配し、その流れを修正せねばならなかったのだ。そのために、われわれは過去を破は壊かいした。滅ほろぼすためではない。滅ぼさないためにだ」

　ルシャナは、ずらりと並んだ子宮ウームの筒を白魚のような指で示した。

「なぜわれわれが全員女なのか……なぜウームが必要なのか、わかるか？　おまえたち男は千年後に滅亡したからだ」

「滅亡？　いなくなった……ってことか？　男が？」

「三億年前から決まっていた運命だったのだ。地球上の生命体は、常に新しん陳ちん代たい謝しやを行うことで、生命全体の絶ぜつ滅めつを回かい避ひしてきた。新しい命を生みだすことのできない極相林は、山火事によって焼け、日の当たる原野になる……そこに新たな生態系ができ、競争が起こって、より強い生命体が進化していくのだ。恐きよう竜りゆうが滅びたのも同じこと……彼らは巨きよ大だい化かしたことで絶頂を迎むかえたが、それは同時に、成長に多大な時間とエネルギーを必要とし、小型哺ほ乳にゆう類るいとの生存競争に負ける運命でもあった。運命はすでに最初から定められていたのだ……アンモナイトも、隆りゆう盛せいを極めながら、最後には遺伝子が狂った異常な巻貝が増えて滅んだ。人間が自殺遺伝子による予定細胞死プログラムドセルデスで、年老いて死ぬことを運命づけられているように、生命体そのものにも、新陳代謝として『プログラムドスピーシーデス』……『予定種族死』というべきものがある。環かん境きよう変化や遺伝子変化によって、どのように守ろうとしても絶滅してしまう種がある。哺乳類がまさにそれだった……おまえたちの時代からわずか千年後、全ての哺乳類からＹ染色体が失われる。すなわちこの地球上から『男』がいなくなるのだ」

　ルシャナは、恐おそろしい絶滅の物語を淡たん々たんと語った。静矢は息をのんで、信じがたい未来の物語を聞いた。

「三億年前。哺乳類の一対の染色体の片方に、ＳＲＹスライという遺伝子が入りこみ、これがＹ染色体となり……入らなかった片割れはＸ染色体となった。性染色体ができ、性別が生まれたのだ……男はＸＹ、女はＸＸとなった」

「中学の保健体育の時間に習った覚えがある。精子の中にはＸかＹが入ってて、Ｘが受精したら女、Ｙが受精したら男になるんだろ」

「男のほうがたくさん生まれる……ということは、知っているか？」

「確か、男のほうが体が弱いから、女百人に対して百五人生まれてくると習ったが？」

「体が弱いから……は結果論だ。Ｙ染色体が入った精子が、Ｘ染色体の入った精子より軽く、運動性が高い結果、受精の確率が高いということだ。おまえの時代……Ｙ染色体はＸ染色体の三分の一の大きさしかない。三億年前には同一の染色体だったものが、どんどん欠損して短くなっていったのだ。男も女も、その『設計図』はＸ染色体にある。ＳＲＹが、その設計図の中にある『男用の設計図』を動かす……Ｙ染色体には、それだけの役目しかない。それ以外の部分は、精子を作るときの分ぶん裂れつでＸ染色体と対合するときに削けずれて行き、計算によれば一千万年後にＹ染色体は全て削れて消えてしまうと予想されていた」

「それは……哺乳類のオスがいなくなるっていうことか？」

「そうだ。だが何事も計算どおりには行かない。ＳＲＹはＹ染色体の短たん腕わんの末まつ端たん付近に存在し、そのそばにはＸ染色体と共通するＰＡＲパールという領域がある。この領域がＸ染色体と対合したとき、側にあるＳＲＹが影えい響きようを受けてはじかれ、精子の持つＹ染色体の中にＳＲＹが含ふくまれなくなる、という現象が突とつ然ぜん、多発したのだ」

「Ｙ染色体にＳＲＹが含まれない……と？　受精しても男にならない？」

「そうだ。たちまち、ＸＸとＸＯの女性ばかりになった。だからわれわれは、女しかいないのだ。遺伝子工学によって、卵子から擬ぎ似じ精子を作る技術は、おまえたちの時代にすでに開発されている。われわれは卵子と擬似精子を人工授精させ、それだけでは不足する成長に必要な要素をこの子宮ウームの中で与あたえて、成人を生みだすシステムを作ったのだ」

「人間を人工的に……作っているというのか？」

「男がおらず自然発生しないのだから、他に方法はあるまい。他の哺乳類は、ＤＮＡの形で保存してある……子宮ウームは、人間以外のものを増やすほどの数が無いのでな。維い持じするためには莫ばく大だいな資源とエネルギーもかかる。現在、地球の人類の総数は五十万人だ……人類創世の時代と同じ数になってしまった。その数しか、維持することができないのだ。男さえいれば、科学文明に頼たよらなくともいとも簡単に増えるはずの人間が、人口の子宮ウームでは、半数以上が発生を完了することなく消滅する。空からの子宮ウームはそれだ……そのおかげで、シュラを治すこともできたわけだが」

　ルシャナは、子宮ウームに額をくっつけて、中にいるシュラを見つめる。

「アッ＝シュラは、わたしと同じ製造単位ロツト。人口が減ってくると、定期的にこの工場では凍とう結けつ保存しておいた卵子と、卵子から作った擬似精子を受精させ、受精した卵のみを選びだして、一粒つぶずつ子宮ウームに植えるのだ。わたしとシュラは同じとき、同じ工場で生み出された。それが同じ製造単位ロツトということだ」

「小学校の夏休みに、そういうのをやった覚えがあるぞ。脱だつ脂し綿めんの上に朝顔の種をまいて、発芽したやつだけ植うえ木き鉢ばちに植えかえるってやつをな。けど……それと過去の人間を攻こう撃げきするのと、何の関係があるんだ」

「男が弱い……と、おまえはさっき言ったな」

「ああ」

「そうだ、男は弱いのだ。体も、精神も……おまえたちの時代、すでにその兆候は現れていただろう。女が強くなったのではなく、男が弱くなったのだ。平和な時代が続けば、男は弱くなる。女が強い男ではなく、自分の思いのままになる弱い男を選んで結けつ婚こんし、弱い子孫ばかりを残すからだ」

「そう……なのか？」

「ダイモンはそう言った。強く優すぐれた男の遺伝子のみを残すよう、『進化の選せん択たく圧』をかけることを思いついた。時間を超こえる研究に、数千年を費やした……その間、われわれ女はその研究を進めるためだけに存続してきた。ふたたび男を取りもどさないかぎり、科学文明がなければ増えられない生命体など、もろい。いつかは滅ほろびてしまう。ダイモンは卵子と擬似精子から女を作りつづけ……ようやく、重力の特異点を利用してゲートを開くことに成功した」

「それが仏生山の？」

「そうだ。最終的に、安定したゲートがそこだった。ゲートは長らく不安定なものだった。研究段階で、ゲートをくぐった人間が帰ってこなくなることや、ゲートをくぐっている途と中ちゆうでゲートが閉じて体が寸断されることなどザラだった。わたしが仏生山の池に落ちたあのとき……わたしは死を覚かく悟ごして、実験に志願したのだ」

「その実験が成功したから、攻撃を仕し掛かけてきたってことか……」

「そうだ。仏生山に開いたゲートは、ごくごく狭せまい。ダイモンは、本当は巨きよ大だい戦せん闘とう空母を送って、世界全体を同時攻撃するつもりだった。しかし、未来から送れるのは人間ほどの大きさのものに限られていた……そこで機き甲こう衣を開発し、われわれが攻撃に向かったのだ。われわれだけでは、世界を攻撃することはできない。そこでまず、日本を攻撃することにしたのだ。島国であり、東西両りよう圏けんの中間にあって、諸外国がその所有権をめぐって牽けん制せいしあうため、他国の干かん渉しようを受けにくいと考えてのことだ」

「まず……ってことは、次があるってことか？」

「ゲートを広げる必要がある。だが、トンネルを両方の出口から掘ほり進み真ん中で繋つなぐように、ゲートも過去と未来、両側から開けばより大きなゲートを開くことができる。仏生山のクレーターよりも大きな重力異常を起こすものとして、ダイモンは富士山を選んだ。わたしの部下たちは、人間を『選択』し『強いＹ染色体を選せん抜ばつする』かたわら、富士山を爆ばく破はするための設備をこの三年間、作りつづけてきたのだ」

「富士山を爆破っ？　それで……その、戦闘空母とやらが、この時代に飛んで来るってのか？」

「ダイモンの計算では、それが通過するのに十分な大きさのゲートが開くはずだ」

「世界中を同時攻撃するのか？」

「ダイモンは四次元ジャイロの中にいる。過去が変われば、われわれは相対的な過去からの流れの中に生きているのでそれに気づかないが、絶対的な時空系の中で生きているダイモンだけはそれに気づく。ダイモンが『再さい選せん択たく』計画を中止していないということは、日本を少しばかり痛めつけたぐらいでは、強いＹ染色体がまだ一万年後まで残るようになっていない……ということだろう」

　ルシャナは淡たん々たんと語るが、静矢はヘビに狙ねらわれているような恐おそろしさを感じ、裸はだかの背中からぞわぞわと脂あぶら汗あせが流れていた。

「未来が変わるまで、攻撃をやめないってことか？」

「今この未来が実際、変わっていないのならばな。ダイモンは、非常に高度な計算のもと、過去に介かい入にゆうしている。数億の人間の英知をもってすれば、たやすいこと……。だが、人間は意外に変わらないものなのだ。残念なこと、だがな……」

「未来を変えるために過去を叩たたく？」

「そうだ。鉄を鍛きたえるように、過去の人間を叩いて、本当に強い者だけを残す……彼らのＹ染色体もまた強い生命力を持っているはず。そうやって、Ｙ染色体を一万年後の世界に残すためだ。そして呉くれ羽は静矢……おまえは、生命力と知ち恵えを振ふりしぼって今まで生きてきた。わたしはおまえを評価している……」

　ふと、シュラが入っている子宮ウームが黄金色に輝かがやきはじめた。

「完かん了りよう間近……だな。良かった……」

　黄金の光に照らされたルシャナの横顔が、ひどく優しい。静矢は怪け訝げんに感じた。

「やっぱり……」

「え？」

　ルシャナは静矢に顔を向ける。静矢は、ためらいがちにたずねた。

「やっぱり、心があるのか……おまえたちには？　どういう作られ方をしても、俺たちと同じ人間だから……？」

「こころ……」

　ルシャナは、静かな瞳ひとみで、自分の胸を押おさえる。

「わからない。われわれは心を育てられないまま成長する……もし心があれば、死の恐きよう怖ふには耐たえられない。まして、種族全体の死である絶ぜつ滅めつへの恐怖に向きあったまま生きてゆくことなどできない」

「それは、ダイモンとやらの口上だろう。ビゲートピアを見てればわかる……どんなにすばらしい理想があったとしても、『愚ぐ民みんを支配し良い方向へ導いてあげましょう、何も感じず何も考えなくていいんですよ』なんてヤツはただの、いけすかない独裁者だぜ」

「わたしも、そう思う……。おまえとふれあって、そう思った。わたしがこうしたいと思うこと、感じたこと、それを否定されると非常にムカつくものだ……と」

「ムカ……つく？」

　ルシャナの語ご彙いとは思えない、いささか下世話な言葉づかいに静矢は違い和わ感かんをもつ。

「そうだ、ムカついたのだ、わたしは。わたしの同一製造単位体いもうとを救いたい……シュラを助けたい、と思った気持ちを、命令違い反はんだとして否定されたことが。わたしは戦士だ、わたしに命令することはかまわない。だが、わたしの心に命令することは誰にも許さない……おまえを見ているうちにそう感じるようになってきたのだ、呉羽静矢。だからわたしは、自分の心の命令を聞くことにした。わたしも、人類を救いたい。ダイモンのやりかたで人類を救えるかどうか……疑問を抱いだきはじめたのも確かだ。シュラが死んだとき、わたしははっきりとその疑問を認識した」

　ルシャナは、静矢の目をじっと見つめて語る。

「おまえたちの時代から、さらに千五百年の昔……たまたま、サカキノミヤツコという名の男が仏生山のゲートからこのウームに迷いこんだ。当時、ゲートはまだ不安定で、いつどの時代につながるかわからなかったのだ」

「サカキノミヤツコ？　どこかで聞いたような……」

「男は、ウームを『竹林』だと勘かん違ちがいしていた。そして黄金に輝く竹から、まだ赤子だったシュラを連れていった」

「それも……どこかで聞いた話だな」

「ウームで成長ホルモン投とう与よを受けているため、シュラはふつうの人間の子より早く成長した。しかしウームから離はなれていたために、未来にいたわれわれよりは成長に時間がかかった……その間にシュラには『心』が育っていたのだ。満月の夜、潮ちよう汐せき力が最大となって不安定だったゲートがどうにか人が通れる大きさまで開いたので、すでに成長を終えていたわれわれがシュラを迎むかえに行ったのだ」

「どうして育つまで待ったんだ？　時間をさかのぼれるなら、シュラが連れ去られた直後に戻もどって連れ戻せば、心が育つ時間を与あたえることもなかっただろ？」

「ゲートは時空連続体を、かすがいのように接続する。ゲートがつながれているあいだ……すなわち、ゲートの開始から終しゆう了りようまでの時間、ゲートの向こうとこちらで時の流れは同じなのだ。そのため、われわれがシュラを連れ戻しに行く準備を整える間に、シュラも過去で時を過ごしてしまった。わたしが最初におまえと出会ったときは、あのあとすぐにゲートが消えたから、大だい破は壊かいの日までおまえは六年を過ごしたが、わたしにとっては数ヶ月のことだ。シュラを連れ戻しに行ったのは、その後になる。しかし大破壊の日にゲートをつないでから今までは、そちらとこちらの時間の流れは同じだった……と、いうことになる」

　ルシャナのことばを聞いて、静矢も、初めて彼女に出会ったときのことを思いだす。小学二年生の初夏の日、肝きも試だめしにおとずれた仏生山の平池へいけのほとり……波立つ水面みなもに、千々にくだける満月の光。そして白銀の衣を木の枝にかけて、水の精のように泳いでいたルシャナの白い体……。

　ぽんっ、と静矢の顔が赤くなった。つられて、ルシャナの冷れい徹てつな面差しに戸と惑まどいが走る。

「な……何を、顔面の皮下毛細血管の血流量を上げているのだ！」

「い、いや、気にするな」

　一番気になっているのは、静矢自身だったが……。ルシャナは、コホンと咳せきをする。

「わ、われわれには……『遊び』という概がい念ねんが無い。機械は何かの目的のために作られる……われわれも同じだ、目的のためにダイモンによって作られた。だから、ダイモンの目の届かないところで……わたしは遊んでみたかったのかもしれない。シュラは意識していなかったが、彼女はときどき遊んでいた。戦せん闘とう中、猫ねこがネズミをいたぶるように……という意味だが、な」

　ルシャナは、静矢と目を合わせないようにしながら、話をつづけた。

「シュラに『遊び』があったのは……未来に連れ帰って、ダイモンは彼女の脳をリセットしたが、『家庭』で育てられた『心の記き憶おく』が残っていたからだ。何かにつけ、反はん抗こう的てきであったり、短気であったり……それは、傲ごう慢まんのようでもあり、おまえたち人間が見せる『甘あまえ』のようでもあった。シュラはわれわれの中では異い端たん。戦せん闘とう力りよくこそ強力だが、その服従能力などは落ちこぼれ的な存在だと言っても良かった。その人間的な心に、わたしも引きずられたのかもしれない。わたしはシュラを正そうとしたが、結局人間は、人間としての本能に従うものなのだろう」

「思い出した！　『竹取物語』か？」

　静矢は、思わずウームの中のシュラに目を向けた。白い肌はだ、長い黒くろ髪かみ、美しい顔立ち……昔話の中の挿さし絵えを、思いだす。

「あの時代ならば、戦闘空母が無くとも、われわれ『戦姫』だけで世界の全てを相手できたが、残念ながらあの時代につながったゲートは不安定だった。それでも連れ戻さねばならなかった、わたしも死を覚かく悟ごで迎えにいったのだ。シュラの頭脳には、幼いとはいえウームからインプットされたさまざまなデータが入っている。その記憶の封ふう印いんが解ければ、過去を変えるようなさまざまなことを人に伝えてしまうだろう」

「過去に連れて行かれて、『戦姫』に不適格な性格になったシュラを、洗脳リセツトしなおしただけで再利用したのか？　音楽用のカセットテープだって、何度も録音しなおせば音質は劣れつ化かするし、前に録音していた音が消えきらずに残ってしまうのに」

「この砂さ漠ばくを見ればわかるだろう……少子化どころのさわぎではない！　働く人間がいないのだから、文明世界全体が縮小していくのは当然だ。工場を作る人間も管理する人間もどんどん減っている、工場で生み出される人間は貴重で、そうそう簡単に廃はい棄き処分にするわけにはいかないのだ」

　ウームの中のシュラのまぶたが、ぴくぴく、とわずかに動いた。おや、とルシャナは彼女の顔をのぞきこむ。

「どうやら、そろそろ傷の修理が終わるころだな。傷がふさがったら、どうするか……ダイモンは命令違い反はんをしたわたしを許しはしないだろう。洗脳リセツトだろうな」

「洗脳リセツト？　そんなものですむのか、大門のような独裁者なら、見せしめに公開処しよ刑けいにでもしそうなものだが……」

「いいか、呉羽静矢。何かを作るには材料やエネルギーが必要なのだ。われわれには数が足りない、この工場を維い持じするにも、この工場に流れてくる原材料を採さい掘くつするにも、人が足りない。同じことが二十世紀に起こったことをわたしは知っている……」

　ルシャナは、ガラスの中のシュラを見つめながら言った。

「十九世紀、フランスではジュモーなどの高級ビスクドールを作っていた。それは完かん璧ぺきな芸術品として作られ、品質も非常に良いものだけが選ばれて残りは捨てられていた……だがドイツの廉れん価かなビスクドールとの価格競争の結果、手間も材料も無む駄だにできなくなり、それまではハジかれていた品質の悪い人形も再利用され、市場に流すようになった。われわれも同じだ……一人の人間をウームで作り上げるには、多大なエネルギーが要る。歩留まりも悪い。せっかく完成までこぎつけた貴重な人間を無駄にはできない……とくに『戦姫』となる資質を持たせた人間はな」

「資質を持たせた？」

「働きバチと女王バチのようなものだ。だから、シュラも再利用された。それにダイモンは四次元ジャイロの中で、時と歴史を支配し管理している。ダイモンがこの世に生まれるためには『大門軍造の誕生』と『大門軍造の意識のデータ化および大量複製デユプリケート』、そして何より『大門軍造の死亡』が必要だった。今にして思えば……そのためダイモンは、大門軍造が多た国こく籍せき軍ぐんによって死亡するその瞬しゆん間かんまで、われわれにビゲートピアへの攻こう撃げきを許可しなかったのだ。シュラが育った七世紀を攻撃しなかったのは、ゲートが不安定だったせいもあるが、どのように未来が変わるか、歴史のデータが少なすぎてダイモンにも予想することができなかったからかもしれない」

「そうか。ビゲームによって大門軍造は何億という人間のデータを手に入れた……そのデータを使うことで、ヤツは地球人類全ての動向をシミュレートし、未来を予想することができる……『ラプラスの悪魔ダイモン』のように、か。つまりダイモンは、ビゲームができるよりも以前の歴史をいじることはできないんだな」

「そして『大門軍造の死亡』と『ダイモンによるシステム補完』が完かん了りようするとき……ビゲートピアは量産型機き甲こう巨兵を一挙に放出し、『再さい選せん択たく』を完了させる。われわれ戦姫が富士山に作っていたゲートを発動させ、戦闘空母をおまえたちの時代に送る」

「世界が、完全にダイモンの支配下に置かれるってわけか」

　うなずくかわりに、ルシャナはそっと顔を上げた。天てん井じようから、ふたたび、砂がパラパラと落ちてきていた。

「流砂というのは、底なし沼ぬまのように思えるが、たいてい一、二メートルほどの深さしかないものだ。流砂の底に、子宮ウームへの入り口があるわけだが……内部からロックしておいたのに、こじ開けようとしているようだな」

　静矢も、ハッとして顔を上げる。ドサーッ、と砂が一気に落ちてきた。太陽の光がさしこんで、辺りが明るくなる。光の中、十機ものキマイラが立っていた。ルシャナはため息をついて、前まえ髪がみをかきあげる。

「さて……『時間稼かせぎ』のネタも尽つきた。一機相手でも至難の相手、ましてわたしの機甲衣はほとんど機能を失っている。どうするか……」

「諦あきらめるか？」

「おまえは諦めないのだろう、呉羽静矢。生きるために、今も何か考えているのだろう」

「期待されすぎると、プレッシャーだな」

「いや、わたしも今は考えている。それが人間だ、死ぬまさにその瞬間まで生きることを考える、それが人間なのだと……。おまえやおまえの時代の……まだ人間が人間として生きていた時代の人間たちを見ていて、それを学んだのだ」

　ルシャナは、シュラの子宮ウームのスイッチをそっと入れた。ガラスの筒つつが上にずれ、ザザーッ、と中の液体が流れだす。緊きん急きゆう停止装置のようだ。浮ふ力りよくを失い、崩くずれるように倒たおれこんできたシュラを、静矢はあわてて抱だきとめた。ルシャナは、ゆっくりと翼つばさを広げる。片翼は折れて使い物にならず、片翼だけを太陽の光の中で広げていた。彼女の後姿の輪りん郭かくが、光の中に溶とけている。

「おまえたちの時代を見ていると……われわれが生命の根源として崇すう拝はいしていたこの子宮ウームが墓トゥームに見えてくる。人類の未来を葬ほうむる、ガラスの棺ひつぎに……」

　キマイラが、いっせいにルシャナに襲おそいかかった。静矢が、シュラを抱きあげて叫さけぶ。

「勝ち目がないぞ、ルシャナ！　こういうときには逃にげとくもんだ！」

「それがおまえの作戦か、それもいいな……だが、わたしにはもうひとつ作戦がある。ウームは貴重だ……だからこいつらは、ウームを破は壊かいしてしまわないよう、またウームの中や周囲ではミサイルなど衝しよう撃げきの大きい武器では攻撃しないよう、プログラムされている。そこがポイントだ……」

　ルシャナの、生きているほうの片翼が、くるりと巻いてパラボラ状になった。白銀の羽根の一枚一枚が、鏡のように日光を反射する。

「太陽光の熱量は、一分あたり二カロリー毎平方センチメートル。一平方センチメートルあたり、一分で一グラムの水の温度を二℃上げることができる。十センチ四方の光を一センチ四方に収束すれば二百℃、一ミリ四方に収束すれば二万度……単純な計算だ」

　微び妙みような計算によって、ルシャナは光を焦しよう点てんにしぼりこむ。光は高熱のドリルのように、一体のキマイラの胸部を貫つらぬいた。他の数体のキマイラが、あわてて破壊されたキマイラを天井の外へ運びだす。ルシャナが言ったとおり、この中で爆ばく発はつされるわけには行かないということだろう。遠くで、爆ばく音おんがした。

「やるな、ルシャナ！　この勢いで他のやつらも……」

　静矢は声をはずませた。ルシャナもそのつもりで、次のキマイラに狙ねらいを定めたが……そのとき、キマイラの黒い体がフッと消えた。静矢は目をこする。

「き……消えたっ？　逃げたのか？」

「違ちがう」

　ルシャナは、目を閉じて答えた。薄うすい唇くちびるが、わずかに開かれ、かすかに振しん動どうしている。超ちよう音おん波ぱを出して、対象物に当てその位置を特定する……コウモリやイルカと同じ音響位置同定エコロケーシヨンを行っているようだ。

「ヤツはまだいる。屈くつ折せつステルスモードで、自分の背後の風景を見せて、透とう明めい化かしているだけだ」

「いるなら、攻撃できるんじゃないのか？」

「光が屈折して背景が見えるということは……わたしが放った光も屈折して背後に流れる、ということだ。光線をはじめ、あらゆる電磁波を用いた攻こう撃げきは通用しない」

　ルシャナは、翼をたたむ。姿の見えない敵が、ゆっくりと近づいてくる「空気」を、静矢は感じた。

「次の手はどうするんだ、ルシャナ。考えてあるのか？」

「次の手は……おまえの作戦を採用してやろう。それが公平というものだ」

　ルシャナはくるりと背を向けると、静矢の手からシュラを受け取り、猛もうダッシュで走りだした。

「というわけで逃げるぞ、呉羽静矢！」

「結局そうなるのか」

　静矢も、ガラスの筒の間を抜けて走りだす。修復を急きゆう遽きよ中断して外に出したせいか、シュラはまだ意識を取りもどしていない。ルシャナは狭せまいところや、天てん井じようが低いところを選んで走っていく。子宮ウームを破壊してはいけない……という制限をかけられているキマイラたちは、無理には追いかけてこられない。だんだん、距きよ離りがあいてくる。

　やがて、静矢たちは外に出た。地下にあったと思われた子宮ウームだが、実際には斜しや面めんに建てられていて、その半分が砂に埋うもれていたようだ。

　貴重だと言われる工場が砂に埋まっても、誰も掘ほりださない……管理している人間もおらず、全て機械任せなのだろう。

「完全機械化で人を育てることは、愛情が無い……と思うか。わたしも、愛情というものを知るまでは、それが無いことにすら気づかなかった」

　ルシャナはシュラを抱いたまま、もとの仏生山の湖のほうまで歩いていく。静矢も彼女を追った。

　キマイラは、来ていなかった。ルシャナは自分の機き甲こう衣の一部を布状に戻もどし、破りとって、シュラの体に巻きつけた。シュラの裸ら体たいに形状記き憶おく繊せん維いが巻きつくと、表面積が小さいため下着ほどの面積にしかならないが、とりあえず機甲衣の形を作る。

「形状記憶繊維は、われわれ一人一人の情報を読み取って、その人物に最適となる機甲衣を作るよう、形を変化させる。これでも、無いよりはましだろう……目覚めよ、シュラ」

　ルシャナが、湖の水を手ですくって、シュラの顔にひっかけた。

「……何？　ビ＝ルシャナ？」

　シュラは目を開くなり、青ざめて立ちあがり、後ずさった。

「失敗したわたしを始末しにきたのか！　そうだな！　そうだろう！　おまえはそういうやつだ、残ざん忍にんで冷れい酷こくで性格最悪のアバズレだ！　いやちょっと待った、今のは取り消す、ここは謝っておいたほうが得策かもしれない。おまえのように力をおごる者は案外気分屋だから、機き嫌げんを取っておけばそう怒おこらないという可能性もある……」

「ずいぶんいろいろ言われているようだな、ルシャナ」

　静矢がルシャナにあきれた目を向ける。ルシャナは、フッと表情をゆるめて笑った。

「どうやら、わたしの製造単位ロツトは不良品が多いらしい。シュラだけがそうだと、今までは思っていたのだがな……」

「誰が不良品だ！……む？　そちらにいるのは、ルシャナが『マーク』をつけた……たしか『呉羽静矢』！」

　シュラは静矢を指さし、目をぱちくりする。

「なぜ、ルシャナに殺されていないのだ？　ルシャナ、やはりおまえはこの少年を特別扱あつかいして、女性委員会の命令に違い反はんしていたのか？」

「女性委員会は、ダイモンの下部機関だ。ダイモンが四次元ジャイロの中から出てこられないため、その意思を代わって遂すい行こうする者……巫女みことも呼ばれている」

　ルシャナが静矢に親切に説明しているので、シュラはますますわからなくなる。そのとき、ハッと彼女はあることを思いだし、静矢の両りよう肩かたをつかんだ。

「そ、そうだ！　頭がボーッとしていて忘れていたが……あのメガネザルはどうした？」

「輪りん人となら無事だ。仏生山の湖のほとりで待ってる」

　静矢の答えを聞いて、シュラは胸を押おさえた。厳しく鋭するどい顔つきをした彼女だが、つりあがった目がやわらかくうるんだのを、静矢は確かに見た。

「そ、そうか。いや……別に、あいつがどうであれ、わたしには関係ないのだがな。それにしても、わたしのあの傷が修復できるとは思わなかった」

「ここはわれわれの未来だ。ウームの中で修復したのだ」

　当たり前のように言うルシャナに、シュラは驚おどろき、目を見開く。

「仏生山のゲートはスヴァティが封ふうじたはず、それを開いたとは命令違反では……！」

「おまえも任務を放ほう棄きして『男』をかばったのではないのか、シュラ。おまえがメガネザルと呼ぶ、あの『男』を」
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「べべべべべ！　別にっ、あんなヤツをかばったりするわけがっ！」

　シュラの白い顔が紅潮し、しどろもどろになっている。ぽかんとして見ている静矢を、シュラは八つ当たりのようににらんだ。

「何をニヤニヤして人を見ているっ、殺すぞ！」

「あ、いや……『殺すぞ』はともかく、そうやって見ると、普ふ通つうの女の子だな……と」

「なっ、なななななな！」

　シュラは完全に混乱して、目をグルグルさせている。ルシャナは、そんな彼女に静かな流し目をくれた。

「『男』と『女』は一対のもの。その『対』を失っていたわれわれには、心も無かったのだろう。男は女に心を与あたえ、女は男に心を与える……『愛』と言ってもいいのだろう。男と女が『愛』をはぐくみ、『愛』が生命をはぐくむ。人類が生命力を失い絶ぜつ滅めつに向かっているとすれば、それは自分以外の者への『愛』が欠けつ乏ぼうしているから、ではないか……」

「ら、らしくないぞルシャナ！　何を言っているのだ！　だだだだだ誰が愛など！」

「だとすれば、われわれを導いたダイモンが間ま違ちがっていたということだ。少なくともわたしは、もはやダイモンに賛同できない。急がねばならない……戦せん闘とう空母の出動を止めねばならない」

『賛同できない……だと？』

　低い声が聞こえて、ルシャナはハッと振ふりかえる。砂さ漠ばくの中、姿は無いが……足あし跡あとが、砂の上に残っていく。姿を消したキマイラだ。だがその声は、大門軍造のものだった。

「ダイモン！」

　ルシャナは、何も見えない空間を見あげる。彼女には、キマイラの位置がわかっているのだろうが……静矢の目には、その姿は、荒こう野やで神と対話する預言者のように見えた。姿の無い、全知全能の神……それがまさにダイモンなのだろう。特定の姿を持たない、ネットワークの中に散在する全個の存在。無限にコピーすることもバックアップすることもできる、群体的な性質をもった生命体……いや、すでに生命体ではない。生命を持たない高度な知性体ならば、それはすなわち、神そのものではないか……と、静矢は思った。

『わしのことを、神のようだ……と思っているな、静矢』

「な！　なぜそれを……！」

　静矢はとまどう。大門の声は、笑った。

『おまえのデータも全てわしの中に入っている、そのデータからシミュレートすればおまえの次の行動まで全て完かん璧ぺきに予測可能だ。ラプラスの悪魔ダイモンという概がい念ねんだ。そしておまえは今こう考えている。「光線では攻こう撃げきできない、かといってこちらには戦力が無い。うまく逃にげる方法は何か無いか、心ここ奈ながＫＯＫＯＴＡＮをカスタマイズしたときのポカが他に無いか、キマイラの弱点はどこだ」と……だが、残念ながら弱点は無いのだ』

「く……」

　静矢は顔をゆがめる。ふたたび、大門は言った。

『そしておまえはこう考えている。「自分が考えていることを何でも先回りされて当てられるのは、いい気がしないぜ。こいつはどこまで、俺のことを読んでいやがるんだ。データと言っても、俺がビゲートピアにいた期間はそう長くない。そんなわずかなデータで、俺の動きや考えを百パーセント読むなんてことができるのか？」……そのとおり。おまえのデータは少ない。だが、わしのデータでそれを補完することができる。だからわしには、おまえの行動を読むことができる』

「ちょっと待て！　俺のデータをおまえのデータで補完しただと？　どういうことだ、それは……他人のデータで、俺の動きが読めるわけがないだろ？」

『他人でなければどうだ？』

　ルシャナとシュラは、ハッと静矢に視線をむける。二人は何かを察したようだ……だが、静矢にはまだわからない。

「どういう意味だ？」

　砂漠の空に、不気味な笑い声が響ひびく。ルシャナは、空を見上げた。

「もしかして……ダイモン、もしかして！　わたしが静矢を殺せなかったのは……」

『愛情？　自分の心？　思いあがるな、たかだか工場製品のぶんざいで。おまえが心だと思っているその感情も、全てはプログラム済みのものだと気づかなかったのか？』

　ルシャナの顔色が、真っ青になっていた。大門の声は、無情に語った。

『そのとおりだ、戦姫よ。呉羽静矢はわしの息子……わしの、千人の息子の一人だ』

「使い古された冗じよう談だんはやめとけよ、笑えないぜ。あんたがスターウォーズおたくだってことは、心奈が買ってたパソコン雑誌で読んで知ってるが」

　静矢の言葉に、大門は冷ややかな笑い声で答える。

『映画をヒントにしてはオリジナリティが無いかね？　良いアイディアは人類の知的財産だと思うが、気に入らなければオマージュだと思っておけ。『戦姫』……おまえらは敵性少女などという、センスに欠けるネーミングをしているが、わがビゲートピアが作りだした戦士らの正式名めい称しようはそれだ。ウームの中で一年で成長し、遺伝子を完全に管理されているためＤＮＡの磨ま耗もうで老化することもなく、ときどきＤＮＡの磨耗を修復酵素テロメラーゼ投とう与よで修復することで永遠の乙女おとめとして存在しつづける……彼女らの攻撃がなければ、わしは自分自身で「選せん択たく」を行うつもりだった。わしの遺伝子を引き継つぐもっとも優ゆう秀しゆうな子孫を作るために、千人の女に金を渡わたしてわしのＹ染色体を持つ精子を人工授精させた。まったく同じ年ねん齢れいの男の子供が成人したとき、全員を戦い合わせ、生き残った者を選び出すことで、わしのＹ染色体の中でもっとも強いものを選ぶつもりだった』

「な……何だって！　よくそんな非道なことを考えられるもんだな、正気か？」

『おまえの母親もそう言った……呉羽静矢、彼女はそれを嫌きらって身を隠かくしたのだ。おまえを戦わせたくないのだと、取りもどしに行ったわしにそう言った。そのとき、茶といっしょに出した手作りのカップケーキがうまかったので、わしは、あの女を見み逃のがしてやることにした。知っての通りカップケーキはわしの好物だし、あんな心の弱い女の遺伝子を持った息子など、興味も無かったのだしな。だが……戦姫に日本を襲おそわせて三年、彼女らはわしの遺伝子を持った「息子たち」を襲わないようプログラムしていたが……野盗の襲しゆう撃げきや飢うえなどで、千人の息子はどんどん「淘とう汰た」されていった』

「『淘汰』と言ったな、きさま！　自分の息子が死んで、そのコメントがそれか？」

『マンボウは一度に三億個の卵を産む。その中の一億や二億が食われたからといって、いちいち悲しむか？』

　あざけるような大門の声に、静矢は激しい怒いかりを感じて顔をゆがめる。

『ビゲートピアは、生き残りを集めるためのものだった。今生き残っている数人の息子のうち、どうやらおまえがもっとも強い生命力を持っていたということかもしれぬ……わしをここまで追いかけてきたのだから、な。結局、これで計算どおりというわけだ』

「何が計算どおりだ？」

『千人の息子の中からおまえという「生き残り」が選ばれた。「もっとも強いＹ染色体」が選ばれたのだ……。わしの体はすでに亡ない、だがおまえは生身の体だ。全ての男が滅ほろんだこの時代の、おまえはアダムとなるがいい。おまえ以外の男は戦せん闘とう空母で滅ぼす。富士山のゲートはもうすぐ開く。大門軍造の欠失をダイモンが補完し、ビゲートピアが新しいシステムを立ち上げなおす、その再起動がもうすぐ終わる。戦闘空母が世界を制圧し、わしが人類を導くのだ。おまえに、その片棒を担がせてやっても構わないぞ』

　大門の笑い声を聞いて、静矢はぺっとつばを吐はいた。

「平たく言うと、おまえは自分のことが見えてない究極のナルシストってことだな。自分の姿を三面鏡で映して見るのが好きなんだろう、全人類を自分の子供にしたいってわけか。ハーレム願望なんてのはトドかセイウチの専売特許だぞ。それとも、てめーはトドか？」

『わしが人類を独裁するということは、おまえが人類を独裁できるということだぞ？』

「興味ないな」

『何だと？　生存競争の中から助け上げてやると言っているのだぞ？　泥どろ水みずをすするような荒こう野やにふたたび戻もどりたいのか？』

「俺の体の半分には、母さんの遺伝子が流れてる。俺は、おまえみたいな自分好きじゃないんだよ。むしろ、自分が撮さつ影えいされたビデオを再生すると照れくさくなる人間だ、母さんの遺伝だ。自分を犠ぎ牲せいにして俺を育ててくれた、自分のことより俺のことを愛あいしてくれた母さんのな！」

　ルシャナとシュラは、驚おどろいて静矢を見つめる。この申し出を、彼が断るとは思ってもいなかったようだ。大門も、自分の予測が外れたことで、激しく戸と惑まどっているようだった。データの補正をするのに、数十秒を要していた。

『……ふん。その反はん抗こう的てきなところも、生きる力のうちかもしれんな。だが、別におまえの同意は必要ではないのだ。おまえの持つ、選び抜かれたＹ染色体さえあればいいことだからな』

　ボッ、と砂さ漠ばくの砂が小さく爆ばく発はつするように飛び散った。キマイラが踏ふみ切ったようだ……風の気配が近づいてくる。キマイラがすぐそばに着地しようとしている。

（どういう意味だ？　まさか、鮭さけみたいに俺をしぼって子供を作らせようってのか？　野や郎ろう、とんでもないことを考えやがる……親父ってものに憧あこがれなかったと言えば嘘うそになるが、自分の親父がこんなクズ野郎だと知らなきゃいけないとはな）

　風を切る音がする。チリチリッ、と空中にわずかな放電が見える。スタンガンのようだ……それで静矢を気絶させるつもりなのだろう。静矢は息をのんだ。

（大門軍造はどうしても、俺を手に入れたくて仕方がないようだ。俺は奴やつの遺伝子を持っている子供の中から選ばれた『強いＹ染色体』を持っているからだ……諦あきらめてもらえれば、過去に戻ることもできるだろうが。どうすれば奴は俺を諦める？）

　考えて……静矢は突とつ然ぜん、手に持っていたウルフファングを自分のこめかみに押おし当てた。ルシャナはギョッとして、静矢にどなる。

「何をしている！　二進につちも三進さつちも行かなくなって、あきらめて自殺するつもりか！　おまえの生きる力とは、そのていどのものだったのか！」

「そうだ、そのていどのものだったのさ。大門軍造……あんたは、俺を過大評価しすぎたんだ」

　ズシン、と静矢の目前に砂すな煙けむりが上がった。目には見えないが、キマイラが着地したようだ。キマイラの目を通して、今やデータだけの存在となった大門軍造が、自分を見下ろしているのを感じ、静矢はひどく嫌いやな気分がした。大門軍造の声が、厳しく問いつめる。

『死ぬつもりか？　おまえの生きる力とは、そのていどのものか？　荒野で三年間、生きのびてきた……というデータがビゲートピアには残っているぞ！』

「俺がいつも、正直に答えると思ってるのか？」

『何……！』

「人間ってのは、ウケを狙ねらったり、ちょっとした見栄から、ついウソをついてしまうものだ。ご自じ慢まんのデータベースだが、相手がウソばっかりつく人間じゃあものの役にも立たなかったな」

　大門軍造の声が、うなった。静矢は、引き金にかけた指に、わずかに力を入れる。

「俺は、根っからの臆おく病びよう者ものでな……。ゾンビ映画を見るたびに思っていたのさ、ゾンビから逃にげまわるより、さっさとゾンビに噛かまれて仲間になっちまったほうが楽なのに……って思うタチなんだ。死し刑けいの日取りが決まった後で、待てずに自殺してしまうタイプかな」

『いいかげんなことを、わしの遺伝子を持つ息子がそんなに弱いはずは……っ！』

「あんたはそうかもしれないが、俺はただ待ってるだけってのは耐たえられないタチでな。期待にこたえられないようだから、ここでお別れとしようぜ」

　そう言うやいなや、静矢はこめかみに銃じゆう口こうを当てたまま、ウルフファングの引き金を引いた。

「やめろっ、静矢ーっ！」
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　ルシャナとシュラの声が同時に響ひびいたが、もう遅おそかった。ガーン、と火薬の爆ばく発はつ音おんがひびき、砂漠の空気がぴりぴりと振しん動どうした。

　ルシャナは絶望して、立ちつくしていた。静矢は頭から血を噴ふきあげて、湖にボチャーンと落ちる。姿の消えないキマイラは、チッと小さな声で、舌打ちした。

『自殺だと？　愚おろかな……一番強いＹ染色体を持っていたと思ったが、これしきのことで死ぬとは期待はずれだったな。考えてみれば、母親の何とかいう女も、野心や克こつ己き心しんの無い弱者だった……やはり最後の一人になるまで、選せん択たくを続けるべきなのか』

　キマイラの姿が、ゆっくりと現れる。ルシャナは呆ぼう然ぜんとしたまま、振ふりかえった。

『富士のゲートを開く時が来たぞ、戦姫。残念ながら、おまえたちを洗脳リセツトしている暇ひまはない、多た国こく籍せき軍ぐんが態勢を整えようとしている。次の満月まで待つ猶ゆう予よはないのだ。だがしかし……洗脳リセツトする必要もないようだがな』

　ルシャナもシュラも、つらそうに、キマイラから目をそらす。

『人は弱いものだ。神性カリスマに依い存ぞんし、その理想が崩くずれれば心は行き場を失う。静矢もわしの息子だけあって、わずかながら神性カリスマの端はしくれを持ち合わせ、おまえたちの心を乱したようだが、しょせんはここまでの男と知っただろう。おまえたちは惑まどっていただけだ、おまえたちが静矢に心を動かされたのはわしがそのように作ったからだ。わしの息子を免めん除じよするよう、わしがあらかじめ決めておいたことなのだ。おまえたちに自分の考えなど存在しない、機械が定められたプログラムの通りに動くのと同じだ。逆に言えば、使命を持たず何の役に立つためにでもなく、自然発生してくるだけの人間など、ふるいにかけられていない屑品ジヤンクの集まりのようなものだ。ジャンクだから、Ｙ染色体が劣れつ化かし、滅めつ亡ぼうせざるを得なくなったのだ。わしがそれを「選別」することで、人類を滅亡から救うのだ。放っておいても人類は静矢と同じように、自ら死ぬだけなのだから、選択のために人類を殺すことに罪悪感を感じる必要などまったくないのだ。おまえたちが行うのは正義だ、おまえたちは救世主となるのだ。わしの言葉だけが真実だ、わしが導く世界のみが理想郷なのだ。これまでどおりわしを信じ、わしのために任務を遂すい行こうするのだ。おまえたちは、そのために生まれてきたのだから』

　ダイモンの声は、響くように強い。数億の人の知ち恵えを結集し、自分自身をカリスマとして作り上げていった男の究極形態なのである。ルシャナは迷っていた。激しく心が揺ゆさぶられていた。

（神性カリスマ？　プログラム？　わたしがあの少年と初めて出会ったとき、そのなりふり構わない、だが一本筋の通った生命力を「面白い」と思った……その気持ちも、わたし本人のものではなかったのか？　全て、あらかじめ予定されていた気持ちだったのか？　ならばわたしには……最初から、そして今も、心など無かったのか？）

　ふと、シュラがルシャナの腕うでをつかんだ。ルシャナは、はっとシュラに目を向ける。ルシャナの表情が、今まで一度も見せたことがないほど弱々しくなっているのに対し、シュラの目には迷いが無かった。それは、神性カリスマに絶対的に従っている者特有の、遮しや蔽へい的な迷いの無さだった。

「ルシャナ、何をぼんやりしている。ダイモンの言葉が理解できなかったのか？　任務を遂行するつもりがないのなら、女性委員会に申し立てて、このわたしに再さい選せん択たく計画を主導させてもらうぞ。そもそも、わたしならもっとうまくやれる、と不満を感じていたのだ」

「何を言っている……シュラ？」

　シュラの言葉を聞いて、ルシャナは不安にかられる。シュラは、冷ややかに笑った。

「その目で見ただろう、ルシャナ。自分の心をごまかすのはよせ、静矢は死んだのだ。あの男はただの弱者だったのだ、おまえはずっと目をつけていたようだがな！　それも、ダイモンの思おぼし召めしだとわかった今、何の疑問がある？　人間はあの静矢のように弱いものなのだ、だからわれわれがそれを再選択し、強い遺伝子を残して人間を絶ぜつ滅めつから救わなければならぬ！　それが正義、それが天命！　役に立てぬ生命は壊こわれた機械と同じ、処分されたいかルシャナ！」

　シュラの鋭するどい爪つめが、ビシッとルシャナを指さした。ルシャナは顔をゆがめる。

「シュラ……そうか、貴様の『不完全さ』とは……自らの信念への不完全さでもあったのだな」

「ルシャナ、おまえでは戦姫を率いることはできぬ。ダイモンよ、今すぐルシャナの任を解き、このシュラに計画を任せていただきたい！　ルシャナをわたしの部下とし、わたしの命令に従うように！」

　キマイラに向かって、シュラは鋭く言いはなつ。

『フッ……おまえのほうが物分かりがいいとは意外だな、アッ＝シュラ。ビ＝ルシャナに対する劣れつ等とう感かん、敵てき愾がい心しん、それゆえの……ということか。良かろう、ビ＝ルシャナが冷静さを欠いている今、おまえのほうが役に立つ』

　キマイラは、スッと腕を伸のばした。指の先から、スルスルスル……と、包帯が解けるように形状記き憶おく繊せん維いがほどけてゆき、シュラの前に落ちた。キマイラの腕一本分の形状記憶繊維……それをシュラが自らの手に取ると、たちまち繊維は形を変えて、彼女の完全な機き甲こう衣を作りだす。わずかに残った繊維を、シュラは乱暴に、ルシャナに投げつけた。繊維はルシャナの折れた翼つばさに巻きつき、元どおりの翼に戻もどす。

「聞いただろう、ルシャナ。来い」

　シュラは、ルシャナの腕を強く引っぱる。ルシャナは、その手を振り払はらった。

「調子に乗るな、シュラ！　この手はどういうつもりだ、このわたしに……！」

「どういうつもりだァ～？」

　シュラはルシャナの白銀の髪かみをわしづかみにし、邪じや悪あくな表情を浮うかべると、そのまま彼女の両りよう頬ほおを張った。鋭い音がして、キマイラが思わず肩かたをすくめたほどだ。

『はは……。ビ＝ルシャナの下で、よほど鬱うつ積せきしていたのだな、アッ＝シュラ』

「どういうつもりだ、はこちらのセリフだぞ、ビ＝ルシャナ！　今はわたしが上官、貴様が部下だ。命令違い反はんのおしおきは、わたしの思いのままだということを忘れるな？」

「シュラ、貴様……っ！」

「この作戦が終わったら、わたし自ら貴様をウームにたたきこんで洗脳してやるよ！　そらっ、いいからとっとと任務に戻るんだよォ～ッ！」

　シュラは、ルシャナの背中を思いっきり蹴けり飛ばした。ルシャナは湖に落ちる。シュラも続いた。

　深い水の中、ルシャナは水面に向かおうとする……だが、シュラがその足をつかんで、水底深く引きこんでいった。

『シュラ！　離はなせ、これ以上の無礼は許さんぞ！』

　ルシャナの声が、音波変へん換かん装置である髪かみ飾かざりから、水を通じてシュラの耳に聞こえてくる。シュラは、冷ややかに鼻で笑った。

『そう熱くなるな、ビ＝ルシャナ……そうだ、熱くなりすぎだ。男とは妙みようなものだ、冷静沈ちん着ちやくなはずのわれわれの心を乱し、熱くする。それは、われわれ女性人類が永遠に失った片割れを求める、本能的な感情なのか……』

　と、シュラは湖の底を指さした。

『ビ＝ルシャナ。お得意の音響位置同定エコロケーシヨンは使わないのか？』

『何？』

　ルシャナは眉まゆをひそめ、次の瞬しゆん間かん、ハッと気づく。

『な……に？　呉羽静矢が、湖の中にいないっ？』

『やっと気づいたようだな。ふふ……抜ぬけ目の無いヤツだ』

『だ、だがあの状じよう況きようで？　いったい何が？』

『自分で聞いてみるがいい』

　ルシャナは驚おどろき、シュラを見つめる。シュラは、ダイモンにくみしていたわけではなかったのだ。彼女は、失われた機甲衣を再び手に入れ、疑われずに過去に戻れるよう、

『ダイモンを……たばかった、のか？　そんなことが、できるのか？　ダイモンは、われわれの行動の全てを監かん視ししているというのに？』

『全てじゃない。現に今、ダイモンはわたしのウソを見破れなかったし、静矢が抜け目の無いトリック野や郎ろうだということにも気づいていなかった。ヤツの最大の弱点は、自分には知らない知識もあるということを、知らない……ということなのだ』

　湖の底からボコボコと泡あわが立ちのぼり、周囲の湖底の泥どろが煙けむりのように舞まいあがっている。過去から吸いこまれた空気だろう……静矢とルシャナが出会った、あの時代の。

（生きて……いるのか？　まさか？　そんなはずは……）

　シュラが、ルシャナの手をぎゅっと強く握にぎった。ルシャナが彼女に視線を向けると、シュラは、こくり……とうなずいた。

　そして彼女たちは、湖の底のタイムホールから過去へ戻った。

　ルシャナが最初に見たものは……クレーター湖の岸に立つ静矢の姿だった。そばには子イルカ・マリンジェットが、目が回っているようすで、うろうろとたゆたっている。

　空から落ちてきたルシャナに気づいて、静矢は顔を上げた。血まみれの顔で……彼は笑って、親指を立てる。

「静矢！」

　自分でもなぜ、そんなことをしたのか、そんな気持ちになったのか、ルシャナにはわからなかった。空から落ちてきた少女は、静矢の首にひしと抱だきついた。

「な……なな、何だ？」

　静矢は真っ赤になり、とまどった。水すい晶しようの結けつ晶しようのように、何ひとつ混じりけのない完かん璧ぺきなルシャナから、人間らしい体温が伝わってきた。地面に降り立ったシュラは、少し呆あきれた表情で、腰こしに手を当てて、何となく二人から目をそらしている。ルシャナは、喜びのあまり興奮を抑おさえきれないようすで、静矢にたずねた。

「何だ、と聞きたいのはこちらだ。なぜ生きている？　頭を撃うったのだろう？」

「俺の最後の作戦さ……『逃にげる』っていう、な」

　静矢は、血がダラダラ流れている自分のこめかみに、未来へ行く前に脱ぬいだ服を当てて止血しながら説明した。

「あの状況では、ダイモンは俺を逃がさない、俺も逃げられないのは明らかだった。だが死んだと思わせれば、湖の底から過去に戻もどれる。湖の中にはマリンジェットがいたから、たとえ俺が意識を失っていても何とかなると思っていた……こいつは頭が良くて、おまえのことも岸に上げて助けてくれていたしな」

「死んだと思わせれば……というか、死んだのではないのか？　頭を銃じゆうで撃ったのだろう、わたしはこの目で見たぞ！　血が流れるだけですむはずがない！」

「貫かん通つうすれば、もちろん死ぬさ。だが、弾だん丸がんには弱点がある……硬かたい球面に当たった場合、すべってそれやすい。機き甲こう巨兵の燃料チューブに弾丸が効きにくかったようにな。人間の頭ず蓋がい骨こつも同じだ、ヘルメットみたいに硬くて丸い。荒こう野やで、何度も撃ちあいを見た……銃じゆう口こうをまともに頭に押おしつけて撃てば死ぬが、少し離はなして少しそらせば、頭蓋骨の表面をすべっていくのさ。ごっそり皮を削けずられる上に、衝しよう撃げきが並なみ大たい抵ていじゃないがな」

　そう言う静矢の傷口は、たしかにこめかみから上方数センチほど、肉が裂さけて白い骨が見えている。ルシャナは、彼の傷に手を伸のばした。

「抜け目のないやつだ……初めて会った時からそうだった。だが、あのときおまえは生きるためにわたしをたばかろうとした。今回、ダイモンはおまえを殺そうとは言っていない。むしろ生かしてやると言ったはずだ……なのになぜ、ここまでして、ダイモンから逃げた？　死の危険にあふれたこの時代に戻ってきた？　やはりおまえは、生きることを諦あきらめているのか？　生きる力を失っているのか？」

「誰だって死にたくはないさ。死の恐きよう怖ふから逃のがれるために、自ら死ぬ人間はいるが……俺は死ぬためにこの時代に戻ってきたわけじゃない」

　静矢はルシャナの目を、しっかりと見つめて答える。深い鳶とび色いろの目は、強い信念に裏打ちされた静かな情熱の炎ほのおをたたえている。美しい目だ……と、ルシャナは思った。

「俺は本当の意味で生きるために戻ってきたんだ。ダイモンに生かされたところで、それは死んでいるも同然だ。自分の命を自分で生きる、それが本当に生きるということだ。仲間たちを守る、自分の信念のために戦い抜ぬく、自分が選んだ生き方を生きる。親の決めたレールの上を進むなんてのは、ダサいってことだ」

「なるほど……『ダサい』か。またひとつ、おまえたちの言葉を覚えたぞ」

　ルシャナの指先から細い糸のように形状記き憶おく繊せん維いが伸び、静矢の頭皮に突つき刺ささった。静矢は思わず顔をしかめる。

「痛ててて！　な、何をする！」

「縫ぬっているのだ。出血を止めなくては、戦うこともできまい。富士のゲートが開きはじめている、戦せん闘とう空母がこの時代に来ればもうわれわれ戦姫の力では止めることができない。その前にゲートをふさぐのだ！　わたしが手伝う、おまえが生きることを手伝う。それがわたしの信念だった……人類を生かすことが。そのために、わたしは大だい破は壊かいを行った。そして今、わたしはそのために、おまえに手を貸そう。ダイモンよりおまえのほうが、はるかにわたしと同じ信念を持っている」

　静矢が目をぱちくりすると、ルシャナは笑った。極北の氷が溶とけるような微び笑しようだった。彼女は、傷を縫われた静矢を腕うでに抱く。

「行くぞ！」

　ルシャナは白銀の翼つばさを広げて、飛びあがった。シュラも、そのあとに続いた。
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五章　不死の山







　そのころ、東とう京きよう湾わんでは……「再起動」を終えたビゲートピアの量産型機甲巨兵団が、海中展望台に総そう攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

　数十機の機甲巨兵が、海に向けてミサイルを叩たたきこむ。激しい波しぶきが上がり、砕くだけたコンクリートが飛び散った。

『多た国こく籍せき軍ぐんの侵しん攻こうに、間に合ったようだな……。これでビゲートピアの学徒兵は全員死んだ。彼らのデータも敵性少女のデータも、貴重な知識は全てこのダイモンだけのものだ』

　機甲巨兵がつぶやく。だが、つぶやいたその頭に向かって、背後からミサイルが飛んできて、破は壊かいした。

『何だっ？』

　機甲巨兵らが振ふりかえる。ショッキングピンクの機甲巨兵……ＫＯＫＯＴＡＮが、大地に立っていた。

『あれはＫＯＫＯＴＡＮ？　われわれと同じ量産型ではないのか。なぜ攻こう撃げきを？　コントロールを失っているのか？』

『いや、違ちがう……コクピットにパイロットがいる！』

　機き甲こう巨兵たちがざわつき、次の行動を取りあぐねているのを見ながら、コクピットの心ここ奈なは冷静な表情で、長いツーテールの髪かみをかきあげた。

「聞こえてるわよ、マヌケども。次のセリフは『なんで学徒兵がまだ生きてるんだ』ね」

『な……なんで学徒兵がまだ生きてるんだ！』

「当たった当たった。機械が考えることなんてそんなもんよ、一本道ってことよね。で、あたしに言うことを先回りされたからって、別のことを言おうとも考えない。反骨精神っていうか、天あまの邪じや鬼くな感覚ってのは、人間だけのものなのかしら？」

『なんで学徒兵がまだ生きてるんだ！』

「同じことしか聞けないのね。データを独どく占せんするために、あたしたちを殺そうとしたのね。そうは行くものですか……質問に答えてあげる。仲間が命をかけて伝えてくれた、戦う準備をする時間を与あたえてくれたのよ。そのへんに転がってた量産型から、ありったけの武器をかっぱぐ時間をね！」

　ＫＯＫＯＴＡＮが、全身のランチャーをフルオープンにして花火のようにミサイルを撃うち出した。周囲にいた機甲巨兵が、一気に吹ふっ飛んで爆ばく炎えんの輪と化す。

　それと同時に、地上からもミサイルが撃ちあがった。機甲巨兵が再起動する前にミサイルを持ち出し、廃はい墟きよのビルを砲台トーチカの代わりにして、学徒兵たちが機甲巨兵を狙ねらっていたのだ。

「よしっ、そのまま撃ち方かたを続けたまえ！」

　間に合った輪りん人とが、風にすっかり乱れた髪もそのままに、学徒兵たちに号令をかける。ミサイルをえっちらおっちら運んでいる航わたるに、笙しよう子こが声をかけた。

「ちょっと、あんた。ガキは逃にげといていいんだよ、まだ小学生だろ？　ここで戦うのは中学生以上だ、避ひ難なんしな」

「だって、ガキでもあいつらは殺しに来るわけでしょ？」

　航は、あいかわらず少し生意気な表情と口調で、笙子に答える。

「それじゃあガキだって戦わなきゃ。死んでもここであいつらを食い止めなきゃ、自分だけじゃなく、みんな殺されちまうでしょうが。そんじゃー自分の命ぐらい自分で守らなきゃ。それに、逃げ回るのってなんかムカつくんですよねぇー、バカにされてるみたいで」

　ふてぶてしい笑顔でそう言いながら、航はミサイルを砲台トーチカに詰つめこむ。笙子は呆あきれて、肩かたをすくめた。

　機甲巨兵に対する激しい攻撃の中で、翔しようひとり、即そく席せきトーチカの床ゆかに座り、青ざめてオロオロしていた。

「おいおいおいおい……！　ちょっとコラ！　メガネ！」

「人格の無い仇あだ名なを人につけるのは、失礼ではないかね？　さしずめ、ゴッドレーサーとでも呼んでいただこうか？　予定を五時間も短縮して、東京に到とう着ちやくしたのだからね」

　輪人は得意げに、メガネの位置を正す。翔は立ちあがって、彼の胸ぐらをつかんだ。

「何だこの戦争状態は！　なんで俺がこんなところにいるんだよ！」

「ぼくの車に乗った以上は、仕方あるまい？」

「これじゃあおまえを殺すどころじゃねーだろ！　っていうか、その時限爆ばく弾だん！　そろそろ爆ばく発はつする時間じゃないのかよっ？」

「あーこれ？」

　輪人は、腰こしにくくりつけた時限爆弾を、ぽろりと外した。

「実を言えば、ぼくもセットの仕方がわからないのだ。スイッチ関係は苦手でねえ、車のようなアナログな機械は大好物なのだが……実を言えば、ビデオのＧコード予約も成功したためしがない」

「何だとテメー！　お、俺は少しばかり、テメーの覚かく悟ごに感動したりもしたのによう！」

　翔は輪人の手から時限爆弾を奪うばう。もめている二人の隙すきを狙うように、機甲巨兵が一機、近づいてきた。そのとき、時限爆弾の小さな蓋ふたがポロッと取れて、その下にあった赤いボタンに翔の手が当たる。

「ピピピピピ……」

　甲かん高だかい警告音が鳴った。翔はギョッとして時限爆弾を見る。ものすごい勢いで、デジタル画面の数字がゼロに向かって減っている。

「わー！　何かのスイッチが入った！」

「投げたまえ！　すぐさま投げたまえ！」

　慌あわてて二人は時限爆弾を投げる。目の前にいた、機甲巨兵に向かって……。

　ドオーン、と激しい爆ばく音おんとともに、機甲巨兵は吹っ飛んだ。輪人と翔は、驚おどろいて顔を見あわせる。

「あーあー。翔君とやら、君、宣戦布告してしまったようだね。こうなったらもう、君一人逃げるというわけには行かなそうだねえ。ま、お得意のヘボい銃じゆうでも撃ってがんばってくれたまえ」

「テメー、生き残れたら今度こそ本気で殺す！」

　翔は輪人にかみつきながらも、次々に繰くり出される機甲巨兵の攻こう撃げきに応戦し、機甲巨兵から取り外した機き銃じゆうを撃ちはじめた。

　上空ではＫＯＫＯＴＡＮが、機甲巨兵を相手に戦いを続けていた。

『さすが世界ランカーだけのことはある。小こ娘むすめのくせに、圧あつ倒とう的てき多数の機き甲こう巨兵を寄せつけぬとは……だが、やつのデータは全てわしの中にある。やつの行動をシミュレートして先読みし、必ず勝つ。ＫＯＫＯＴＡＮは……ビゲーム上での対戦では強気の攻撃を得意としていた。だが所しよ詮せんは小娘、ビゲートピアでの実戦になってからは攻撃に積極性が欠ける。命を惜おしんでいるということ、ならば一いつ斉せい攻こう撃げきで脅おどしをかけ、逃げようとして背中を向けたとき、唯ゆい一いつの弱点である燃料チューブを狙う……これで終わりだ！』

　機甲巨兵団が、ＫＯＫＯＴＡＮに向かって一いつ斉せいにミサイルを発射する。だが……心奈は背を向けなかった。ミサイルの中に突つっこんでいく。

『何っ？　シミュレーションの結果と違ちがう……っ？』

「ＫＯＫＯＴＡＮにはあんたがまだ知らないデータがある。だからあたしは、決して負けないのよ」

『そんなわけはない！　おまえたち機甲巨兵乗りのデータは全て、このダイモンの中に記き憶おくされている！』

「いいえ、あなたは知らない。……あたしが、お兄ちゃんを好きだってデータを入れるべきだったわよね！　あたしがシュラを墜おとしたのは、お兄ちゃんが殺されたと思った怒いかりからだった。あのとき、あたしは逃げなかったわ。今度もそうよ！」

『あ……あのとき、か？　しまった……データが新しすぎて、ダイモンに入っていなかったのだ。大だい門もん軍ぐん造ぞうの記憶をバックアップする前に爆殺された、空白の時間だった……！』

「お兄ちゃんがみんなを守れと言ったから、あたしは命を捨てて守るのよ。お兄ちゃんは、あたしの命より大事な人だから……だから」

　心奈はＫＯＫＯＴＡＮのスロットルを全開にした。ぐいん、と加速がつく。自動追つい尾びミサイルはＫＯＫＯＴＡＮのほうに向かうが、ＫＯＫＯＴＡＮのスピードが速いため、彼女が先にすり抜ぬけてしまう。ブレーキがきかないミサイルは、そのまま互たがいにぶつかって爆発した。ＫＯＫＯＴＡＮは一いつ瞬しゆん後、機甲巨兵の前に立っていた。そのコクピット部分に、腕うでのミサイルランチャーを当て、一発撃うつ。

「だからっ……あたしの恋こい路じを、邪じや魔まするなっ！」

　密着させて発射したため、弾だん頭とうがはじかれることもなく、機甲巨兵の体内にミサイルが刺ささって、爆発した。続いて発射された敵機のミサイルも、ＫＯＫＯＴＡＮは華か麗れいにすり抜け、次々に倒たおしつづけた。

「さすが心奈さんだぜ！」

　トーチカでミサイルを補ほ充じゆうする学徒兵達に口ばかり出しながら、チャックがＫＯＫＯＴＡＮを見上げる。

　そのとき……ミサイルの爆音とは違う、もっと重く低い爆音がとどろいた。

　ドムドムドム……と、地面が揺ゆれる。上空の空気までいっしょに揺れ、飛んでいた機甲巨兵たちは、荒あら波なみにあおられた船のようにひっくり返って次々に墜つい落らくした。学徒兵たちも立っていられなくなり、地面に這はいつくばる。チャックが引きつった声で叫さけんだ。

「じっ、地じ震しんかよっ？　だが、何か変だぜ！」

「この音……超ちよう低てい周しゆう波はだ。人間の耳には聞こえないけど、大おお太だい鼓こにふれたような皮ひ膚ふ感覚でわかる。音の波の粗そ密みつからすると……音源は、西だ」

　笙子は目を閉じ、地面を五本の指で触ふれながら言った。

「西？」

　チャックは、西に目を向ける。地平線の彼方かなたに、紫むらさき色いろの煙けむりが高く吹ふき上がっているのが見えた。

「な……何だ、あれはっ？」

　激しい揺れの中、チャックはわが目を疑い、隻せき眼がんをこぼれるほど大きく見開いた。




　同じころ……ルシャナたちは、仏ぶつ生しよう山ざんから東へ向かっていた。

「ルシャナ！　見ろ、あれを……！」

　飛びながら、シュラが前方を指さす。紫色の煙が立ちのぼっているのを見て、ルシャナは眉まゆをひそめた。

「富士山を破は壊かいした……か！」

「富士山を破壊だと？　タイムホールが開いた……ということか？」

「そうだ。仏生山には、クレーターによる重力異常でタイムホールが開いた。富士山は日本で最も高い山だ、高い山の下にはそれにつりあうように深い地ち殻かくの『根』がある。それを地上部だけふっ飛ばせば、重力均衡アイソスタシーが崩くずれ、大きな重力異常を人じん為い的てきに作り出すことができる……。われわれ戦姫は三年かけて、その計画を進めていたのだ。日本を破壊し、原子力発電所などで少しずつ材料を調達して、核かく爆ばく弾だんを大量に作りあげた」

「では……もう手て遅おくれなのか？」

　静せい矢やはルシャナの腕の中で、不安そうに東の彼方に目を向ける。ルシャナは、首を横に振ふった。

「いや、戦せん闘とう空母がゲートを通りきる前に止めれば、まだ間に合う……！」

「それはどうか？」

　低い声が聞こえた。ルシャナとシュラは、ハッと身をこわばらせる。

　十人の敵性少女が、彼らを取り囲むようにして飛んでいた。青い髪かみのイ＝ンドゥーラが、ルシャナを指さして厳しい声でどなった。

「ビ＝ルシャナ！　おまえの勝手な行動は仲間に報告済みだ、シュラを未来に連れ戻もどしたのみならず、戦闘空母を止めるだと？　氷の理性はどこへ行った、狂くるったか、ビ＝ルシャナ！　われわれは総意としておまえの更こう迭てつを決めた！」

「戦姫らが持ち場を離はなれている？　ということは……タイムホールはもう？」

　ルシャナの顔が青ざめた。紫色の煙の中に、全長一キロを超こえる巨きよ大だいな戦闘空母が姿を現していた。その周囲には無数の究極機き甲こう巨兵キマイラが、守るように飛んでいる。

「あれが戦闘空母……！　あまりにも巨大、確かにわれわれ戦姫の戦せん闘とう力りよくとは比べ物にもならない……！」

　ルシャナは息をのんだ。自分とシュラの力では……いや、他の十人が仮に力を貸してくれたとしても、到とう底てい勝てる相手ではない。近寄るだけで、周囲を守る数万機のキマイラに撃たれるか……その前に、戦闘空母を包む、薄うすい黄金のベールのように見える電子雲のバリヤーに触れて、黒コゲになってしまうだろう。

（そして、今の人類の武力では到底勝てはしない……）

　飛びながら、ルシャナは息をのむ。はっ、と静矢はルシャナに目を向けた。

「ルシャナ……今、何を考えてる？」

「シュラ！」

　ルシャナは、静矢をシュラのほうへ投げた。シュラは、あわてて静矢を受けとめる。

「ここはわたしに任せろ、静矢とともにビゲートピアへ向かえ。たとえ戦闘空母を止めても、ダイモンが残っているかぎり、未来は変わらない。四次元ジャイロが開発される前に、世界中にバックアップを取られ残されたダイモンの断片を全て破壊しろ……未来を変えろ！」

「戦闘空母を止める？　戦姫一人で勝ち目が無いのは、見てわかるはず！　何をする気だ、ルシャナ！　何かするならわたしも手伝う！」

　叫んだシュラに、ルシャナは首を横に振った。

「わたしにも、ひとつぐらい姉らしいことをさせろ、シュラ。それに、ダイモンとの戦いは長引くだろう。多た国こく籍せき軍ぐんとの戦いもある。あの心奈とかいう機甲巨兵乗りがいるとはいえ、それだけでは心もとない。強いリーダーが必要だ……静矢が、この国には必要だ。学徒兵たちのもとに、彼を無事に届ける人間が必要なのだ。長い戦いを戦い抜ぬく精神力、生き延びようとする生命力、そして自らの頭に銃じゆう弾だんをブチ当ててでも仲間のもとへ戻ろうとする責任感と度胸、抜け目の無い知能……」

　ルシャナは飛びながら、シュラの腕うでの中にいる静矢をじっと見つめた。静矢はドキンとする。決別のことばをルシャナが言おうとしている……その覚かく悟ごが、伝わってきたからだ。

「わたしも、おまえをリーダーにしたかった。おまえの生命力を見守りつづけているうちに、おまえはいつの間にか、わたしの心を支配していた……」

　別れの言葉は無かった。握あく手しゆも抱ほう擁ようも無かった。ただ当たり前に、ルシャナは戦闘空母のほうへ進路を変えた。

　他の十人の敵性少女らが、慌あわててルシャナを追いかける。

「まっ、待て！　何をする気だ！」

「イ＝ンドゥーラ！　アッ＝シュラを放っておいて良いのですか！」

「ビ＝ルシャナは何の勝算もなく動くことはせぬ、マン＝ジュシュリ！　奴やつが動いたということは、戦闘空母を止める術があるということ！　それはさせられぬ、三年かけた計画を台無しにはさせぬ！　アッ＝シュラなど、後からいくらでも処分できるわ！」

　彼女らがルシャナを追って行ったのを見送りながら、シュラは東へ飛ぶ。静矢は、青ざめた顔をシュラに向けた。

「シュラ……ルシャナは何をする気だ？　止めなくては……止めなくていいのか？」

「あの頑がん固こ者が、わたしの言うことに聞く耳など持たぬ。言うだけ無む駄だだ」

「何をする気なんだ？」

「わたしがルシャナの遺志を継つぐ。守れとルシャナは言ったのだ」

　淡たん々たんと答えるシュラの声は冷たい。だが、その目には涙なみだがにじみ、噛かみしめられた唇くちびるは震ふるえていた。

「わたしは覚えている……竹取の翁おきなの家での暮らしを覚えている。天てん武むという名の大おお王きみに会ったことも覚えている。わたしは、ウームの中でダイモンから刷りこまれた知識を持っていた。日本を強国に育て上げようというダイモンの意思を持っていた……わたしは天武に、日本統一に必要な『五つの宝』を教えた。仏の石いし鉢ばち、蓬ほう莱らいの玉の枝、火ひ鼠ねずみの皮衣、龍りゆうの首の珠たま、燕つばめの子安貝……。すなわち『仏の石鉢』とは寺のこと……『宗教による思想支配』。『蓬莱の玉の枝』とはたわわに実る黄金の稲いねのこと……『農耕技術』。『火鼠の皮衣』とは火で精せい錬れんされる金属の鎧よろい……『軍事力』。『龍の首の珠』とは人を支配する王の権力の象しよう徴ちよう……『カリスマ』。そして『燕の子安貝』とは中国の南、南燕国で取れた宝貝が貨か幣へいとして使われていたことから……『貨幣制度』」

　ルシャナは、富士山に向かって飛ぶ。戦せん闘とう空母はすっかりタイムホールから出て、威い容ようを誇ほこっていた。追いかけてくる敵性少女らを、ルシャナは振ふりかえる。

「待てと言っているのだルシャナ！　わが炎ほのおをくらえ！」

　赤い敵性少女マリ＝シィが、火か炎えんの剣けんを振るう。剣と空気の摩ま擦さつで火が生まれ、ルシャナに向かって飛んでいったが、ルシャナは身軽にそれをかわした。

（アッ＝シュラ……。日本ではその名を阿あ修しゆ羅らと伝えられ、インドでは悪あつ鬼きアスラ、ペルシアでは光の神アフラ、古代ヨーロッパでは『産む女』の意味を持つ大地母神アーシュラ、あるいはウルスラ……『かぐや姫ひめ』として人類の過去に介かい在ざいしたおまえの知ち恵えが、世界に与あたえた影えい響きようは大きい。だからおまえに託たくすのだ、われわれが破は壊かいしてしまったこの国を。静矢たちに『五つの宝』を教えて導け、わたしはわたしの責任を果たす。全てを未来へ送り届ける……わたしが誤あやまって導いてしまった戦姫たちに、上官として責任を取る。全てを同時に未来へ押し戻すには、この方法しかない……）

　富士山の山体は完全に破壊され、地面が大きくえぐられたようになっていた。そのわきに、宝ほう永えい山ざんが見える。富士山が破壊されたのに伴ともない、それに寄り添そうように存在していた寄生火山である宝永山も、山体の半分を失ってはいたが、江え戸ど時代の噴ふん火かによって押し上げられたという巨きよ大だいな赤岩はそのまま残っていた。

　戦闘空母を取り囲んでいたキマイラも、ルシャナの不ふ穏おんな動きを察してうごめく。

『何事だ、ビ＝ルシャナっ？　静矢が死んで目が覚めたのではなかったのか？　読めぬ、何を考えているのか読めぬ、次の行動がシミュレートできぬ！』

「読めないのだろう、ダイモン。愛を知らないおまえに、愛ゆえに動く人の心は読めない。すなわち、おまえは勝てないのだ！」

　ルシャナは、赤岩に向かってミサイルランチャーを全開にする。花火のようにミサイルが散り、数十メートルにわたって赤岩を撃うち砕くだいた。江戸時代の噴火によって盛りあがった岩が砕かれると、その下には岩を盛りあげた原因……すなわち、灼しやく熱ねつのマグマがうなりを上げていた。

『読めぬ！　何をする気だ、わからぬ！　なぜわからぬ、全ぜん智ちの存在であるはずのこのわしが、この偉い大だいなダイモンが！』

　ダイモンの絶対的な自信が崩ほう壊かいし、キマイラ全機が悲鳴を上げる。マグマを見て、ルシャナを追ってきた敵性少女らはギョッとする。

「な……何だっ？　何をする気だっ……？」

　彼女らの目の前で、ルシャナはマグマの中に飛びこむ。

（怖こわい、今のわたしは確かに怖い。『心』を手に入れることは、『恐きよう怖ふ』をも得ること。ならば『心』を持つ者は弱いのか？　否！　恐怖を知らぬより、恐怖を知った上で克こく服ふくすること！　それこそが人間の尊厳、揺ゆるがぬ信念の上に花開く勇気！　そして、勇気に力を与えるものこそ愛、そして誇り！　今のわたしは、誰よりも人間なのだ……！）

　灼熱の火口の中、彼女は全身のミサイルランチャーを開いた。

「おおおおお！」

　開かれたランチャーから高熱が入りこみ、搭とう載さいされたミサイル全てに引火した。次の瞬しゆん間かん、宝永山の山体がブクッと風船のように膨ふくれたかと思うと、大だい爆ばく発はつを起こした。

　ドドドドド……！　と、爆ばく音おんが空気を揺るがす。富士山の爆発で開いたタイムホールに、新たな重力異常が加わったことで、タイムホールの持つ引力の均きん衡こうが崩くずれた。仏生山のタイムホールが、ルシャナによって開放されたことで湖の水を吸い上げたと同じように……タイムホールは、すさまじい勢いで周囲のものを吸いこみはじめた。

『読めぬ……読めぬぅぅーっ！』

　悔くやしげに叫さけびながら、戦闘空母、無数のキマイラ、そして敵性少女らも……タイムホールに吸いこまれていった。

　続いて、噴火した火口からどんどん溶よう岩がんが溢あふれだしてきた。次々と高さを重ねてゆくにつれ、タイムホールも小さくなっていった……溶岩が新たな山を作ることで、重力異常が改善されたのだ。

　静矢は全てを見ていた。そして、呆ぼう然ぜんとしていた。

「シュラ……ルシャナはどうなったんだ？」

　腕うでの中で、わなわなと震えながらたずねる静矢に、シュラは言った。

「ルシャナは責任を果たした。戦せん闘とう空母も戦姫も、全て未来へ送り返してタイムホールを閉じるためには、ああするしかなかったのだ。自分が導き教育した戦姫たちへの責任を果たすには、彼女らを殺すわけにはいかなかった。自分を犠ぎ牲せいにするしかなかったのだ。未来が変わることを期待して、おまえに希望を託すしかなかった」

「犠牲って……もう一度聞く、ルシャナはどうなった？」

「われわれには、死を恐おそれる心は無い。だが、愛する者を失うことへの恐怖はある。それを知ったのだ、ルシャナもわたしも」

「答えをはぐらかすな、シュラ。ルシャナはどうなったんだ！」

　シュラは答えなかった。ただ……火山に噴ふき上げられたのか、はらはらと火山灰が降りそそぎ、それに交じって白銀の羽根が静矢の上に降ってきた。

　静矢は、かつて富士山があったところから立ち上る煙けむりを見上げた。シュラが東を目指して飛んでいるあいだ、ひたすら、煙を見ていた。涙なみだがこぼれるのは、上ばかり見ていたからかもしれない。




　そして……全ては終わった。

　溶岩は一週間かかって三千メートルほどの山を作りあげ、タイムホールを完全にふさいだ。

　量産型機き甲こう巨兵と戦っていた学徒兵らのもとには、シュラが到とう着ちやくし、たった一人で敵を蹴け散ちらした。輪人は彼女が生きていたことに驚おどろいたが、互たがいに再会を気き恥はずかしく感じ、二人が初めてまともに話したのは一週間後のことだった。

　心奈の母が生きていて、そして心奈を救うために死んだことは……全てが落ちつくまで、今しばらく黙だまっていようと輪人は思う。

　ビゲートピアは雌し伏ふくしている。未来を変えるためには、ダイモンの意思が残っているもの全てを殲せん滅めつする必要がある。そのためにはまず、ビゲートピアの構造などを詳くわしく知っておく必要がある。少年たちの戦いは、これからだ。

　多た国こく籍せき軍ぐんの日本上陸のときも、刻々と近づいている。ＫＯＫＯＴＡＮの活かつ躍やくと、シュラの存在を警けい戒かいしているふしもある。互いにしのぎを削けずりながら、自国がより有利に立とうとして、こっそり裏取引を持ちかけてもきている。学徒兵たちはその交こう渉しようをしながら、うまく世界のバランスの中で、日本を再び独立国家として樹立しようと努力している。

　子イルカのマリンジェットは、翔が探してきたコンテナトラックで海に返された。マリンジェットを迎むかえにいった輪人と翔によれば、仏生山のクレーター湖は静けさを取りもどし、ゲートはすでにふさがれているようだ、ということだった。おそらくダイモンが、富士山のほうのゲートが開いたために、未来への侵しん入にゆう者しやを防ぐ目的で閉ざしたのだろう。すなわち……未来への、そして未来からのゲートは全て、閉じられたわけだ。

　学徒兵らはビゲートピアの追つい撃げきを逃のがれるため、富士の樹海に身を隠かくした。水と緑が豊かな上、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々の葉は電波を反射して、空からも姿を隠してくれる。それを教えたのはシュラだった。ビゲートピアとの戦いはまだまだ続く。無限に自分の複製を作ることのできるダイモンを本当の意味で滅ほろぼすのは容易ではない……しかし、それをやり遂とげなければ未来は変えられないことを、学徒兵らは知っている。長い戦いへの覚かく悟ごも、すでにできている。

　学徒兵たちは樹海の一部に畑を作り、そこに定住することにした。ビゲートピアで完全にコンピューター管理された室内型の栽さい培ばいしか知らない彼らだったが、シュラがダイモンによって植えつけられた自分の記き憶おくをたどって、さまざまな農業技術を彼らに教えた。まさに「蓬莱の玉の枝」のような稲いな穂ほが、秋にはたわわに実るようにと……。

　ＫＯＫＯＴＡＮは、畑を耕すのにも重宝された。壊こわされた量産型機甲巨兵を改造し、機甲巨兵乗りではない少年少女も、便利な道具として機甲巨兵の操縦の仕方を覚えはじめていた。

　静矢たちが作った豊かな村を見て、周辺の村が、農業技術を教えてほしい……と申し出てきた。村は人口を増やして、やがて町になり、市となり、国となるのだろう。かぐや姫ひめが日本に教えた五つの宝は「富国強兵」の必ひつ須す条件だ。再び、日本が国家を名乗る日も遠くない、と誰もが感じていた。

　静矢も、リーダーとして多た忙ぼうな日々を過ごしていた。考えることはたくさんあった。戦う相手もたくさんいた。もう戦姫たちはいないにしても、多国籍軍の艦かん船せんやスパイ、同じ日本人同士で奪うばい合う追いはぎや詐さ欺ぎなど……数え上げればキリが無い。それらを全て管理して行かねばならない……静矢は、疲つかれていた。日本を建て直さなくては、学徒兵らを導き守らなければ、という責任感があった。疲れ果はてていた。ルシャナが消えてから、一年が過ぎていた。




　富士の樹海の小さな村で、学徒兵たちは畑仕事をしていた。ＫＯＫＯＴＡＮが枯かれた切り株を引っこ抜ぬき、新しい畑を開かい墾こんしている。畑を作り、敵が来たときには先頭を切って戦う……その姿は、まるで古い神話に出てくる巨きよ人じんのようだった。実際、ＫＯＫＯＴＡＮを神のように崇あがめている学徒兵もいた。全てが原始時代同然に戻もどった今、新しい神話が生まれようとしているのかもしれなかった。

　そして新たなかぐや姫の伝説もまた……。

「笙子さん！　西の畑、終わりましたぁ！」

　夕暮れの樹海で、ＫＯＫＯＴＡＮのコクピットから心奈がすべり下り、木を組んだかんたんな小屋の前で大きな鍋なべを火にかけている笙子のもとに走ってくる。番犬としてうろうろしていたチャックが、心奈を見てすっ飛んできた。

「お待ちしてましたよ、心奈さん！　さあさあいっしょにおやつにしましょう。おい笙子、心奈さんに茶をお入れしろ」

「どうしてくれよう」

　笙子は顔をピクピクさせながら、鍋から湯をすくい上げ、タンポポの根をみじん切りにして煎いったコーヒーを淹いれる。心奈は、粘ねん土どを手びねりして作られた無骨なカップを両手で持ち、コーヒーを飲んだ。

「ありがと……シュラさんは、哨しよう戒かい？」

「ああ。委員長もね……最近、ここも豊かになってきて、よそのコミュニティから狙ねらわれてるらしいから。静矢が折せつ衝しように回ってるんだけど、なかなかね……」

　西の空にはまだ夕焼けが残っている。青ざめた闇やみが近づく東の空には、赤い月がのぼりはじめていた。血のようにどろどろとしていて、いやに巨きよ大だいな月だ。心奈は、気味悪そうに顔をゆがめる。

「赤い月って……あたしは嫌きらい。何だか、生々しくって気味が悪い」

「地平線に近いせいさ。夕日が赤いように月も赤くなる……富士山の噴ふん火かの影えい響きようで、まだ大気中にチリがたくさん浮ういてるんだよ」

　笙子の説明の尻しり馬うまに乗って、チャックがうなずいた。

「そうですよ、心奈さん。気にしない気にしない……満月ってのは特に、気味悪く見えるもんですよ。けど赤い満月ってのは昇のぼるにつれて、泥どろの中からハスの花が咲さくように、浄じよう化かされるってのか……土くれみたいなダイヤモンドの原石が磨みがかれて無む色しよく透とう明めいなダイヤモンドになるってのか……透すきとおった輝かがやきを放つもんですから、もう少したてば不気味じゃなくなりますよ。ドンマイドンマイ」

「そっか。今夜は、満月……」

　心奈は、はっと目を見開く。

「ってことは……お兄ちゃんは、またあそこ？」

　心奈はさびしげな目で、かつて富士山と呼ばれた新しい山を見つめる。溶よう岩がんが固まったばかりの黒い山やま肌はだが、巨大なだけに、不気味さを増していた。笙子は、ためらいがちに微笑ほほえんでうなずく。

「もともと、静矢は一いつ匹ぴき狼おおかみタイプなのに、学徒兵を統率したり折衝したり、責任をおっかぶせられてるからね。ストレスも溜たまるんだろうよ。あいつの父親の大門軍造が政治家タイプだっただけに、そういう才能があるってのが皮肉な話だよ」

　笙子のことばを聞いて、心奈は悲しげにうつむいた。長いツーテールの髪かみが、冷たい頬ほおをなでる。

「また噴火があるかもしれないのに……危ないのに。笙子さんや輪人さんがいても、だめなの？　代わりには……なれないの？」

　心奈の足もとで皿から水を飲んでいたチャックが「ケッ」と、吐はき捨てるような声を出した。

「あの野や郎ろう、こんなに可愛かわいい心奈さんを心配させやがってよう！　戻ってきたらケツ噛かんでやりますよ、心奈さん！」

「まーね……いろいろと複雑なんだろうよ。静矢とルシャナには、あたしたちが知ってる以上の歴史っていうか、しがらみみたいなのがあるみたいだし、ね」

「笙子さん。あたしずっと、ルシャナなんか死んじゃえばいいって思ってました。絶対、この手で墜おとしてやるって思ってた」

　心奈は、飲み干したカップを両手で包むように持つ。からっぽになったカップは心奈の手の中で、どんどん冷えていった。決して戻ることのないその冷たさが寂さびしくて、心奈は涙なみだをこぼした。カップの中に、涙がころりと転がった。

「でも今は……生きててほしい」

「恋こい敵がたき……に、なるよ？」

「それでもっ！」

　心配そうな笙子を見上げ、心奈は涙を散らせながら、激しく首を横に振ふる。

「それでも……っ、ルシャナが生きてたら戦える。あたしだって成長したら、ルシャナなんか足元にも及およばないぐらい美人になるかもしれないんだから！　母さんだって美人だったのよ！　だけど……きれいな思い出だけ残して死んじゃうなんて、卑ひ怯きようだよ。思い出とはケンカしようがないじゃん、勝ち目ないじゃん……。あたしだって……あたしだって、お兄ちゃんを支えてあげたいのに。お兄ちゃんが悲しんでるの見るの、つらいのに……ずるいよルシャナ、お兄ちゃんの心を持ってっちゃって、勝ち逃にげなんて……」

　えくっ、えくっ、と心奈は両手を目に当てて泣いた。チャックがとまどいがちに、心奈の頬をなめる。

「そう泣くなよ、心奈さん。俺だって同じだよ、あんたが泣いてるのを見るとつらいよ。犬の身で、何の役にも立てねーってのもさ……」

　笙子はため息をつき、かつて富士山と呼ばれた山に目を向ける。

　山頂から細く、紫むらさき色いろの煙けむりがあがっていた。それは静矢が焚たいているのろしの煙……富士山の上にまだタイムホールがわずかでも残っていないか、それを探すために、静矢は満月のたびに、富士山へ行って煙を焚くのだ。もう一年以上も、毎月のように……。もしかしたら、噴火とともに未来へ飛ばされたのかもしれないとの期待を抱いだき、ルシャナを探すために……。タイムホールを見つけるために、あるいはタイムホールから未来へ漏もれたのろしの煙をルシャナが見つけることを願って。

（あたしだって、ルシャナを心に残した静矢を見つづけなきゃいけないとか、心奈を応おう援えんしなきゃいけないとか、でもつっぱってそんなこと心奈みたいに素直に言えないとか……。時間が癒いやしてくれるのを待つしかないんだよ、あたしたち全員、愛を知っているがゆえに弱い心を持っている。けれど人間は成長するんだ、悲しみをいつか克こく服ふくしてこそ、人間なんだとあたしは信じてる。と、強がってみても……今はまだ、あたしも辛つらいけれどね）

　富士山から、風が吹ふきおろす。笙子の、日焼けして赤茶けた髪が、いつまでも夜風になびいていた。




　そして少年は、山頂に一人立っていた。

　わざわざ背負って登った枯かれ木を組んで、火をつけていた。暗くら闇やみの中、燃える炎ほのおはちらちらと揺ゆれる。静矢はじっと、その炎を見つめている。

　誰もいない山頂でただ一人、彼は立っていた。何も聞こえない。ルシャナの声は聞こえない。びょうびょうと風が泣くだけだ。凍こおりつくように冷たい風が、容よう赦しやなく静矢の身を切る。空気の薄うすい山頂では、星がぎらぎらと強く輝かがやいている。突つきさすように容赦なく、ぎろぎろと静矢をねめつけているように思える。

「大門は誰も愛さなかった。だから、永遠にたった一人、山の頂上たかみにいても恐おそろしくはなかったんだろう……。だけど、俺にはぞっとする。永遠にここで一人で待つなんて、耐たえられない。月へ帰ったかぐや姫ひめ……竹取物語では、かぐや姫に求きゆう婚こんし文を交わすようになった帝みかどが、別れにもらった不死の薬を富士山の上で焼かせたそうだが。当の本人であるシュラによれば、未来の知識で作ったさまざまな薬だったらしいけれど……帝も同じ気持ちだったのかもしれない。不死の薬は永遠の孤こ独どくを与あたえるだけ、かぐや姫だけが必要なんだ……そう伝えるために、不死の薬を焼いたのだと、今の俺にはわかる。俺はいつまで……待たなければいけないんだろうか」

　答える人はいなかった。眼下の雲だけが、天使の翼つばさのように白く輝く。山を下りれば再び戦いの日々が待っている。ダイモンやビゲートピアとの、果てしない、未来をめぐる戦いが待っていることを、静矢は知っている。悲しみはいつか乗り越こえられることを知っている。他でもないルシャナが教えてくれたのだ……母と故郷を失った絶望の底からでも、人間は立ちあがれることを。どんな絶望の闇やみの中にも、一筋の希望の光を見つけて迷いなく突き進み、生き抜ぬけることを。そんな人間の強さを、静矢は信じている。

　だが今は山の上にただ一人……少女の思い出だけを胸に、少年はただ一人、荒あれ果はてた孤独の頂に立ち尽つくしていた。ひとすじの煙だけが、何も答えない孤こ高こうの空へと吸いこまれていった。




　ふ……と。

　煙が揺らめいた。はっ、と静矢は顔を上げる。

　立ちのぼる煙が、確かに揺らめいた。頭上の一点、透とう明めいな輝きを放つ満月の中に、渦うず巻まきながら吸いこまれていく。かつて仏生山のクレーター湖で見た光景に似ている。

「まさか……！」

　静矢の目が大きく見開かれた。満月の光の中に、白銀の翼が見えた。

　あの時と同じだ……と、静矢は直感した。記き憶おくは走馬灯のように過去へとさかのぼり、故郷の池のほとりで、初めてめぐり会った日のことを思い出させる。







[image: ]







　しかし、今はあの時と同じではない。なぜなら少年は成長した。あの時は、ただ恐れることしかできなかった。けれど今、少年は両りよう腕うでを広げて力強く抱きとめることができる……彼の『運命』を。

　彼女の名を、少年は夢見るようにつぶやいた。確かな重みを、腕うでに感じた。すっかり逞たくましくなった少年の腕の中で、彼の『運命』が微笑ほほえんだ。

　渦巻いていた紫色の煙は、今はまた穏おだやかに、まっすぐ立ちのぼっていた。満月は限りない闇の中を、ひとすじの希望のように照らしていた。





《 完 》









あとがき







　戦姫三部作、ようやく終しゆう了りようしました。ご愛読くださった読者の皆みな様さま、どうもありがとうございました。今回の仕事は、私には初めての経験でした。実は、最初から『全三巻シリーズ』だと決まっていたのです。普ふ段だんなら、まず最初に一冊書いて、だんだん巻数が増えていくのですが。で、書いてみると、これがとても大変。全三巻ですから、物語の起承転結を三冊に分けて進めないといけません。毎回独立した話のシリーズにしても良いのでしょうけど、それでは三冊というボリュームを生かせない気がして、通してひとつの大きな物語にしたかった。けれど「分厚い一冊の本」ではなく「三冊の文庫」という形です。一冊一冊が、起承転結のある完成した話でなければ、一冊の本として読んだときの充じゆう足そく感がなく、尻しり切きれトンボになってしまいます。

　というわけで「三冊でひとつの話」と「一冊一冊がひとつの話」という、相反する要素を満足させながらストーリーを組み上げて行くということで、伏ふく線せんも必要ですが謎なぞが増えすぎるとさっぱり内容がわからなくなるし……など、頭を悩なやませつづけた全三巻でした。読者の皆様からの反はん響きようや応おう援えんに力づけられながら、何とか最後まで書き上げることができました。この場を借りてお礼を申し上げます。

「戦姫」は、最終戦争もの、最終戦争後の世界もの……ということで、ノスタルジックな設定なのですが、時代を二十一世紀に移してみると、世界情勢や社会の状じよう況きようは、むしろ二十世紀よりも危機感を高めているのかな……と感じました。なお「高松クレーター」は本当にありますが、その詳しよう細さいについてはよくわかっていません。

　シリーズの途と中ちゆうで文庫のカバーのデザインが変わったり、通し番号が無くなってわかりにくいかも知れませんが、戦姫シリーズは上巻が「天あま翔かける月天使」、中巻が「侵しん略りやくの多た国こく籍せき軍ぐん」で、下巻がこの本です。もしこの本から読まれた方は、どうぞ他の二冊も読んでいただけると嬉うれしいです。

　シオミヤイルカ先生のクールでハードなイラストも、モチベーションを上げてくださいました。発表の場を与あたえてくださったＨＪ文庫にも、心からの感謝を。どうもありがとうございました。


二〇〇七年六月　夏緑＠とりあえずユンケルで打ち上げカンパーイ


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




夏 緑先生／シオミヤイルカ先生
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